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1巻頭言

巻 頭 言

免震構造と聞けば直ちに思い浮かぶキーワードは

designである。横文字としたのは、片仮名の「デザ

イン」では意匠術だけを示すとの受け取られ方が定

着してしまったかの現状にあるので、構造なども含

む建築全体として本来の構想、計画、工夫を指すイ

メージとして言及したかったからである。事実、免

震構造は伝統的な耐震構造とは対極的に位置づけら

れる特殊性を持っており、それがdesignを強く意識

させる。建物が地盤と絶縁していれば地震動の影響

は受けず、したがって上部構造には力も変位も伝わ

らないという単純明快な発想から生まれて来た工法

であるからである。ただ、この理解は筆者の独自の

着想ではなく、この種のテーマでは最初に論文を書

かれた和泉正哲博士が最終講義の際であったと思う

が、その意味のことを述べられていたのを筆者なり

に咀嚼した結果である。

しかし、建物が地球上に建てられるものである限

り、地盤との絶縁を実現することは不可能である。

重力の影響を受けるからである。このことは地球上

のすべてのものの宿命であって、「免震」を考えると

きにも、地盤とはあたかも繋がっていないかのよう

な工法を模索することが重要な課題となる。ややメ

カニズム的に言うならば、重力を対象とする鉛直方

向には支持力を確保するために必要な面積分だけは

地盤と密着して力を伝達しているが、水平方向が主

要な問題であると経験的に知られている（実際には3

次元的動きである）地震動に対しては、あたかも地盤

とは繋がっていないかのような緩衝効果のある工法

を工夫することになる。このような方法の一つとし

て、積層ゴムによる免震装置が開発され、1995年の

兵庫県南部地震以来、急にその効果が叫ばれるよう

になったこともあって、今日では免震と言えばこの

工法を呼ぶという状況になっており、減衰効果のあ

る高減衰ゴムなどへの改良開発が盛んになっている

ことも周知のとおりである。

免震構造雑感

杉村義広東北大学名誉教授　杉村建築基礎研究室

免震の定義として、最近では「固有周期を伸ば

すことによって地震動の卓越周期との共振を避け、

振動を軽減すること」といった意味の説明に出会

う機会がある。ただ、これは建築基準法で義務づ

けられているせいか、詳細な解析を行った結果に

引きずられた説明であるという印象が拭いきれな

い。免震装置に支えられた建物は装置の特性が支

配的な振動性状を示すのは事実であり、耐震構造

の場合の同規模の建物よりは格段に長い固有周期

となり、揺れの度合いも目だって減少すること、

言い換えれば、上部構造自体の変形は小さく、あ

たかも剛体であるかのようにゆっくりと揺れる、

あるいは揺れを感じないかの如くになることはよ

く知られている。しかし、この説明は解析した結

果や地震時に実際に経験した結果であって、免震

構造の実体はよく表してはいるが、もともとの発

想や目的に関わる定義とは別のものと言わざるを

得ない。

すでに20年以上も前になるのだろうか、建築学

会の免震構造に関する委員会の席で同様の議論が

なされていたことが思いだされる。委員長の多田

英之博士が釈然としない顔をして周期を伸ばすこ

とが免震の目的ではないと、しきりに主張されて

いたことが鮮明に浮かぶからである。やはり免震

の本質は字義のとおりと理解しておくことが肝要

であると思う。

当協会の設立趣意には「免震構造は、地震動から
・ ・

くる
・ ・

破壊的な力を免震部材により柔らかく受け止め
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

軽減させることで、幅広い耐震設計を可能にさせる

もの」とある（傍点筆者）。ここで、最初の傍点個所

はやや違和感のある表現ということだけを指摘して、

それ以上は触れないことにするが、2番目の個所が

少し気になるのである。「柔らかく受け止め」が「周

期を伸ばすこと」に対応した内容を示すものではな

いことを望みたいと思う。
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繰り返しになるが「周期を伸ばす」云々の限定的

な言い方よりは「地震をまぬかれる」、転じて「地盤

と離す」、これは厳密には無理なので「あたかも地盤

と繋がっていない」（英語ではisolationでよいと思う）

の素朴な定義としておいた方が今後の発展のために

は妥当なのではないかと強く思う。実際、筆者が専

門としている基礎構造の分野では「杭頭免震」、「基

礎絶縁」などを唱える開発研究が現れだしている状

況にあるし、またfloating foundation（浮き基礎）とい

った工法は昔からあって、掘削除去した土の重量分

だけは何をしなくても置き換えられるという考えで

あるが、地下室の底部や外壁まわりに水か何かの緩

衝材を挟めば地震時には船のような状況を実現でき

るのではないかといったアイディアはいろいろ出て

来る可能性があるので、将来実用化された暁には、

あるいはアイディアの段階においてさえ、これらも

免震構造の一種として受け入れるおおらかさがあっ

てよいのではないか？

固有周期という言葉が出たので、余談として五重

塔についても少し触れておきたい。1/5模型試験体の

2回にわたる振動実験に合わせて開かれたパネルディ

スカッションでの話題が思い浮かぶからである。あ

るパネリストの台風だったか強風が吹いているとき

に五重塔の揺れを観察した話の内容である。それに

よれば、各重（各層）が好き勝手ばらばらに揺れてい

たというのである。筆者は、もっと細かく各部位あ

るいは各部材がばらばらに振動していたのではない

かと想像しながら聞いていた。斗拱に象徴されるよ

うに、各部材が結合されているのかいないのか微妙

な繋がり方をしている骨組みが五重塔であるという

漠たる感想を持ちながら聞いていたからである。地

震の場合は、風よりも振動性状に規則性が多いよう

にも思えるが、それでも多様なモードで揺れるので

はないか、さらに、五重塔では固有周期や固有モー

ドは有効な概念となり得るのか、などとまで想像し

ていたわけである。

最近では、五重塔の振動実験が行われ、1次、2次、

3次…の固有周期と固有モードはこれこれであったな

どを報告している論文が散見されるようになってい

る。筆者は、それらが有効な情報であると思いなが

らも、一方ではある種の不安を感じている。測定を

行った位置でのデータのみが吟味された結果であっ

て、測定しなかった位置での情報が漏れている（見落

とされている）のではないかという気がしてならない

からである。もし、もっと多くの位置で測定をして

いたら、さらに多くのピークが見出され、固有周期

は数えきれないほどあってどれが重要なものなのか

が分からなくなってしまうということにならないか、

という不安である。結局、固有周期や固有モードの

概念は、部材同士が堅結されている通常の建物（耐震

構造）の場合に有効な概念であって、五重塔のような

場合にはそれと同様に扱えるのかを慎重に考える必

要があるのではないか？

模型振動実験では、神戸海洋気象台で観測された

兵庫県南部地震の記録を再現した五重塔の揺れ方を

見ることができたが、模型の底部が振動台に固定さ

れていた影響か初重（最下階はこう呼ぶのが正しいら

しい）はあまり揺れず、二重以上が目立って大きく揺

れることが観察された。主要動の部分では建物全体

として大きく揺れる形、したがって設計的に重要な

モードは確かにありそうだとは思えたが、それ以上

に各重の軒先が上下動を含む複雑でばらばらな振動

をしているようにも感じられたため、固有モードと

呼ばれるものがあったとしても多すぎるくらいに存

在するのではないかとも強く印象づけられていたの

である。

今日では長周期地震動の存在が声高に指摘される

ようにもなっているので、単に周期を伸ばすという

考えだけでは不足で、建物と地盤の縁を切るような

繋げ方、あるいは部材同士の場合も含めてそれぞれ

が繋がっているのかいないのか微妙であるような接

合の仕方をしている構造を考え出すことが、今後ま

すます重要になるような気がしてならない。

注）2回にわたる模型振動実験とシンポジウムは「五重塔を揺らす」と

題されて，2004年12月と2006年4月に行われている。特に第2回目は

164ページの立派な資料が発行されているので，ホームページの宛

先とともに以下に示す。

特定非営利活動法人木の建築フォラム「五重塔を揺らす会」編：五

重塔5分の1模型振動実験及びシンポジウム，五重塔を揺らす-2006，

2006.4 

http://www.forum.or.jp
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3免震建築紹介

1 はじめに
本建物は姫路市における火災・救急・救助・指

令・予防・危険物規制事務などの一般的な消防業務

に加えて、防災・国民保護に関する事務や危機管理

業務の初動に対応するなど、全国でも極めて先進的

な消防本部庁舎として計画され、高い対地震安全性

能が要求されたため免震構造を採用している。消

防・防災活動の中枢としての消防本部機能ととも

に、最新鋭の高機能消防指令センター、災害情報を

一元化・共有化できる防災情報システム、消防・防

災の学習・体験施設の「ひめじ防災プラザ」など、

増大する消防・防災需要に的確に対応するための施

設となっている。

2 建物概要
所 在 地：兵庫県姫路市三左衛門堀西の町3番地

設 計 者：株式会社　昭和設計

監 理 者：姫路市

施 工 者：鹿島・神崎・立JV

用 　 途：事務所・展示

構造形式：鉄筋コンクリート造（基礎免震構造）

架構形式：耐震壁付ラーメン構造

免震装置：鉛プラグ入り積層ゴム

十字型直動転がり支承

増幅機構付粘性減衰装置

階 　 数：地上6階、塔屋1階（鉄塔h=26m）

建築面積：1,296.73㎡

延床面積：6,614.87㎡

最高高さ：29.34m

基礎形式：直接基礎（独立フーチング形式）

支 持 層：GL2.8m以深の洪積礫質土

竣 　 工：平成19年3月

免 震 建 築 紹 介

姫路市防災センター

国友 博司
昭和設計

矢澤 麻由美
同

写真1 建物全景

図1 1階平面図

02_01_建築紹介_姫路防災.qxd  09.8.12 5:24 PM  ページ 3



4 MENSHIN NO.65 2009.8

3 構造計画概要
建物平面は約36m×32mの矩形であり、機能性を

考慮して、以下の点に留意した構造計画を行った。

①計画建物の用途は執務空間であることから、機

能上遮音性および居住性を重視する。

②内部空間はフレキシビリティを高めるため、建

物内部には耐震壁やブレースを設けない。

③上部構造の免震効果を高めるため、水平剛性を

確保する。

④面圧をあげるために、柱スパンを長くする。

これらの条件を満足しつつ、構造性能、コスト、

工期、品質の面でバランスよく性能を満たす上部構

造の構造種別として、RC構造（現場打ちPC構造を併

用）を採用した。建物基礎形式は、洪積層の砂礫層を

支持層とするマットスラブの直接基礎としている。

上部構造は免震装置の性能変動を考慮した地震応

答解析により得られた設計用せん断力に対して、許

容応力度設計を行っている。屋上に高さ約26mの鉄

塔が設置されるが、鉄塔は「通信鉄塔設計要領・同

解説」に準拠しCo=1.0とする設計を行い、地震応答

解析により安全性を確認している。

4 免震設計概要
免震装置は1階と基礎の間を免震層とする基礎免

震構造とした。免震層の水平クリアランスは0.4mと

し、極めて稀に発生する地震動入力に対して応答変

形を水平クリアランス以下に抑えている。

本建物は地上6階、塔屋1階の比較的低層建物のた

め、積層ゴム系免震装置のみの支承配置では免震周

期の充分な伸張を図ることが困難である。そこで、

使用する免震支承として、鉛プラグ入り積層ゴム免

震装置（以下LRI）と十字型直動転がりおよびキ型直

動転がり支承（CLB）を併用することで、建物の長周

期化を実現している。

LRIを外周部に長期軸力に応じて適宜配置するこ

とで、ねじれ剛性を確保しつつ偏心率を充分小さく

し、ねじれ振動を抑制した。転がり支承の水平剛性

は工学的にほぼゼロとなるため、LRIの水平特性に

のみ着目して配置計画を行うことで、全歪み領域に

わたって偏心距離を0.15m以下、偏心率を1％未満と

している。

・0.01m変形時

偏心距離 ex＝0.061(m) ey＝0.102(m)

偏 心 率 Rex＝0.53(%) Rey＝0.32(%)

・0.1m変形時

偏心距離 ex＝0.130(m) ey＝0.077(m)

偏 心 率 Rex＝0.40(%) Rey＝0.67(%)

・0.4m変形時

偏心距離 ex＝0.024(m) ey＝0.111(m)

偏 心 率 Rex＝0.57(%) Rey＝0.12(%)

さらに、鉛プラグの履歴減衰のみでは大変形時の

減衰能力が減少するため、増幅機構付粘性減衰装置

（RDT）を各方向2基ずつ、合計4基配置することで、

高次モードを励起することなく水平変形を抑制して

いる。以下に本建物の耐震設計目標を示す。

図3 軸組図

図2 基準階伏図
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5免震建築紹介

5 地震応答解析
（1）振動解析モデル

振動解析モデルは免震装置下部の位置を固定と

し、各階床位置に集中させた質量を等価せん断ばね

で連結した8質点のせん断弾塑性単列マス－バネモ

デルとした。免震装置の復元力特性を以下に示す。

・LRI ：せん断歪みに応じたトリリニアループ

・CLB：転がり出し荷重を折れ点とする完全弾塑

性型バイリニアループ

・RDT：限界速度までの性能曲線を近似させた非

線形特性

 

建物

稀に発生する地震動
入力時 

極めて稀に発生する
地震動入力時 

全層許容応力度以内 全層許容応力度以内

・最大変形量0.20m 
以下に抑える。

・上下動を考慮して 
積層ゴムを 
圧縮限界強度以内、 
引張力が生じない 
範囲に抑える。 

・最大変形量0.40m 
以下に抑える。

・上下動を考慮して 
積層ゴムを 
圧縮限界強度以内、 
引張力が面圧1N/mm2 
を超えない 
範囲に抑える。

・応答速度は 
粘性減衰装置の 
限界速度以下。 

免震
装置

表1 耐震設計目標

図4 免震装置配置

写真2 キ型直動転がり支承
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-15000
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図6 LRI全数の復元力特性

図5 増幅機構付減衰装置
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6 MENSHIN NO.65 2009.8

6 結び
建物上部に各種無線や市域監視カメラを搭載した

鉄塔を有する本建物では、災害時に本部機能を有す

る施設として必要な対地震安全性と機能維持性を併

せ持つことが実現できたと考えている。

既に本建物は防災センターとしてオープンし、地

域の防災拠点としてだけでなく消防・防災の学習施

設として多数の市民の防災意識の向上、啓蒙を図る

場として供されている。

最後に本誌への掲載をご快諾頂いた姫路市に対

し、誌面をお借りして御礼申し上げます。

（2）入力地震動

極めて稀に発生する入力地震動として、以下の2

種類の地震動を考慮した。

①平成12年建設省告示第1461号で規定されるター

ゲットスペクトルより、工学的基盤における地

震動を作成して得られる地震動3波。

②既往の地震により観測された地震動波形を

Vmax＝0.5m/sに基準化したものおよび日本建築

センター試作波BCJ-L2原波。

（3）地震応答解析結果

極めて稀に発生する地震動入力に対する免震装置

の特性変動を考慮した応答結果をまとめると、上部

構造体の応答加速度は、2.00（m/s2）以下に収まってお

り、層間変形角の最大値はX方向の1/1885（1階）であ

る。また免震層の応答変位は0.386（m）である。応答

解析結果の一例（X方向、免震装置の特性変動：標準

状態）を図8に示す。
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図7 粘性減衰装置（2基）の復元力特性

入力地震動 

 

① 

 

②   

告示波1
告示波2
告示波3
告示波4
EL CENTRO 1940 NS
TAFT 1952 EW
HACHINOHE 1968 NS
BCJ-L2 

3.871
3.775
3.706
3.378
5.108
4.968
3.301
3.557 

0.510
0.463
0.546
0.506
0.500
0.500
0.500
0.574 

速度
（m/s）

加速度
（m/s2）

表2 極めて稀に発生する地震動一覧
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図8 地震応答解析結果

写真3 ひめじ防災プラザ内景
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7免震建築紹介

1 はじめに
従来の免震構造は、一般に水平方向の地震波のみ

に対して有効なものであった。その理由としては、

建物の損傷は上下動よりも水平動が支配的であると

考えられてきたことが挙げられる。しかし、2008年

の岩手・宮城内陸地震により、震源に最も近いKiK-

net観測点IWTH25（一関西）の地表の上下成分におい

て、4000gal近い極めて大きな加速度が観測1）される

など、近年の全国的な強震観測網の整備と観測セン

サーの精度向上に伴い、上下動はこれまで考えられ

てきたより大きな地動の存在が明らかとなった。こ

のような設計時の想定を超える地震を受けた場合に、

ロングスパンの梁をもつ建物等に有害な損傷が発生

してしまう可能性も高まっている。このような構造

安全性の他にも、拠点医療施設では医療機器の散乱

を防いで地震直後から即座に医療活動を行うため、

また、危険物を扱う研究所や半導体製造施設に代表

される高価な製造設備を有する工場など、建物内部

の資産保全の観点からも上下免震の実現が期待され

ている。

しかしながら、上下免震装置は建物を常時支えな

がら、地震時には上下方向へ自由に運動することに

なる。各柱下で上下運動を自由に行えることは建物

重心位置の移動や地震時転倒モーメントによるロッ

キング振動が起こり易くなることでもある。そのた

め、これらを抑制して、建物を水平に保ちながら上

下方向に運動させる仕組みが必要とされる。さらに、

建物の重量配分は内部の利用状況によって日々変化

しているため、この変化に対し建物を常に水平に保

ち続けることも求められる。

以上を踏まえて、本稿では水平・上下方向に対し

て有効な3次元免震装置の開発とその装置を用いた

建物設計例7）～9）を紹介する。

2 建物概要および構造計画
3次元免震を適用した建物は、地上3階、最高部高

さ9.0mの共同住宅である（図1）。基準階の平面形状

は、X方向2.7mおよび7.2mの3スパン、Y方向4.5mの

3スパンで構成されている（図2）。建物には1階床梁

下と基礎の間に3次元免震装置を設置している。免

震材料には、水平方向に対しては天然ゴム系積層ゴ

ム支承と水平方向用オイルダンパー、上下方向に対

しては空気ばねとスライダーおよびロッキング抑制

付オイルダンパーシステムを採用している。クリア

ランスは水平方向60cm、鉛直方向10cmとしている。

表1に水平・上下方向の各設計クライテリアを示す。

免 震 建 築 紹 介

阿佐ヶ谷プロジェクト

高橋 治
構造計画研究所

會田 裕昌
同

富澤 徹弥
同

須原 淳二
清水建設

松本良一郎
同

露木 保男
カヤバシステムマシナリー

図1 建物外観
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8 MENSHIN NO.65 2009.8

3 免震装置概要
（1）3次元免震装置

免震装置は一般の免震で用いられる天然ゴム系積

層ゴム支承の下に鉄骨架台を組み、これらを空気ば

ねで支える構造である。また、空気ばねがせん断力

を負担し過ぎないよう、上下方向に摺動しながら建

物のせん断力を基礎へ伝えるスライダー（せん断力

伝達装置）を配している。このように水平方向と上

下方向とで装置を独立させることによって、免震層

における解析の明快さを確保するとともに、各支点

下で水平方向・上下方向それぞれに装置を選定でき

る組合せの自由度を得る事ができる。なお、空気ば

ねは長期時においては自動レベリング装置により支

点の位置が所定より高ければ空気を抜き、低ければ

コンプレッサーにより空気を入れ、常に一定の高さ

を保つ機構を備えている。

（2）ロッキング抑制付オイルダンパーシステム

本建物のように各支点が上下に自由に動く場合、

建物が地震力等によるロッキング運動に対して抵抗

できなくなる。そこで図4に示すように2本のオイル

 

表1(1) 水平方向設計クライテリア

表1(2) 上下方向設計クライテリア

図2(1) 免震装置配置図

図3 3次元免震装置の構造

図2(2) 軸組図

所 在 地：東京都杉並区阿佐ヶ谷南

竣 工：平成22年末

用 途：共同住宅

延床面積：506.42㎡

階 数：3階

建物高さ：9.00m

構造形式：RC造

免震部材：3次元免震装置（高減衰積層ゴム支承

＋空気ばね＋スライダー（せん断力伝

達用鋼棒））

ロッキング抑制付オイルダンパーシ

ステム

水平方向用オイルダンパー

02_02_阿佐ヶ谷.qxd  10.3.16 10:59 AM  ページ 8



ダンパーを、配管により建物の対角線上にたすき掛

けにして繋ぎ、ダンパー間をオイルが行き来できる

ようにすることで、上下動成分に対しては配管抵抗

による適度な減衰で上下方向のエネルギーを吸収し、

ロッキング動成分に対してはダンパー絞りによる過

大な減衰でロッキング動を抑制する。これらは油圧

を用いた機械的な仕組みで実現できるパッシブな装

置であるため、電気トラブルによる故障や誤動作の

心配がなく高い信頼性を確保することができる。

4 振動解析概要
解析モデルは各装置の実大試験により得られたデ

ータを踏まえて立体時刻歴解析用のモデルを作成し

た。各柱下に3次元免震装置モデルを配置した立体

モデルとした。図5に示すように各装置を構成する

積層ゴム、鉄骨架台、スライダーおよび空気ばねを

それぞれモデル化している。ここで、空気ばね、ス

ライダーは3体、もしくは4体を個別にモデル化し、

実装置と同様の位置関係で配置した。ロッキング抑

制付オイルダンパーシステムは実建物同様に対角の

柱を結ぶように2組配置している。

図7に水平・上下方向同時入力地震波応答解析に

おける上下方向成分の応答解析結果を示す。なお、

上下方向最大応答加速度には水平免震のみの場合お

よび基礎固定時の解析結果も併せて記載している。

水平免震のみ・耐震の上下方向最大応答加速度は、

建物頂部で著しく加速度が増幅しており、これはロ

ングスパン梁の上下振幅による影響と考えられる。

このような場合においても、上下免震を行った場合

では床の応答加速度は各階で一様となっている。

9免震建築紹介

図4 ロッキング抑制付オイルダンパーシステムの仕組み

図5 3次元免震装置のモデル

図6 ロッキング抑制付オイルダンパーシステムのモデル図

  
  

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

表3 各装置のモデル化方針

表2 固有値解析結果

 

 

 

表4(1) 水平方向入力地震動一覧

 

表4(2) 上下方向入力地震動一覧
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また、ロッキング抑制付オイルダンパーの効果検

証として、建物対角の2点を結ぶ各支点の上下の時刻

歴変位を図8に示す。ロッキング抑制付オイルダンパ

ーを取り付けた2点間は位相をほぼ同一にしながら互

いに追従して動き、建物が水平を維持しながら上下

方向に変位していることが確認できる。なお、建物

のロッキング角はY方向最大で1/570となっている。

5 おわりに
3次元免震装置の開発と建物への適用例について、

建物の概要と設計方針およびこれらを踏まえた建物

地震応答解析について紹介した。今回使用した免震

装置は、水平力によって摩擦力が変動するスライダ

ーの煩わしさがあるものの、基本的には単純なバネ

やダッシュポッドで構成されており、要求性能に見

合ったシステムを実現できたと言える。今後、実建

物によるデータ収集も行い、より高性能な装置の開

発が進むことが期待される。
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図7 上下方向最大応答値

図8 建物対角2点間の上下変位時刻歴（告示波：神戸位相）
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11免震建築紹介

1 はじめに
青森県平賀町（現：平川市）は、西に岩木山、東

に八甲田山系を望む津軽平野内に位置し、豊かな田

園風景が広がる米とりんごを特産とする町である。

本施設は町民の健康増進とスポーツ交流のための運

動公園の中心施設として「町民みんなのスポーツコ

ミュニティーパーク」をテーマとした総合運動施設

公園の拠点として計画された。この地方は多雪地域

であることから、特に長い冬期間にも町民のレクレ

ーションを含めた球技ができるようにとの思いから

ドーム型の屋内運動場として計画された。

2 建物概要
名 称：スポーツランドひらか

所 在 地：青森県平川市新館野木和48

（旧：平賀町）

主要用途：スポーツ練習場

建 築 主：青森県平川市

設計監理：株式会社佐藤総合計画

施 工：鹿島建設・小山内組建設工事共同企業体

敷地面積：49,476㎡

建築面積：48,712㎡

延床面積：47,620㎡

階 数：1階

最高高さ：29.35m（軒高：10.1m～4.08m）

構造種別：鉄筋コンクリート造＋鉄骨造（屋根免

震）＋骨組膜構造

3 建築計画概要
本ドームのグラウンドは、70m×70m正方形平面

フィールドのソフトボールを中心とした、町民利用

免 震 建 築 紹 介

スポーツランドひらか

渡邊 朋宏
佐藤総合計画

写真1 建物外観 写真2 航空写真

写真3 ドーム内観
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のための運動施設である（図1）。よって、観客席は一

切設けない練習を中心とした利用設定としている。

屋根形態は、東西の屋根高さに変化を付けた、花

びらが重なる「りんごのつぼみ」をイメージデザイ

ンとして構成している。

屋根には透光性のある膜材を採用し、冬季は雪と

風を防ぎ、夏季は雨と日射を防ぐ外気温と同程度と

する「快適な屋外」の発想で、昼間は照明が無くて

もスポーツができる明るさを確保している。

4 構造計画概要
積雪荷重は3900N/m2（積雪量130cm）と大きく、「り

んごのつぼみ」のかたちから屋根勾配は緩く自然落

雪は期待できない。また、柔らかくしなやかで軽快

さも求められた。この課題を、屋根免震を採用する

ことで解決した。

以下のコンセプトのもと、低コストを目指し計画

した。

①緩やかなドーム屋根の曲線は、山のスカイライ

ンと重なり合って調和する。

②除雪をしない雪を載せた膜構造。

③大空間を支える支承部に積層ゴム支承（LRB）を

採用。

本ドーム架構は、東西・南北86.8mを26分割した

四角形網目の2方向グリッド鉄骨トラスで、南北方

向下弦にH形鋼、上弦に膜受と兼用した鋼管トラス

梁で、屋根段差部の梁せいは、西側1.75m、東側

1.75m～3.75mの変デプスである。屋根を支える外周

部は耐震壁付き鉄筋コンクリート造で、柱頭部の積

層ゴム支承上部に2方向グリッド鉄骨トラス構造の

屋根が架けられている（図2,3,4）。また屋根仕上げに

膜を用い、柔らかな自然光を採り入れ、明るく軽快

で快適な無柱空間としている。図1 平面図

 

 

 

 

 

 

図2 全体架構構成
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5 基本的方針（耐震性のクライテリア）
設計方針は、膜構造・屋根鉄骨構造・免震構造・

下部躯体構造（基礎構造含む）に分けて、稀に発生

する荷重及び極めて稀に発生する荷重に対して、各

構造毎に設定した設計クライテリアを表1に示す。

稀に発生する荷重に対しては許容応力度設計を行

い、極めて稀に発生する荷重に対しては弾性限耐力

（各部材の基準強度（F値）の1.1倍した数値）以内とし、

構造体の耐震安全性及び変形による二次部材・仕上

げの損傷や脱落及びEXP.Jに影響を及ぼさない事を

確認する。地震荷重に関しては、時刻歴応答解析を

行い構造体の耐震安全性の確認を行う。

6 応答制御の目的・意図
応答制御の目的は、地震力を受けた場合の変形と

応力緩和を目的としている。この免震により応答制

御することで、屋根の水平・鉛直地震力が低減でき、

さらに積雪・温度荷重によって生じる変形も吸収で

きる。屋根架構と下部構造の力の伝達は、免震支承

により低減され分散して伝わることから、屋根部材

だけでなく下部躯体においても設計自由度が増し、

経済的な設計が可能となる。よって、雪国において

「快適な屋外」が設計ポイントであるため、支持構

造を小さくし屋根の軽快性を表現するため、屋根架

構と下部構造の境界部に免震材を挿入して、屋根免

震とした。

13免震建築紹介

図3 架構概要図 図4 下弦材接合方法概略図

表1 設計クライテリア
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7 応答制御実現の方法
（1）解析モデルと固有値

解析モデルは、2次部材を除く全部材をモデル化

した立体フルモデルの屋根架構と下部構造部分の骨

組立体簡易モデルを組合せ、屋根支持部に免震部材

を設けたモデルを用いた（図5）。積層ゴム支承はBi-

Linear型の復元力特性を持つせん断バネモデルを用

いた。また個材の材端条件は設計図上の取合いを考

慮し、剛接合とピン接合を用いた（図4）。固有値解

析は、積雪ありなしの2タイプを行っている。主な

固有周期とモードを表3、図6に示す。検討用入力地

震動波形は表2に示す。

（2）解析条件

応答解析の解析条件は以下の通りとした。

質　　量：地震荷重と鉛直荷重（DL+0.5×SL）の

組合せ質量を各節点集中質量

境界条件：下部構造杭頭を固定

解析方法：数値積分法はNewmark-β法（β=1/4）

減衰定数：構造物減衰はRayleigh型、周期0.5、

2.0secに対し2％、膜は5％

使用プログラム及び機種：ADINA Ver7.3, ULTRA1

14 MENSHIN NO.65 2009.8

 

 

 

図5 解析モデル

表3 固有値解析結果（積雪あり）

1次モード 2次モード 9次モード

図6 固有周期と各次のモード（極稀な地震に対する等価剛性：積雪あり）

表2 入力地震波
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8 効果の検証・評価
応答解析による免震支承最大変形は、極稀に発生

する地震動の告示③が最大29.2cmであり、設計クラ

イテリア以内であることが確認できた。また水平と

上下の同時性（3方向同時、上下方向の入力加速度は

水平方向最大加速度の1/2）を考慮した応答解析も行

い、免震支承に引抜きが生じないことを確認した。

構造耐力上主要な部分に生じる応力が弾性限耐力以

内であり、倒壊、崩壊等しないことを確認できた。

応答解析結果一覧を表4に示す。さらに非免震との比

較の結果、免震の場合に屋根架構の水平、上下方向

応答加速度は約1/2に低減でき（図7,8）、下部躯体の応

力も約1/2に低減でき、免震化による低減効果が十分

確認できた。

9 まとめ
屋根免震により得られた主な効果は以下の通りで

ある。

①屋根免震効果により、非免震に比べ水平と上下

方向の応答加速度が約1/2に低減されている。

②水平および上下地震動に対し、大空間屋根の安

全性を高め、2次災害の配慮にも効果を発揮で

きている。

③建方中の水平力に対する処理は免震支承を利用

し、仮設補強材が不要となり、建方計画の自由

度が増した。

謝辞
設計から監理を通し、平賀町（現：平川市）の担

当者を初め、施工に当たり関係各社には多大なご協

力を頂きました。この場を借りて深く感謝の意を表

します。
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図7 免震・非免震の水平方向加速度比較（告示○3）

 

 
図8 免震・非免震の上下方向加速度比較（告示○3）

表4 応答解析結果一覧
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1 はじめに
本建物は大阪・梅田の北東に位置する、商業店舗、

ホテル、マンションを内蔵する超高層複合開発ビル

である。安藤忠雄建築研究所の基本設計により、高

層部は鋭角な三角形の平面としたホテルおよびマン

ション、低層部は台形に近い五角形の平面とした商

業店舗により構成されるモニュメンタルな建築とな

っている。制震構造の採用により、多種用途、特徴

的な形状に配慮しながらも高い耐震性を確保してい

るので、その概要を紹介する。

2 建築概要
建物名称：CHASKA茶屋町

建 設 地：大阪府大阪市北区茶屋町18番

建 築 主：（有）武蔵野プロパティーズ

建築設計：安藤忠雄建築研究所、鹿島建設㈱

構造設計：鹿島建設㈱

施　　工：鹿島建設㈱

建物用途：物販店舗、ホテル、共同住宅（賃貸）

階　　数：地上23階、地下2階

建物高さ：199.85m

建築面積：21,877m2

延床面積：24,313m2

構　　造：鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造

（一部コンクリート充填鋼管柱）

本建物の高層部は住宅・ホテルゾーン、低層部は

商業ゾーンとして計画されている。高層部は、真南

を指向する鋭角なフォルムにより、敷地東側幹線道

路からの視界に新たなアイキャッチを与え、低層部

は、建物外周に巡らした回廊の内外空間が交錯する

バッファゾーンとしてのしつらえが、茶屋町の賑わ

いに呼応し、場を活性化させている。

制 震 建 築 紹 介

CHASKA茶屋町

図1 建物外観パース

清水 幹
鹿島建設

池崎 正浩
同
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3 構造概要
平面は、基本的に6.6mスパンをユニットとして構

成され、低層部は図3に示す様に約60m×40mに内包

される台形に近い五角形、高層部は図4に示す様に

約50m×30mに包絡される三角形で、北側に逆三角

形の階段室が取り付いている。

階高は、一般に低層部では4.70m、高層部では

3.30mで、立面上セットバックしている頂部が6.00

～7.55mで最も高い。

本建物に要求されている構造上の機能を以下に

示す。

・高層部と低層部の異なる架構を支持する

・低層部外周のV字柱を構造要素とする

・ガラス箱とフラットプレートを積層したイメー

ジのファサードとする

・制震構造とする

これらの要求を満足するべく、まず、高層部と低

層部の架構の違いを吸収するため、境界層である9

階をスーパーストラクチャーとし、主に東西方向に

階高を成とするトラス梁を設けている。

次に、低層部各階において外周を取巻く回廊をV

字柱に直接支持させることで、先端に大きな梁型の

ないフラットプレートを実現している。

そして、制震構造として高性能オイルダンパ

HiDAX-eを採用している。階高が低く、曲げ変形が

卓越する高層部は、ブレースと併用のラーメン構造

として、剛性を高め、階高が高く、変形の大きい低

層部に集中的にダンパを配置し、低層部でエネルギ

を吸収する計画としている。ダンパおよびブレース

はコアを中心に、また、捩れ振動に配慮して、端部

フレームにも配置した。

架構において、梁はS造とし、高層部と低層部の

意匠・用途により柱の構造種別を変えている。高層

部と低層部を貫くコア部の柱は、エレベーターが集

中配置されるための外径制限により、コンクリート

充填角形鋼管、低層部は、打ち放し仕上げに配慮し

た鉄骨鉄筋コンクリート、高層部は三角形平面のた

め方向性のない円形鋼管とした。

17制震建築紹介
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図4 高層部基準階平面図

図3 低層部基準階平面図

図2 低層部イメージ図

図5 耐震架構の構成
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4 制震装置概要
本建物に採用しているオイルダンパHiDAX-e（図6

参照）は、ダンパに組み込んだ制御弁を、建物の揺

れに応じた適切なタイミングで開閉制御することに

より、通常のオイルダンパに比べてエネルギ吸収能

力を向上させた高性能ダンパである。図7に定常振

動下でのHiDAX-eと通常のオイルダンパの荷重-変

形関係を比較して示す。ループ面積より、約2倍の

エネルギ吸収能力があることが分かる。また、

HiDAX-eは図8に示す様に、振動中にダンパ内に生

じるオイルの圧力変動を巧みに利用することで、開

閉弁を自動的に開閉させるため、電力が全く不要で

あり、施工上の取扱やメンテナンスが従来のオイル

ダンパと同等である1）。なお、本装置は2008年日本

建築学会賞（技術）を受賞している。

5 地震応答解析結果
本建物の耐震クライテリアはレベル1に対しては、

各部材が弾性限耐力以内であり、層間変形角が

1/200以下であること、レベル2に対しては、層間変

形角が1/100以下であり、部材の塑性率が4以下であ

ることとした。

地震応答解析において、本建物の複雑な平面形状

や架構形式に伴う捩れ振動や各部材の地震時応力な

どを正確に把握できるように、図9に示すような部

材レベルでモデル化した立体骨組解析モデルを用い

た。また、基礎、地盤の抵抗を表す水平と回転の地

盤ばねを基礎下に導入した。減衰は1次振動数に対

して2％の剛性比例型減衰とし、オイルダンパにつ

いては、減衰係数可変のMaxwellモデルとした。

図10、11にレベル2時の応答最大層間変形角分布

および応答最大部材塑性率を示す。応答はクライテ

リアを満足し、捩れ振動も抑えられていることを確

認した。図12にエネルギ吸収量の時刻歴を示す。低

層部に集中的に配置したオイルダンパが効果的に働

き、総入力エネルギの40～50％を吸収し、架構の損

傷を抑えていることがわかる。
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図6 HiDAX-e外観

図7 荷重-変形関係

図8 HiDAX-eの動作のプロセス概念図

X
Y

Z

図9 立体骨組解析モデル
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6 おわりに
高性能オイルダンパを採用した特徴的な形状を持

つ超高層複合ビルの概要を紹介した。写真1に2009

年3月の上棟時の状況を示す。本プロジェクトは

2010年3月頃竣工予定であり、大阪・北梅田地区の

新しい核となる超高層建物の全貌が見られる予定で

ある。

【参考文献】

1）栗野他：エネルギ吸収効率に着目したON/OFF型パッシブオイルダ

ンパ（その1～2）、日本建築学会大会学術講演梗概集（北海道）2004年

8月、21034～21035
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（1）重心位置

A C
B

（2）重心と端部（告示八戸）

図10 応答最大層間変形角分布

図12 エネルギ吸収量の比較

写真1 現況図

図11 応答最大塑性率分布
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本建物の概要を以下に示します。

建築場所：東京都中央区日本橋室町

用　　途：百貨店、劇場

敷地面積： 9,014.4m2

建築面積： 8,490.9m2

延床面積：71,727.0m2

階　　数：地上7階、地下3階、PH3階

軒　　高：31.10m

構造形式：鉄骨鉄筋コンクリート造

施　　主：㈱三越

設　　計：㈱横河建築設計事務所

施　　工：清水建設㈱

工　　期：平成17年9月～20年5月
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1 はじめに
今回は、昨年地下部分での免震レトロフィットを

行うとともに、バリアフリー化の工事を完了した日

本橋三越本店本館を訪問しました。駅名にもなって

いる東京メトロ三越前駅と接続しており、横河民輔

の設計による均整の取れたルネッサンス様式の本建

物は、2004年にオープンした新館と共に日本橋周辺

のランドマークとなっています。完成後90年以上が

経過し、平成11年に東京都から「東京都選定歴史的

建造物」の第1号に選ばれています。

2 建物概要
日本橋三越本店は、日本最初の本格的大規模百貨

店として大正3年に建設され、昭和39年にかけて6期

に分けて増改築が行われ現在の姿になっています。

奏楽台付き日本初のエレベータ、吹き抜けホールな

ど当時最新の技術が導入された建物は、関東大震災

での火災により昭和2年に大改修が行われています

が、東側と北側の外観はその当時の姿が残されてい

ます。

今回実施された免震による耐震改修工事では、建

物外観や機能を損なうことなく、地震時において構

造体とともに50,000人/日近い建物利用者の対地震安

全性を向上し、商品の健全化をはかることを目標に

されています。また工期の違いによって生じていた

地下1階の床の高低差を免震工事にあわせて解消す

ることで、バリアフリー化も進められています。

岩下敬三
免震エンジニアリング

齊木健司
免制震ディバイス

鳥居次夫
フジタ

中村幸悦
織本構造設計

日本橋三越本店本館
免 震 建 築 訪 問 記 ― 70

写真1 建物全景
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免震建築訪問記－ 70

3 免震改修概要
［構造］

本建物は、建物総重量130,000tonfを鉛プラグ入り

積層ゴム258基と弾性すべり支承56基の合計314基で

支持しています。免震周期3.2秒（100%歪時）、免震

層の降伏特性値を3.2%とすることで、免震層の水平

クリアランスを400mm、ベースシア係数を0.14にお

さえられています。本改修計画は東京都より「建築

物の耐震改修の促進に関する法律」に基づく認定を

取得されています。

建物の基礎構造形式と地下階数は、建設時期によ

り下記のように区分されています。

（1）松杭（地上7階、地下1階）

（2）直接基礎（地上7階、地下2階）

（3）深礎杭（地上7階、地下3階）

（1）、（2）部分は基礎免震を採用し、免震層を新設

することで基礎底を深くして直接基礎に改修してい

ます。（2）部分の鉛直荷重の仮受には場所打ちの鋼

管杭を採用し、あえて杭頭部を免震層に存置するこ

とで装置の万が一の取り替えに対応できるようにさ

れているのが印象的でした。（3）の深礎杭は既存の

ままとし、地下2階のバックヤード部分に免震装置

を設置する中間階免震構造を採用しています。

また、既存地下外壁の一部が敷地境界線に近接し

ている箇所があり、その部分は所定のクリアランス

を確保できる位置に柱を新設し、弾性すべり支承を

配置して免震ピットを取り込む計画としています。

複雑な既存構造体について立体的に免震装置の配

置計画や工程を計画されていることが、各免震層に

ご案内頂いて実感できました。
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図1 建設の変遷

写真2 （1）松杭部分の免震層

（左側：弾性すべり支承）

写真3 （2）直接基礎部分の免震層

壁スリット壁 ッ

免震装置耐火被覆免震 置耐火被被覆

写真4 （3）深礎杭部分の中間階免震
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［建築・設備］

前述の通り、地下1階の高低差を解消するなどの

バリアフリー化と関連して、外周部の免震エキスパ

ンションは外部仕様のフルフラットの納まりとなっ

ています。また、新館との連絡通路（渡り廊下）が3

階と7階に設置されていますが、あらかじめ本館の

免震改修計画を考慮して新館の通路のエキスパンシ

ョンを設計しておくことで、2棟間の相対変位に追

従できるようになっています。

設備計画では、キャスター支持タイプの免震継手

の作動スペース内に障害となるものを置かれないよ

うに、作動範囲を明示するなど改修後の維持管理に

対しても細やかな配慮をされています。 4 免震に関する表示
免震の表示・展示を以下のように行うことで、建

物利用者に対してのアピールが行われています。

①地下中央口と銀座線口に免震装置・オービット

の見学コーナーを設置

②案内所と入口に東京都より交付された「耐震診

断／耐震改修済建築物」プレートを設置

見学コーナーには休憩用のソファが置かれてお

り、買い物中の利用者が説明板を興味深く読まれて

いる姿が見受けられました。

会員各位におかれましても、休日のお買い物とあ

わせてご見学をされてはいかがでしょうか。
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写真5 外部仕様の免震エキスパンション

写真7 作動スペースの標示

写真8 免震見学コーナー

写真6 新館との連絡通路
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免震建築訪問記－ 70

5 訪問談義
訪問見学中の質疑や談義の一部を示します。

Q：耐震改修を計画するにあたり、在来や制震構法

も検討されたのでしょうか。

A：百貨店にとって何より大切な安全・安心を確保

でき、営業を継続しながら改修が行えることは

免震の大きな魅力と思います。改修を計画して

いくと同時に技術革新が進んでいきましたの

で、コスト的にも有利になっていきました。

Q：営業を継続しながらの施工には色々とご苦労が

あったと思いますが。

A：百貨店の休業日は1月1日の1日だけでしたので、

3回（3年間）の休業日にあわせ12月31日閉店後か

ら1月2日開店までにインフラの盛り替えなどを

集中させるなど、休業日を有効に活用しました。

施工は昼夜2交代制とし、騒音や振動の出る工

種を夜間に集中させています。毎朝開店前に各

売場の塵埃の確認・清掃を行っていました。

Q：材料強度や劣化の調査結果はいかがでしたか。

A：コンクリートは建設当時の一般的な強度以上が

確保できており、中性化に関しても残存耐用年

数は約100年以上となっていました。鋼材も現

在一般的に使用されている材料と同等程度の強

度を有しており、良好な維持の状況が明らかに

なりました。

Q：免震層上部の構造体には耐震補強を行ったので

すか。

A：免震レトロフィット工事に先だって、店舗内リ

ニューアルに合わせて耐震壁の新設などの耐震

補強工事を行い、免震レトロフィット工事とほ

ぼ同時に完了しています。

6 おわりに
ご案内頂きました皆様の和やかな雰囲気や、設

計・施工の苦労話も含めた熱心なご説明に、関係各

位が一体となって建物に愛情を注がれていることが

分かりました。このような環境の元に、地震国日本

において今後も長期にわたって日本橋のシンボルが

維持されると思います。

最後になりましたが、お忙しい中貴重なお話をお

聞かせ頂きました、皆様のお名前を列記させて頂く

と共に、心より御礼申し上げます。

㈱三越：須貝様、石田様

㈱横河建築設計事務所：

小島様、古宮様、大槻様、堀口様

清水建設㈱：村井様、佐守様、辻様
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写真10 説明風景

写真11 集合写真

写真9 東京都選定歴史的建造物の銘板（左）と

「耐震診断／耐震改修済建築物」プレート
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1 はじめに
免震建物は兵庫県南部地震（1995）以降、急速に

その建設数を増やし、国内では既に戸建免震を除い

ても1500棟を超える建設数を記録している。また、

免震は既存建物の耐震改修や近年の都市再開発事業

などでも広く採用されている。また、このような近

年の免震建物の普及は、免震部材の急速な高性能化

を推し進めている。従来型の積層ゴム支承では、高

い荷重支持能力と柔軟な水平剛性の両立には限界が

あったが、近年開発されている低摩擦すべり支承や

転がり支承では、その両立を可能とし、1,000トン

を超える荷重支持能力、6秒を超える長周期免震構

造を実現している。その結果、従来は敬遠されてき

た超高層建物の免震や軟弱地盤上の高層免震が行わ

れるようになってきている。図1は日本建築センタ

ー刊行のビルディングレターの性能評価シートに掲

載された免震建物の掲載時期と建物高さの関係を示

したものである。2001年以降の高層化は特に著しく、

150mを超える超高層免震建物も建設されているこ

とがわかる。

通常、免震建物の上部構造部には剛体的挙動が期

待される。しかしながら、上部構造部の高層化や柔

構造化により、上部構造部の変形は相対的に増加し、

免震層を含む建物全体の変形に対する割合は高くな

る。また、これに伴って2次以上の高次モードの寄

与が大きくなる。本稿では、上部構造部の振動特性

とそのモデル化が地震応答にどのように影響するの

かについて、これまであまり取り上げられてこなか

った『上部構造部の減衰仮定』と『上部構造部の高

次モード応答』に着目して触れてみたいと思う。

2 上部構造部の減衰仮定
2.1 減衰モデル

設計や解析の場面では免震建物の減衰マトリクス

は慣用的に次のように作成されることが多い。

①免震層を取り除いた上部構造部の基礎固定モデ

ルに対して、減衰マトリクスを作成する。ここ

で用いられる最も一般的な減衰仮定は、剛性比

例型減衰（瞬間剛性比例型を含む）であるが、

作成方法や扱いが簡便な反面、高次モードの減

衰定数を過大に評価する傾向がある。そのため、

高次モードの減衰定数を低減させ、全ての振動

モードで一定とした減衰仮定（以下、各次一定

型）が用いられることもある。

②基礎固定モデルの減衰マトリクスに対して、免

震層を挿入するマトリクスの拡張操作を行う。

ここで、いくつかの解析モデルについて、この減

衰モデルを使用した場合の振動特性および地震応答

への影響を示す。解析モデルは免震を施さない非免

震モデルとして、剛性分布が最上階が最下階の2/3

の台形分布となる5質点モデルを作成する。免震モ

デルは非免震モデルの最下層の剛性を変えたものと

する（図2）。アイソレーターは弾性とし、免震周期

が4秒になるように剛性を設定する。また、上部構

図1 免震建物の高さの推移

免震建物の上部構造部の振動特性と
地震応答
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明治大学 小林正人
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造部においては非免震モデルの剛性分布を保持した

まま剛性を変化させ、その周期を変化させる。ここ

で建物高さによる影響を評価するための周期比RTを

次式で定義する。

RT = T0 / Tf （1）

ここに、 Tf ：免震周期、

T0：非免震モデルの1次固有周期

ダンパーは鋼材ダンパー等を想定して、完全弾塑

性の履歴特性を有するものとし、降伏せん断力係数

を0.04とする。免震層全体の復元力特性は典型的な

Normal Bi-Linear型となる。上部構造部のみ基礎固

定としたモデルにおける1次減衰定数は、2%とする。

図3に免震モデルの刺激関数を示す。周期比RTが

0.5程度になると上部構造の1次モードの変形が大き

くなりはじめ、1.0程度では、上部構造部の全体の変

形量は、免震層と同程度となる。免震モデルの減衰

マトリクスを考慮した複素固有値解析を行い、免震

モデルの各次減衰定数を評価した結果を図4に示す。

上部構造部の減衰マトリクスに剛性比例型および

各次一定型を設定した場合を示している。また、そ

れぞれについて免震層の減衰を無視した場合、減衰

定数20％相当の減衰係数を付加した場合の結果を示

している。また、上部構造部の減衰マトリクス設定

時に与えた減衰定数を免震モデル全体系の高次モー

ドの減衰定数と比較して示している。なお、上部構

造部のみの1次モードと全体系の2次モードでは固有

振動数が異なるため、横軸を振動次数で表している。

図4より次のことが確認される。

①周期比が大きくなるにつれて、免震モードであ

る1次モードの減衰定数は低下し、高次モード

の減衰定数は増加する。

②上部構造部に剛性比例型を設定した場合、上部

構造部のみの減衰定数に比べ、免震モデル（免

震層の減衰なし）の高次の減衰定数が、2倍程度

に増加する。

③上部構造部に各次一定型を設定した場合では、

上部構造部のみの減衰定数と、免震モデル（免

震層の減衰なし）の減衰定数には、大きな差は

生じない。

図2 解析モデル 図3 周期比と刺激関数

図4 解析モデルの減衰定数
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剛性比例型減衰は高次モード減衰の過大評価が問

題視されるが、免震モデル全体系での高次の減衰定

数は、上部構造部の減衰マトリクス設定時に与えた

減衰定数よりも高い値となる。したがって、免震建

物においては、高次モード減衰の過大評価の傾向が

さらに強まることになる。上部構造部に想定してい

る減衰仮定、たとえば上部構造部の1次周期に対し

て減衰定数2％というような値は、あくまで基礎固

定モデルに対してであり、免震モデルに対しての減

衰定数はこのように大きく変化する。

2.2 地震応答

入力地震動は50kineに基準化したEl Centro NS、

Taft EW、Hachinohe NSの観測波3波、ならびに告示

の2種地盤に対応（簡略法の地盤増幅係数を用いた）

する告示波3波（位相特性：JMA-Kobe NS、Hachinohe

NS、乱数位相）の計6波を用いる。

図5に周期比に対する免震層の最大変形を示す。

ただし、減衰仮定による差が最も大きかったEl

Centro NSと、最も小さかったTaft EWについて示す。

また、図6に免震層のエネルギー消費率（免震層の吸

収エネルギー／総入力エネルギー）を示す。だたし、

減衰仮定による差が最も大きかったTaft EWと、最

も小さかった告示波（乱数位相）について示す。図5

および図6から次のことが確認される。
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①免震層の変形量およびエネルギー消費率は、周

期比に応じて増減するが、全体的な傾向として

は、周期比の増加に対して減少する傾向を示す。

②減衰仮定の影響は、周期比0.5程度まではほとん

ど無いが、周期比が大きくなるにつれて差が生

じる。

③減衰仮定の影響は、周期比や入力地震動による

影響に比べると相対的に小さい。

3 上部構造部の高次モード応答
上部構造部の高次モード応答をモーダルアナリシ

スを用いて評価する。ここでは高次モードの影響を

強調するために、最上階が最下階の1/2の台形分布

となる剛性分布のモデルを用いる。また、周期比RT

が0.1（基礎固定モデルT0=0.4sec）と0.5（基礎固定モ

デルT0=2.0sec）のモデルについて取り上げる。入力

地震動はBCJ-L2とする。

図7に各モデルの最大応答を示す。T0=2.0secのモ

デルでは、免震層の変形は減少する。また、せん断

力係数と加速度応答で高次モードによる顕著な応答

増幅が確認される。

図8に建物頂部の加速度応答と免震層の剛性の時刻

歴を示す。図中の▼は最大加速度点を示し（以下、▼

時刻）、●は最大加速度応答が生じる直前に免震層の

剛性が変化した点（以下、●時刻）を表している。最

大加速度は、免震層の剛性が初期剛性から2次剛性に

切り替わったそのあとに生じていることがわかる。

図9および図10に免震層の初期剛性時（ダンパー剛

性含む）と2次剛性時（ダンパー剛性無視）の刺激関

数を示す。図9は理想的な剛体モードを示し、図10

は高層免震建物に代表的な振動モードとなる。

a) El Centro ns b) Taft ew

a)Taft ew b) 告示波（乱数位相）

図5 免震層の応答

図6 免震層のエネルギー消費率
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図9および図10に示すモードベクトルを用いて加

速度応答をモード分解した結果を図11および図12に

示す。●時刻では、免震層の初期剛性時のモードか

ら2次剛性時のモードへ変化する時刻である。この

ポイントで初期剛性時と2次剛性時のモード応答間

で力学的エネルギーの伝達が行われることになる。

ここで顕著なのは、To=2.0sのモデルにおける免震層

2次剛性時の2次モード応答と3次モード応答の増大

である。●時刻でエネルギーを受け取った免震層2

次剛性時の2次モード応答および3次モード応答は、

▼時刻に至る間に成長し、▼時刻における最大応答

に極めて大きく寄与することになる。このような現

象は、図10に示すTo=0.4sのモデルにおいても確認さ

れるが、To=2.0sのモデルにおける高次モード応答の

増大および成長は、著しく大きいことがわかる。
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a）T0=0.4sec（RT=0.1） b）T0=2.0sec（RT=0.5）

図8 建物頂部の加速度応答と免震層の剛性変化

a）層間変位（cm） b）せん断力係数 c）絶対加速度（cm/s2）

図7 最大応答

a）免震層初期剛性時 b）免震層2次剛性時 a）免震層初期剛性時 b）免震層2次剛性時

図9 刺激関数（To=0.4s） 図10 刺激関数（To=2.0s）
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4 まとめ
本稿では、上部構造部の振動特性とそのモデル化

が地震応答にどのように影響するのかについて、こ

れまであまり取り上げられてこなかった『上部構造

部の減衰仮定』と『上部構造部の高次モード応答』

に着目して述べた。極めて限定された解析ではある

が、以下の点を例示した。

・基礎固定モデルに対して設定した減衰モデルは、

免震モデルにするとその固有振動数および固有モ

ードの変化に伴って、各次減衰定数は大きく変化

する。

・周期比RTが0.5程度を超えてくると減衰モデルの

仮定は、免震層の応答（最大変位およびエネルギ

ー吸収）に影響し始める。

・上部構造部の高次モード応答は、高層免震建物の

地震応答に大きく影響する。これは、モード応答

間のエネルギーの伝達によるものであり、高層免

震建物では2次モード応答および3次モード応答の

増大および成長が著しく大きい。
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a）●時刻（初期剛性時モード） b）●時刻（2次剛性時モード） c）▼時刻（2次剛性時モード）

a）●時刻（初期剛性時モード） b）●時刻（2次剛性時モード） c）▼時刻（2次剛性時モード）

図12 To=2.0sモデルの加速度応答（cm/s2）

図11 To=0.4sモデルの加速度応答（cm/s2）
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【免　震】
経緯：「免震建築物の技術的基準」が2000年10月に告示された後、免震建築に関しては、複数の性能評価機
関においての性能評価と、建築主事による建築確認によって建設可能となりました。これ以前のデータは

「ビルディングレター」によっていました。しかし、現在はこれらの物件を的確にとらえることが困難になっ

たため、本協会ではこれらのデータ集積を会員各位のご協力により行っています。2008年度にご協力いただ

いた2007年末までのデータ集積結果です。

集計結果
①免震建築物計画推移棟数（戸建て住宅を除く） ④免震建築物計画推移-戸建住宅棟数

②免震建築物計画推移-集合住宅棟数 ⑤免震建築物計画推移-官・民（戸建住宅を除く）

③免震建築物計画推移-病院棟数 ⑥免震建築物の県別分布（戸建住宅を除く）

免震建築物計画推移
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2008年度免震制振建物
データ集積結果
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⑤免震建築物計画推移-官・民（戸建住宅を除く）

⑥免震建築物の県別分布（戸建住宅を除く）
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【制　振】
経緯：パッシブ制振構造設計マニュアルが2007年に第2刷として再版されています。制振建築物は近年増加
の傾向にあります。本協会ではこれらのデータ集積を会員各位のご協力により行っています。以下は2007年

末までのデータ集積結果です。

集計結果
①制振建築物計画推移(累積棟数)

②制振部材の使用割合

2008年度データ集積でご協力いただいた会員名

①制振建築物計画推移（累積棟数） ②制振部材の使用割合

免震構造関係 制振構造関係

（株）アール･アイ･エー （株）淺沼組 （株）穴吹工務店 青木あすなろ建設（株） （株）淺沼組 アラップ・ジャパン
アラップ・ジャパン 安藤建設（株） 石川建設（株） 安藤建設（株） 石川建設（株） 伊藤組土建（株）
（株）石本建築事務所 （株）一条工務店 （株）伊藤喜三郎建築研究所 SRIハイブリッド（株） ＮＴＮ精密樹脂（株） （株）ＮＴＴファシリティーズ

伊藤組土建（株） （株）植木組 ＮＴＮ精密樹脂（株） オイレス工業（株） 大阪化工（株） 大阪ラセン管工業（株）

（株）ＮＴＴファシリティーズ オイレス工業（株） 大阪化工（株） （株）大林組 鹿島建設（株） 鹿島建物総合管理（株）

大阪ラセン管工業（株） （株）大林組 岡部（株） カヤバ システム マシナリー（株） 川口金属工業（株） （株）協進社
（株）奥村組 鹿島建設（株） 鹿島建物総合管理（株） 共立建設（株） （株）久米設計 （株）構造工学研究所

カヤバ システム マシナリー（株） 川口金属工業（株） （株）協進社 （株）構造システム （株）鴻池組 （株）小堀鐸二研究所

共立建設（株） （株）久米設計 （株）構造工学研究所 五洋建設（株） 三和テッキ（株） 清水建設（株）
（株）構造システム （株）小堀鐸二研究所 五洋建設（株） 西武建設（株） 積水化学工業（株） 積水ハウス（株）
清水建設（株） 昭和電線デバイステクノロジー（株） スターツCAM（株） 大末建設（株） 大成建設（株） 大日本土木（株）
西武建設（株） 積水化学工業（株） 積水ハウス（株） 大豊建設（株） （株）竹中工務店 （株）Ｔ＆Ａ
（株）大建設計 大末建設（株） 大成建設（株） 鉄建建設（株） 東亜建設工業（株） 東海ゴム工業（株）
大日本土木（株） 大豊建設（株） 大和小田急建設（株） 東急建設（株）　 東洋建設（株） トーゼン産業（株）
大和ハウス工業（株） （株）竹中工務店 （株）Ｔ＆Ａ 戸田建設（株） 西松建設（株） （株）日建設計
鉄建建設（株） 東亜建設工業（株） 東急建設（株）　 （株）日建ハウジングシステム （独）日本原子力研究開発機構 日本国土開発（株）
（株）東京建築研究所 東洋建設（株） 東洋ゴム工業（株） （株）日本設計 （株）パラキャップ社 （株）ビー・ビー・エム

トーゼン産業（株） 戸田建設（株） 特許機器（株） 日立機材（株） （株）日立製作所 （株）福田組
ナイス（株） （株）ナカノフドー建設 （株）中山構造研究所 （株）ブリヂストンIBK 前田建設工業（株） 真柄建設（株）
西松建設（株） （株）日建設計 （株）日建ハウジングシステム 松尾建設（株） （株）松田平田設計 三井住友建設（株）
（独）日本原子力研究開発機構 日本国土開発（株） （株）日本設計 （株）三菱地所設計 三菱重工業（株） 宮城建設（株）
日本ピラー工業（株） （株）間組 （株）長谷工コーポレーション 名工建設（株） 明友エァマチック（株） （株）メタルワン建材
（株）パラキャップ社 （株）ビー・ビー・エム （株）日立製作所 （株）免震エンジニアリング （株）免震テクノサービス （株）安井建築設計事務所

（株）福田組 （株）フジタ （株）ブリヂストン （株）ヤマウラ
（株）ブリヂストンIBK 前田建設工業（株） 真柄建設（株）
松井建設（株） 松尾建設（株） （株）松田平田設計
三井住友建設（株） （株）三菱地所設計 三菱重工業（株）
宮城建設（株） 名工建設（株） 明友エァマチック（株）

（株）メタルワン建材 （株）免震エンジニアリング （株）免震テクノサービス

（株）免制震ディバイス （株）安井建築設計事務所 矢作建設工業（株）
（株）ヤマウラ （株）山下設計 横浜ゴム（株）
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開催主旨　

日本免震構造協会では、創立15周年を記念して、独立行政法人建築研究所、東京大学生産技術研究所、

CIB（建築研究国際協議会）との共催により、「持続的社会のための地震応答制御建築物に関する国際シンポ

ジウム」を開催いたします。シンポジウムでは、世界中の研究者や技術者により、免震・制振技術の建築

物への応用に関する技術開発や普及事例が紹介され、持続的社会の実現に向けた討議が行われる予定です。

建築物の耐震分野に関わる多くの技術者や研究者の参加をお待ちしております。

開催日時

2009年9月16日（水）、17日（木）、18日（金）

シンポジウム概要

（プログラムは多少変更する場合もありえます。最新のプログラムについては、下記ホームページをご

覧ください。）

◆ 第1部：テクニカルセッション（技術分科会）

9月16日（水）

9:00 - 9:30 受付

9:30 -10:00 開会式、全体会議

10:00 -12:30 分科会（免震分科会、制振分科会）

12:30 -14:00 写真撮影、昼食

14:00 -16:00 分科会（免震分科会、制振分科会）

16:00 -16:20 コーヒーブレイク

16:20 -18:00 分科会（免震分科会、制振分科会）

18:00 -20:00 懇親会

9月17日（木）

9:00 -11:00 分科会（免震分科会、制振分科会）

11:00 -12:00 全体会議（各分科会からの報告、レゾルーション討議）

12:00 -13:30 昼食

13:30 -18:00 見学会（免制振建物視察）（海外からの参加者を優先させていただきます）

◆ 第2部：オープンセミナー（一般講演会）

9月18日（金）

8:30 - 9:00 受付

9:00 - 9:30 開会式

9:30 -10:00 [制震1]  Stephen A. Mahin 教授（カリフォルニア大学バークレー校、米国）

10:00 -10:30 [免震1]  Fu Lin Zhou 教授（広州大学、中国）

10:30 -11:00 コーヒーブレイク

11:00 -11:30 [制振2]  Xilin Lu 教授（同済大学、中国）

11:30 -12:00 [免震2]  Alessandro Martelli 教授（Gruppo di Lavoro Isolamento Sismico、イタリア）

12:00 -12:30 [免震3]  Mikayel G. Melkumyan 教授（アメリカ大学、アルメニア）

日本免震構造協会創立15周年記念事業
「持続的社会のための地震応答制御建築物に関する国際シンポジウム」

日本免震構造協会創立15周年国際シンポジウム部会
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12:30 -13:45 昼食

13:45 -14:15 [制振3]  笠井 和彦 教授（東京工業大学、日本）

14:15 -14:45 [制振4]  Kuo Chun Chang 教授（台湾大学、台湾）

14:45 -15:15 [制振5]  Kit Miyamoto 氏（Miyamoto International、米国）

15:15 -15:45 コーヒーブレイク

15:45 -16:15 [免震4]  Ahmad Naderzadeh教授（イラン構造技術者協会、イラン）

16:15 -16:45 [免震5]  和田 章 教授（東京工業大学、日本）

16:45 -17:45 ディスカッション

17:45 -18:00 閉会式

会　　場

東京大学生産技術研究所コンベンションホール

（東京都目黒区駒場4-6-1／京王井の頭線・駒場東大前駅・池ノ上駅より徒歩10分、小田急線・営団

千代田線・東北沢駅より徒歩7分、代々木上原駅より徒歩12分）

定　　員

第1部　テクニカルセッション：免震分科会、制振分科会ともに約100名

第2部　オープンセミナー　　：約200名

参 加 費

第1部　テクニカルセッション：会員5,000円、非会員8,000円（テキスト代、昼食代を含む）

懇親会2,000円

第2部　オープンセミナー　　：無料

申込締切

シンポジウム開催日の10日前まで。ただし、定員になり次第締め切りさせていただきます。

申込方法

参加登録を下記ホームページから行ってください。

ホームページ　http://www.jssi.or.jp/15kinen/kinen.htm

問合せ先

日本免震構造協会　国際シンポジウム事務局　

TEL: 03-5775-5432 / FAX: 03-5775-5434、E-mail: sympo@jssi.or.jp
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日本免震構造協会では、創立15周年を記念して、「免震構造・制振構造に関わる優秀修士論文賞」
の顕彰事業をはじめました。建築構造物を対象とした免震構造・制振構造などの応答制御に関わ
る大学院修士論文に対する顕彰で、今回は初年度ということもあり、過去3年間に我が国の大学院
における修士の学位を取得あるいは取得見込みの方々を対象といたしました。
2009年2月28日に応募受付を終了しましたが、総数16編の応募をいただきました。たくさんの意
欲的な論文応募に感謝いたします。論文の選考は、一次選考、二次選考に分けて厳正に行われ、
2009年4月13日に開催された二次選考会において、4編の顕彰論文が決定されました。
2009年6月4日には日本免震構造協会総会において、表彰式が行われ、受賞者に日本免震構造協
会西川孝夫会長より賞状と記念メダルが授与されました。

第二次選考会審査員
委員長：和田　章　（東京工業大学）
委　員：荻野　伸行（熊谷組）

笠井　和彦（東京工業大学）
可児　長英（日本免震構造協会）
北村　佳久（清水建設）
山　峯夫（福岡大学）
辻　　泰一（鹿島建設）
原田　直哉（アルテス）
藤森　智 （松田平田設計)
龍神　弘明（前田建設工業）

日本免震構造協会創立15周年記念事業
2008年（第1回）「免震構造・制振構造に関わる優秀修士論文賞」の結果発表

記念事業委員会
コンペ部会委員長　立道　郁生

記念メダル
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審査結果
牛坂　伸也（日本大学）
ダイナミックマスによる周期伸長効果を利用した建物質量同調制震に関する研究

本間　友規（東京理科大学）
鉛プラグ入り積層ゴムの大地震時における熱・力学連成挙動の解明
～エネルギーの釣合に基づく応答予測式の提案～

高橋　聡史（東京工業大学）
ブレース型ダンパー接合部の影響を考慮した損傷制御構造の耐震性評価

山崎　義弘（東京工業大学）
剛性偏心した木造戸建住宅の制振部材による捩れ応答制御と地震応答評価法

総　評：審査委員長　和田　章
日本免震構造協会は創立15周年をきっかけとして優秀修士論文賞を開設し、2008年秋より全国
の大学に向け公募を行った。日本免震構造協会の活動を通して我々が常に望んでいるように、若
い学生や若い研究者も大地震の災難から逃れることのできる新しい建築構造として、免震構造・
制振構造に関する研究には熱が入っている。今回の応募にも、非常に優秀な論文が16も応募され
た。選考は、各論文について2ページに纏められた梗概を21名の全審査委員で読み、点数を付ける
ことから始めた。よく行われているように、審査員と同じ大学の卒業生などは点を付けないなど
の配慮を行ったのち集計し、上位の7編の論文を第一候補とした。選考委員会を開き、これら第一
候補の修士論文の本論文を各委員で読み、7論文以外の論文にも再度目を通したのち、投票を行っ
た。これについても、応募者の関係者は点を付けないこととし、集計ののち、平均値を算出して、
上位の4つの論文を選出した。修士論文のテーマの選択、個々の研究の進め方は、大学によって、
また指導教授によって同じではない。指導教官の研究室に長年の研究課題があり、その路線にの
って進められる指導教授のイニシアチブの強い成熟度の高い研究と、指導教授の研究方針より若
い学生の自発的な意欲に任せた意欲的な研究に、大別される。このように、修士論文の優劣をつ
けるのは簡単ではないが、この難しさにも配慮しつつ、4論文を選出した。免震構造・制振構造に
関する研究がさらに推進されること、これらの新しい構造への若いファンがますます増えること、
この勢いを活気付けるためにも優秀修士論文賞が末永く続くことを期待する。

審査の様子
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第１回 免震構造・制振構造に関わる優秀修士論文賞受賞の方々

ダイナミックマスによる周期伸長効果を利用した建物質量同調制震に関する研究
牛坂　伸也（日本大学）

鉛プラグ入り積層ゴムの大地震時における熱・力学連成挙動の解明
～エネルギーの釣合に基づく応答予測式の提案～

本間　友規（東京理科大学）

ブレース型ダンパー接合部の影響を考慮した損傷制御構造の耐震性評価
高橋　聡史（東京工業大学）

剛性偏心した木造戸建住宅の制振部材による捩れ応答制御と地震応答評価法
山崎　義弘（東京工業大学）
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選　評

ダイナミックマスによる周期伸長効果を利用した建物質量同調制震に関する研究
牛坂　伸也（日本大学）

本論文では、ダイナミックマスによる周期伸長効果を利用した建物質量同調制震の設計手法の提
案と、地震応答解析によるその有効性の確認が示されている。本論文の新規性は、回転慣性質量
要素による周期伸長効果を利用した応答制御手法の提案にあり、剛性調整により周期伸長する免
震構造とは異なる概念の応答制御手法である。今後制震構造の設計において、剛性・減衰調整の
みならず質量調整手法も有効な選択肢になるであろう。

（藤森　智）

鉛プラグ入り積層ゴムの大地震時における熱・力学連成挙動の解明
～エネルギーの釣合に基づく応答予測式の提案～

本間　友規（東京理科大学）

近年、長周期地震動に対する安全性が問題となっているが、本論文は大振幅繰り返し変形を受け
る鉛プラグ入り積層ゴムの熱・力学連成挙動を解明し、エネルギーの釣合いに基づく応答予測式
を提案したものである。この予測式により、長周期地震動の影響を容易に推定することが可能で、
免震構造の安全性向上に貢献する優れた論文であり、表彰に値する。

（北村佳久）

ブレース型ダンパー接合部の影響を考慮した損傷制御構造の耐震性評価
高橋　聡史（東京工業大学）

ダンパーが保有する性能を十分に発揮させるには、接合部の設計に留意する必要があり、接合部
における応力伝達機構の検討は重要である。本論文は、ブレース型ダンパーを取付ける接合部が
建物の耐震性能に及ぼす影響を明らかにしようとしたものである。実験と解析により、接合部を
介したダンパー軸力の伝達機構や接合部の存在が周辺部材に及ぼす影響などを部材レベルで評価
している。健全な制振構造の普及に有用な論文である。

（龍神弘明）

剛性偏心した木造戸建住宅の制振部材による捩れ応答制御と地震応答評価法
山崎　義弘（東京工業大学）

本論文では，木造戸建住宅の剛性偏心に起因する捩れ応答制御手法として方杖型制振部材の採用
を提案し、その有効性を振動台による応答実験と地震応答解析を通じて検証を行うと共に、簡易
な応答予測手法の提案へと発展させている。その内容は論理的で学術的に明快な結論を得ている
ことに加え、実際の建物への適用が期待されるなど、健全な制振構造の発展・普及に資するとい
う観点からも、優れた修士論文と評価できる。

（辻　泰一）
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日本免震構造協会創立15周年記念事業の一環として実施された、「国際アイデアコンペ」の表彰式が

2009年6月4日（木）の日本免震構造協会総会で行われました。

アイデアコンペの応募課題は「免震・制振ならできる，2050年のこんな建物，こんな街並み，こんな暮

らし」で、海外からの応募を含む多くの作品のうち最優秀賞1点、優秀賞2点、入選賞4点が選ばれています。

作品および作品講評は会誌64号に掲載いたしましたのでご参照ください。

総会で行われた表彰式では、まず記念事業委員会委員長の川口健一教授（東京大学）より総評があり、その

後受賞者に日本免震構造協会西川孝夫会長より賞状と副賞の目録が授与されました。また入賞作品は総会会

場ロビーにも展示され参加者が熱心に見入っていました。

日本免震構造協会創立15周年記念事業

国際アイデアコンペ表彰式
記念事業委員会

コンペ部会委員長　立道郁生

作品名 もやし免震
応募者 濁川拓也、丹羽俊介（大林組）

■最優秀賞

作品名 URBAN  TREE  HOUSE
応募者 藤井俊二、深尾仁、福山牧男、清水友理、

岡田直子（大成建設）

渡邊朗子（渡邊建築総合研究所）

■優秀賞

作品名 GYRO
応募者 貞弘雅晴、大橋史和、森洋一、南尚孝、

北村有希子（大林組）
成松匡章（三村設計）

■優秀賞
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社団法人日本免震構造協会創立15周年記念事業

［はじめに］
本年度の研究助成事業による奨励金支給研究が決定したので報告します。

［選考結果］
＜参考テーマ部門＞
研究課題 免震用積層ゴムの経年変化特性に関する研究
代 表 者 山峯夫
所 　 属 福岡大学工学部建築学科
奨励金額 100万円

＜自由テーマ部門＞
研究課題 座屈拘束ブレースの力学性能に及ぼす芯鋼材－拘束材間クリアランスの影響
代 表 者 緑川光正
所 　 属 北海道大学大学院工学研究科
奨励金額 100万円

［選考委員］
＜記念事業委員会　助成研究選考WG＞
古橋剛、可児長英、北村春幸、竹中康雄、田村和夫、山田哲、川口健一

［研究助成の概要］
社団法人日本免震構造協会（以下、協会と記す）では、創立15周年記念事業の一環として、免

震・制振建築物に関連する技術の発展、その社会への普及推進を目的とし、毎年1回、免震・制
振建築物に関連する調査研究を支援する、「研究助成事業」を本年度から開始しました。
助成事業の対象はわが国の免震・制振建築物の発展、普及推進に寄与する調査研究。応募者は

協会が年度毎に設定する参考テーマにそった研究課題（参考テーマ部門）、あるいは独自の研究課
題（自由テーマ部門）を設定することができる。
本年度の参考テーマは「わが国における免震構造の30年の実績をふまえたもの」です。協会の

創立15周年を記念して開始する研究助成の第1回として、わが国における免震構造の30年の歴史
を有効に活用し、諸外国に対しても、わが国の免震技術、研究の優位性を示す研究課題を助成し
ようとの趣旨です。

免震構造・制振構造に関わる研究助成の選考経緯及び結果
日本免震構造協会記念事業委員会
調査研究部会委員長　　古橋　剛
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［本年度の公募］
応募要項は4月初旬に発表。公募期間は2009年4月1日～2009年5月22日でした。

［選考経緯及び結果］
研究助成の申し込みは、参考テーマ部門、自由テーマ部門合わせて6件の応募があった。
前記助成研究選考WGによる選考の結果、表記の2研究課題を助成研究として選出した。選考

の経緯は以下のとおり。まず、応募のあった各研究課題について選考WG委員が個別に評価、コ
メントした。評価項目は、（ア）免震・制振構造の普及に貢献する可能性、（イ）実験・調査方法の
妥当性、（ウ）既往関連研究との対応、（エ）費用算出の妥当性等である。次に、WGを開催、評価
点の集計を基としながら、さらに研究課題の分布、応募者間の公平性などについて充分議論した
上で、表記の2研究課題を助成することに決定した。

［おわりに］
選出された2課題は、各々

1. 本年度の参考テーマの主旨とよく合致している。
2. 制振構造の普及へ貢献する可能性が高い。
という点が評価され、本研究助成に相応しいと判断された。しかしながら、それぞれ、免震部材
の経年劣化、及び、制振デバイスの設計に関わるパラメトリックスタディであり、元来は、それ
ぞれのデバイスメーカーによって詳細な調査がなされるべき課題である。協会としては、今回の
研究助成を呼び水として、各メーカーが今後自主的な調査を展開していくことを強く期待する。
各メーカーの調査によるこれらのデータが公表され共有されることで日本の技術のさらなる底上
げがなされていくことが、免震・制振技術の最先進国であるわが国のあるべき姿と考えられる。
協会の研究助成事業による奨励金支給研究の公募は本年度はじめて立ち上げた事業であり、社

会的認知度が低いことや、公募期間が短いことなどの不安材料があった。結果的にはさまざまな
研究課題を含む6件の応募が有り、選考にも十分な議論をつくせたと考えている。ここに本年度
の選考結果を報告するに当たり、今回は残念ながら採用できなかった応募者の方々を含めて、関
係者各位のご協力に感謝する次第である。
助成事業は第1回の選考が終了しただけであり、まだ、半歩ほど歩み始めたところである。関

係各位の皆様には、本事業がその目的を十分果たすべく、今後の発展に期待とご協力をお願いし
たい。
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1 はじめに
平成21年6月5日に、「創立15周年記念事業第3回見

学講演会」として、「シティタワー大阪天満ザ・リバ

ー＆パークス」と「大阪市中央公会堂」の見学及び

京都大学大学院　竹脇 出 教授による講演会が行わ

れました。募集に対し、予想以上の申し込みがあり、

早々に定員に達する盛況で、39名（関西圏33名、関

東圏6名）が参加されました。

はじめに、シティタワー大阪天満ザ・リバー＆パ

ークスの見学を行った後、貸切バスで移動し、大阪

市中央公会堂の見学を行った後に、中央公会堂の展

示室で竹脇教授による講演会が行われました。

2 シティタワー大阪天満見学会概要
建物規模：RC造（DFS制振システム）、一部S造

地下1階　地上45階　塔屋1階

延床面積：72,280.12ｍ2

最高高さ：148.775ｍ

用　　途：集合住宅（650戸）

工　　期：2007年10月～2010年2月

設　　計：（株）大林組本店一級建築士事務所

施　　工：（株）大林組

はじめに、大林組設計部の西村氏と、現場の廣浦

氏より、建物の概要の説明を受けました。この建物

は、デュアルフレームシステム（DFS）という構造シ

ステムを採用した超高層集合住宅です。これは、一

つの建物の中に独立した二つの構造体（心棒、超高

層住宅棟）を制震ダンパーで連結するもので、硬い

心棒と超高層の柔らかい住宅棟をダンパーでつなぐ

ことで、お互いの揺れを更に小さくすることが出来

るそうです。心棒は建物の中央にある、立体駐車場

で、厚さ700～350mmの連層耐震壁で囲まれていま

す。外周の超高層集合住宅は、RC造の柱・梁からな

るラーメン構造で、床スラブにPCa合成床版を採用

しており、住戸部分内に柱や梁がなく自由な平面プ

ランニングが可能となっています。心棒である立体

駐車場と超高層住宅との間には650mmのクリアラン

スがあり、そこにオイルダンパー（8台/フロア）が合

計80台設けられています。このオイルダンパーで地

震エネルギーの70%を吸収しており、建物の変形や

地震力を大きく低減することが出来たそうです。こ

れにより、住宅部分の柱、梁を少なくし、断面も小

さくすることが可能になったそうです。

見学は、人数が多いため2班に分かれて行い、45

階の躯体施工階の状況や、仕上げ前の躯体の状況、

仕上げが終了した部屋を見せていただきました。ま

た、立体駐車場と住宅部分のクリアランス部のダン

パー取付状況も見せていただきました。

シティタワー大阪天満ザ・リバー＆パークス、
大阪市中央公会堂

清水建設
北村　佳久

写真1 躯体施工状況

写真2 オイルダンパー取付部
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ピット内には積層ゴムのカット模型や鋼棒ダンパー

の模型なども置かれており、免震システムの説明を

していただきました。続いて、3階の特別室に移動

し、坂倉建築研究所の宍道氏から、創建当時のよう

に蘇った、天井画やステンドグラスを見せていただ

き大正ロマンの雰囲気を感じることができました。

4 竹脇教授講演会
見学会終了後に、引き続き中央公会堂で竹脇教授

に「免震建物での地震観測と限界アスペクト比につ

いて」という内容で講演していただきました。

地震観測については、京都大学のVBL（ベンチャ

ー・ビジネス・ラボラトリー）、時計台、大学病院の

3つの建物について説明がありました。免震効果に関

しては、効果のある地震と効果のあまりない地震が

あり、同じ近距離地震でも効く地震と効かない地震

があったりで、どのタイプの地震が効きやすいとい

うことは特定するのは難しいとのことでした。限界

アスペクト比に関しては、基礎梁剛性と積層ゴムの

鉛直剛性を考慮した簡易モデルにより限界アスペク

ト比を評価する手法を提案されており、基礎梁剛性

を上げるほど限界アスペクト比が大きく出来る、と

いうことでした。

5 おわりに
新型インフルエンザの流行により開催が危ぶまれ

ましたが、インフルエンザ騒動もやや沈静化し、無

事開催することが出来ました。最新の技術・研究成

果などをお聞きすることができ、非常に有意義な見

学会となりました。このような機会を与えて下さっ

た皆様に感謝の意を表します。

3 大阪市中央公会堂見学会概要
建物規模：補強式鉄骨煉瓦造及びRC造

地下1階　地上3階　

延床面積：8,425ｍ2

最高高さ：26.63ｍ

設　　計：大阪市都市整備局公共建築部

坂倉・平田・青山・新日設設計JV

施　　工：清水・西松・大鉄JV

はじめに平田建築構造研究所の西村氏により概要

の説明を受けました。この建物は、レトロフィット

免震改修された国指定重要文化財の建物で、明治45

年（1912）の建築設計競技により最優秀案となった岡

田信一郎氏の原案に辰野金吾氏と片岡安氏が手を加

えて設計され、大正2年（1913）建設工事が着手され

たそうです。構造は基礎の上に鉄骨架構を先組し、

そのまわりに煉瓦を積み上げる補強式鉄骨煉瓦造で

す。現在の基準で必要とされる耐震性能がないため、

免震改修することになり、平成14年に改修工事が終

了し再生されました。既存の基礎梁を両側からRC造

の梁で挟み、PC鋼棒で一体化し、その下に鋼管杭を

圧入し、建物を支持させて、基礎下を掘削し、新た

に礎盤を打設し、鉛プラグ入り積層ゴムや高減衰積

層ゴムによる支承を設置し、ジャッキで荷重を移し

替えた後に、杭を切断したそうです。上部構造は設

計用地震動の1.5倍の地震でも一部のレンガ壁にひび

割れが入る程度をクライテリアとされており、一部

に鉄筋コンクリート造による補強がされています。

見学会では、はじめに西村氏の案内で免震ピット

を、見せていただきました。ピットでは免震部材の

他、補強された既存梁や、鋼管杭が設けられていた

サポートジャッキなども見ることが出来ました。

写真3 建物外観

写真4 特別室
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1 はじめに
入力地震動小委員会は、発足から今日まで、免

震建築に相応しい合理的な入力地震動についての

合意形成（イメージの共有化）を目的に活動してい

る。それには、地震学や強震動予測分野の研究動

向を常に把握し、最新の研究成果が免震建物の設

計実務に反映できるための日常的な体制整備が必

要である。そこで第5回技術報告会では以下の内容

について報告を行った。

まず、免震建物の設計実務において、想定地震

に対する強震動予測や模擬地震動の提案と同等以

上に興味深いのは実際に観測された強震記録であ

ろう。特に長周期成分を含み継続時間の長い強震

記録が得られた場合には免震建物への影響が気に

なる。最近では、2007年新潟県中越沖地震でのK-

NET柏崎と2008年岩手・宮城内陸地震でのK-NET

鳴子がそうであろう。その地域にもし免震建物が

存在していたらどのように応答していたかを確認

することは意義あることと考え、それぞれの地震

の概要と共に報告した。

次に、当小委員会では活断層や地震被災地の状

況を確認するための現地調査の機会を設けている。

入力地震動の大きさや特性を評価する上で、観測

された強震記録と震源との位置関係や周辺の被災

状況を確認することも極めて重要であり、今回は

2008年岩手・宮城内陸地震に関して実施した現地

調査の概要を報告した。

ただし、後者の内容は会誌「MENSHIN」No.63

（2009.2）に掲載済みであるので、本稿では前者につ

いて報告した内容を記す。

2 地震の概要
2.1 2007年新潟県中越沖地震の概要

2007年7月16日10時13分頃、新潟県上中越沖（新

潟の南西、約60km）の深さ約17kmを震源とするマ

グニチュードM6.8（暫定値）の地震が発生した。こ

の地震で、新潟県の長岡市、柏崎市と刈羽村と長

野県の飯綱町で震度6強を、新潟県の上越市、小千

谷市と出雲崎町で震度6弱を観測したほか、北陸地

方を中心に東北地方から近畿・中国地方にかけて

震度5強～1を観測した1）。図2.1に、気象庁から発表

された震央周辺の震度分布を示す。気象庁は本地

震を、平成19年（2007年）新潟県中越沖地震と命名

した。

主な被災地域である柏崎平野は、海岸部の砂丘、

低地部、周辺の丘陵で構成される。海岸沿いには

荒浜砂丘が形成されており、荒浜砂丘は古砂丘（洪

積層の番神砂層）と、その上の新砂丘（沖積層）で構

成されている。

本地震において、防災科学技術研究所（以下

NIED）が設置したK-NET・KiK-netで記録された加

速度の最大は、NIG018（K-NET柏崎）の813cm/s2（三

2007年新潟県中越沖地震および2008年岩手宮城内陸地震の概要と
長周期が現れた観測波に対する免震建築物の応答特性
－第5回技術報告会における入力地震動小委員会報告より－

技術委員会・免震設計部会・入力地震動小委員会（平成21年6月現在）

委員長： 瀬尾　和大 東京工業大学

幹　事： 野中　康友 安藤建設株式会社 藤波　健剛 前田建設工業株式会社

委　員： 井川　　望 株式会社鴻池組 中澤　俊幸 株式会社東京建築研究所

栗山　利男 株式会社構造計画研究所 仲林　　健 株式会社ピーエス三菱

境　　茂樹 株式会社間組 長谷川　豊 オイレス工業株式会社

柴田　昭彦 株式会社梓設計 人見　泰義 株式会社日本設計

鈴木　光雄 株式会社山下設計 山崎　久雄 ユニオンシステム株式会社

竹中　宏明 東急建設株式会社 吉井　靖典 株式会社フジタ
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成分合成値）であった。この波形記録には、スパイ

ク状の特徴的な波形が見られ、サイクリックモビ

リティを示す液状化の典型的な波形であるとされ

ている。

また、柏崎市中央町の柏崎市役所の敷地内には、

K-NETの柏崎観測点（NIG018）以外に、新潟県震度

情報ネットワークの観測点（65025）が設置されてお

り地震記録が得られている。図2.2が両観測波の比

較であるが両者の波形・最大値は極めて似ており、

いずれも顕著な液状化現象を示している。このこ

とから、これらの波形はごく表層の局所的な液状

化等の影響によるものではなく、ある程度のエリ

アを代表する地震動を記録したものと考えられて

いる2）。

2.2 2008年岩手・宮城内陸地震の概要

2008年6月14日8時43分頃、岩手県内陸南部の深

さ約8kmで、M7.2（暫定値）の地震が発生した。こ

の地震により、岩手県奥州市と宮城県栗原市で震

度6強、宮城県大崎市で震度6弱を観測し、東北地

方を中心に北海道から関東・中部地方にかけて震

度5強～1を観測した3）。図2.3に、気象庁から発表さ

れた震央周辺の震度分布を示す。気象庁はこの地

震を、平成20年（2008年）岩手・宮城内陸地震と命

名した。

この地震で、同県奥州市と宮城県栗原市におい

て最大震度6強を観測し、両市を中心に被害が発生

した。被害の特徴として、同じ規模の地震と比較

して、建物の倒壊などによる被害が少なく、栗駒

山周辺をはじめとした山体崩壊や土砂崩れ、河道

閉塞が多かったことが挙げられる。

本地震において、NIEDが設置したK-NET・KiK-

netで記録された地表加速度の最大は、IWTH25

（KiK-net一関西）の4,022cm/s2（三成分合成値）であ

った。特に、上下（UD）成分において、きわめて大

きな加速度（3,866cm/s2）であった。NIEDでは、こ

の波形データを詳細に解析し、大加速度時に上下

動成分の地震動が、下向きに比べて上向きに大き

く揺れる非対称性（片揺れ）が起こることを発見し、

さらに、この現象は表層地盤がトランポリンの様

に振る舞うことで説明可能であるとするモデルを

提唱した4）。

3 免震建築物の応答特性について
本節では、2007年新潟県中越沖地震および2008

年岩手宮城内陸地震での記録地震動のうち、やや

長周期成分が現れたK-NET柏崎5）（NIG018，震央距

図2.2 柏崎中央町で観測された波形の比較図2.1 新潟県中越沖震度分布（震央周辺：気象庁）

図2.3 岩手震度分布（震央周辺：気象庁）
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離21km）とK-NET鳴子5）（MYG005，震央距離32km）

が免震建築物に直接入力した場合の応答特性につ

いて検討した内容を報告する（検討波形はともにNS

成分波とした）。

柏崎NSは表層地盤の非線形挙動に起因する6）ス

パイク状の加速度波形が特徴的で、周期2.5秒付近

に大きな卓越がある。また鳴子NSは約10秒間の短

周期な揺れの後、表面波と考えられる7）周期約3秒

の揺れが40秒以上続く。両波形の変位応答スペク

トルからは、それぞれの卓越周期近傍で、減衰定

数h=5%で150cm以上、また免震建築物を想定した

h=20％でも50cm～75cmもの最大変位を生じさせる

ことがわかる。

まず、東京都区内（工学的基盤GL-15m）に建つこ

とを想定した14階建て免震建築物の振動モデルに対

し、告示波（極稀）、柏崎NSおよび鳴子NSを入力波

とした地震応答解析を行った結果を表3.1に示す。免

震層の最大変位はY方向で告示波の35.9cmに対し、

図3.1 観測地点の地盤データ（N値とS波速度、なお数値情報はK-NET5)による）

図3.2 加速度波形

図3.3 変位応答スペクトル（h=5%,20%） 図3.4 エネルギー（VE）スペクトル（h=10%）
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柏崎NSは70.3cm、鳴子NSは87.5cmと非常に大きな

値となった（免震層の衝突や免震装置の終局的挙動

などは無視）。尚、鳴子NSについては地震波の長周

期成分が現れてから免震層が大きく応答した。

次に、柏崎NSと鳴子NSに対する免震建築物の応

答特性を把握するために、図3.5に示す積層ゴムと

履歴系ダンパー、さらにリリーフ機構付オイルダ

ンパーからなる1質点免震モデルを作成し、パラメ

トリック解析を行った。

積層ゴムは接線周期Ttで決まる線形バネに、履歴

系ダンパーは降伏荷重の総重量比α（=Q
h
/W）で決ま

る完全弾塑性バネ（降伏変位を1cm）とし、T
t
を1～10

秒、αを0.01～0.1で変動させた。またオイルダンパ

ーは150cm/sにおける減衰抵抗力の総重量比 η

（=Q
v150
/W）で与え、ηを0～0.1で変動させた。オイ

ルダンパーのダッシュポットモデルは、リリーフ速

度を32cm/s、リリーフ後の減衰係数比をC
2
/C
1
=0.0678

とする8）バイリニア型とした。

積層ゴムと履歴系ダンパーによるモデルの解析結

果を図3.6～図3.8に示す。図3.6は各αにおける最大

せん断力係数-最大変位関係で、両波形ともT
t
=2～3

秒超で大きなパワーを持つ。また図3.7は各αにお

η
α

η
α

η

α

図3.5 パラメトリック解析モデル

図3.6 積層ゴムと履歴系ダンパーによる免震モデルの最大せん断力係数-最大変位関係

表3.1 15質点モデルの免震層の応答値
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ける最大変位-T
t
関係、図3.8は同じく最大せん断力

係数-T
t
関係である。図3.7の柏崎NSを見るとT

t
が4～

6秒の区間ではαを大きく（降伏荷重を大きく）する

ことで逆に最大変位が増大している（図中の楕円内）。

例えばT
t
=5sで免震層の変位≦40cmかつせん断力

係数≒0.1を設計目標とするならば、本検討範囲の

積層ゴムと履歴系ダンパーによるモデルでは柏崎

NSに対しては実現不可能、鳴子NSに対してもα≧

7%もの履歴減衰力が必要であることがわかる。

次に、Tt=5秒のモデルにオイルダンパーを増設

図3.7 最大変位-T
t
関係

図3.8 最大せん断力係数-T
t
関係

図3.9 T
t
=5sにおける最大変位-α関係

図3.10 T
t
=5sにおける最大せん断力係数-α関係
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した場合の解析を行った。このときの各ηにおけ

る最大変位-α関係を図3.9に、同じく最大せん断力

係数-α関係を図3.10に示す。せん断力係数にはオ

イルダンパーの抵抗力も含めた。

図3.9の柏崎NSを見ると、α=1～4%の範囲では、

αと同様にηを大きく（オイルダンパーを増設）する
ことが逆に最大変位を増大させている（図中の楕円

内）。一方、鳴子NSではηを大きくすることで最大

変位が低減できる。

さらに、T
t
=5秒、α=3%に固定した場合の両地震

波での最大変位-η関係および最大せん断力係数-η

関係を図3.11に、また図3.12はη=0時（オイルダン

パーなし）の応答に対する比をηについて表す。2

つの図には比較のため1995年兵庫県南部地震での

JMA神戸NS9）とBCJ-L210）の結果も示している。柏

崎NS以外はいずれもオイルダンパーによる変位低

減効果が同傾向に確認できるが、柏崎NSのみが他

に比べ特異な傾向になっている。

以上の解析結果から、鳴子NSではオイルダンパー

を十分に導入することで免震建築物として設計可能

であろうが、柏崎NSについては履歴系ダンパーやオ

イルダンパーを最大級に増設しても免震建築物とし

ての設計は極めて困難である（例えば前述の設計目

標値を実現するという意味で）と推察される。

本検討に用いたK-NET柏崎やK-NET鳴子を単に観

測地点固有の波形と捉えず、免震建築物の建設地で

も同じような性質をもつ地震動が起こり得ると考え

るべきであろう。入力地震動について一層の研究や

解明は必要であるが、免震層の衝突など限界状態に

おける安全性にも十分配慮した設計が必要であろう。

（文責：山崎久雄）

【謝辞】本パラメトリック解析に、日本免震構造協会設計支援ソフト小

委員会（大建設計、酒井委員長）が作成したソフトを利用させていただい

た。ここに記し謝意を表します。
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1 はじめに
独立行政法人防災科学技術研究所の地震ハザード

ステーション「J-SHIS」で一般に公開されている

「詳細法による予測地震動」の速度波形データをダ

ウンロードして（加速度データの入手は不可能）、汎

用の時刻歴応答計算プログラムで利用できる加速度

波形データに変換するソフトを開発し、本協会のホ

ームページ（会員専用）で一般公開しました。

手持ちのV→A変換ソフトを使用しても工学的に

は問題無いと思われますが、本ソフトの特徴はJ-

SHISがV→A変換に使用している「チェビシェフフ

ィルター」を再現したところにあり、本ソフトを

使用することによりJ-SHISで公表している最大加

速度とほぼ一致した結果が得られます。

2 プログラムの機能
「 地 震 ハ ザ ー ド ス テ ー シ ョ ン J-SHIS」

（http://www.j-shis.bosai.go.jp/）で公開されている「詳

細法による予測地震動」の速度波形データを、汎用

の時刻歴応答解析プログラムで利用できるように加

速度波形データに変換するプログラムです。プログ

ラムの流れを図1に示します。

「地震ハザードステーション J-SHIS」につきまし

ては、文献1）をお目通しください。

作成された加速度データは、「地震ハザードステ

ーション J-SHIS」のホームページで参照可能な

「加速度波形表示」に一致するように、「チェビシェ

フⅠ型・バンドパスフィルター」をかけています。

これについては、参考文献2）pp.249～「3.チェビ

シェフ・フィルターⅠ（等リップル通過帯域型）」を

参照してください。

使用したチェビシェフバンドパスフィルタのパ

ラメータは下記の値を使用しています。

f
L
＝0.05Hz  f

H
＝20Hz  f

s
＝40Hz  A

p
＝0.1  A

s
＝10

（これらの値はダイアログ上に表示していますが、

変更は出来ません。）

「チェビシェフフィルターを用いたあああああ
速度波形→加速度波形変換ソフト」の概要

高速フーリエ変換

高速フーリエ逆変換

　

ユーザーによる
速度波データ
ファイルの作成

開始　J-SHIS
速度波データ
読み込み

データ数を
2の累乗数に調整

（後続に0データを追加）

複素フーリエ係数に
ｊωを乗ずる

チェビシェフバンド
パスフィルタをかける
（正→負両方向）

データ数を
元の数に戻す

（後続0データ分を削除）

加速度データ生成
終了

図1 本プログラムの流れ

技術委員会・免震設計部会・設計支援ソフト小委員会　（平成21年6月　現在）

委員長 酒井　直己 株式会社大建設計

幹　事 中村　敏治 大成建設株式会社

委　員 石鍋雄一郎 株式会社構造ソフト

佐々木頼孝 東洋ゴム工業株式会社

浪田　裕之 株式会社構造計画研究所

山崎　久雄 ユニオンシステム株式会社

米川　隆志 共立建設株式会社

渡邉　信也 株式会社NTTファシリティーズ総合研究所
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※　上記パラメータは、独立行政法人防災科学技術

研究所地震ハザードステーションのJ-SHIS公開担当

の方に確認しています。パラメータの意味について

は、文献2）pp245図2.3の「Band－pass」の部分等を

ご参照ください。

3 操作方法
3.1 ユーザーによる速度波データの作成

1）Microsoft Internet Explorerで使用したい「詳細法

による工学的基盤上における速度」のデジタル

データを表示します。※1

2）Microsoft Internet Explorerのメニューの［編集］

［すべて選択］をクリックします。

3）Microsoft Internet Explorerのメニューの［編集］

［コピー］をクリックします。

4）テキストエディタを起動して、空のテキストデ

ータを表示した状態にします。※2

5）テキストエディタのメニューの［編集］［貼り

付け］を押して、速度のデジタルデータをテキ

ストエディタに貼り付けます。※2

6）テキストエディタのメニューの［ファイル］［名

前を付けて保存］をクリックして、適当なファ

イル名を付けて速度波データを保存します。※2

※1 データはK-NETフォーマットで作成されています。

K-NETフォーマットについては、下記のURLを

参照してください。

http://www.k-net.bosai.go.jp/k-net/
※2 速度波データの作成にはテキストエディタが必

要です。また、テキストエディタによって操作

方法が異なることがあります。

3.2 プログラムの実行

1）JSSIのホームページよりダウンロードした本プ

ログラム（JSHIS_TRA.exe）を実行します。

2）「変換開始」ボタンを押すと下記のダイアログ

が表示されますので、「3.1 ユーザーによる速

度波データの作成」で作成したファイルを指定

して「開く」ボタンを押してください。

3）2）で指定したファイルと同じフォルダ内に、2）

で指定したファイル名の拡張子の前の「.」を削

除したファイル名に「_1.csv」と「_2.csv」を付

加した2つのCSVファイルが結果ファイルとして

作成されます。

4）変換が終了すると、「引き続き変換が可能です」

のメッセージが表示されます。

5）終了する場合は、「終了」ボタンを押してくだ

さい。

4 結果ファイル
結果ファイルの内容は下記の通りです。CSVフ

ァイルですので、テキストエディタやEXCELで開

くことも可能です。

①「_1.csv」ファイル

最初の4行は、K-net形式ファイルのヘッダーです。

5行目は、時間間隔、6行目は最大加速度値とそ

の発生時刻です。

7行目から加速度データが1列で出力されます。

②「_2.csv」ファイル

1～6行目は、使用したフィルターの入力パラメー

タ（f
L
,f
H
,f
s
,A
p
,A
s
）です。

以下については文献2）のpp.114～115等を参照くだ

さい。

7～15行目は、プログラムCHBPASで計算された

フィルターの係数等の出力です。

16行目からはプログラムRECRESで計算された各

周波数の振幅応答の2乗と位相遅れです。

f
min
＝Δf＝f

L
/10Hz で50Hz※3まで計算しています。

※3 「3.1 ユーザーによる速度波データの作成」の速度

波データのサンプリング周期が100Hzであるので上

限をナイキスト振動数（100/2＝50Hz）としました。

　�

���
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5 J－SHISの最大加速度との比較テスト結果
本プログラムの計算結果とJ-SHISで公開されている最大加速度値の例を表1に示します。

いずれも0.1gal未満の誤差となっています。

参考文献
1） （社）日本免震構造協会　技術委員会　設計部会　入力地震動小委員会：

設計部会　入力地震動小委員会報告　「第3章　地震ハザードステーション［J-SHIS］の利用について」,

第4回技術報告会梗概集（修正版）,pp.26－41,（社）日本免震構造協会　2006.11.2

2） 斉藤正徳：漸化式ディジタル・フィルターの自動設計,

物理探鉱,第31巻　第4号,pp.112－135,昭和53年8月　　

3） 大崎順彦：新・地震動のスペクトル解析入門,鹿島出版会,2000年3月

参考例

■詳細法で計算されたシナリオ地震（三浦半島断層群/衣笠・北武断層帯）で評価地点（辻堂駅）の場合

  

表1 J－SHISの最大加速度との比較テスト結果
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■速度波形をダウンロード後、加速度波形に変換

した結果の比較を示します。

・NS（J-SHIS表示では、373.5gal）

［単純に加速度波形に変換した結果］

［チェビシェフフィルタを適用した結果］

・EW（J-SHIS表示では、315.7gal）

［単純に加速度波形に変換した結果］

［チェビシェフフィルタを適用した結果］

・工学的基盤の速度波形及び最大値が表示される

・工学的基盤の加速度波形及び最大値が表示される

・ただし、ダウンロードできるのは速度波形のみ。

追加報告
「告示設計による免震特性レーダーチャート

Ver.2」の改定

本ソフトについては、2003年4月の第3回技術報告

会、及び会誌「MENSHIN」42号で報告済みですが、

設計データ集積のアンケートから5年を経過したた

め、今回は2002年10月以後5年分（2007年6月の改定

基準法以前）の免震告示に従った設計例のアンケー

トを実施し、18社から95物件のデータを集積するこ

とが出来ました。ご協力頂いた関係各社には、改め

て御礼申し上げます。

今回のソフト改定では、アンケートの入力項目

を最小限に絞り、免震の特性値を内部で計算する

ようにソフト及びデータベースの構成を改定する

と共に、新たに集積したデータの追加をしました。

なお、2008年6月時点でのデータ数は、文献の例

題を含めて134件です。
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1 はじめに
2009年6月5日（金）、日本免震構造協会 応答制御

部会の活動として、「新宿センタービル（SCB）長周

期地震動対策工事」の工事現場である現地を見学し

ました。見学者は、応答制御部会の委員を主体に、

28名が参加しました。

新宿センタービルにオフィスを構え、かつ対策工

事の施工者でもある大成建設様のご協力を得て見学

会を実施しました。なお、対策工事は夜間行われる

ため、当日は、大成建設様の会議室で事前説明を受

け、その後実際に工事が完了した場所を見学させて

頂きました。

2 事前説明
新宿センタービル現地で集合し、事前の概要説明

を受けました。新宿センタービルのロビーには、補

強対策後の模型が展示されています（写真1）。

概要説明は、大成建設本社設計本部 理事 副本部

長 細澤 治氏及び笠井教授の挨拶後、大成建設設計

本部の木村氏（制振部材品質基準小委員会委員）よ

りPPTにて説明を受けました（写真2、3）。

説明では、長周期・長時間地震動の被害や問題点、

発生確率、超高層建築物に与える影響などの説明後、

新宿センタービルへの適用を具体的に説明して頂き

ました。

補強対策には、オイルダンパーが使用されていま

す（図1）。また、既存建物へのダンパー付加力を低

減するために、オイルダンパーの機構を改良し、図

2のように大変形付近での減衰力を低減させること

で、ダンパーによる付加軸力を減らし、既存の構造

体補強が不要となる工夫が施されています（図3）。

新宿センタービル（SCB）
長周期地震動対策工事

日建設計 小林利和

見学会報告

写真1 補強対策後の模型

写真2 細澤氏（左）及び木村氏（右） 写真3 笠井教授
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また、入居テナントの通常業務に支障を与えない

よう、夜間工事のみで行う施工計画が説明されま

した。

一方、制振部材の取付は、柱部材に触れず、梁部

材のみで工事が完結するよう、緊張材を用いて大梁

に緊結する方法が説明されました（図4）。

3 現地見学
概要説明後、制振部材が取り付けられている場所

へ移動し、実物を見学しました（写真4、5）。執務空

間への違和感無く、制振部材が取り付けられていま

す。また、制振部材の変形に考慮したディールも工

夫されており、見学者の賞賛を得ておりました。

4 おわりに
超高層建物を制振補強した現場見学という貴重な

経験をさせて頂きました。補強の構造計画から施工

に至るまで、非常に良く練られた緻密な工夫が施さ

れていると実感しました。

我々の見学に貴重な時間を割き、便宜を図って頂

いた大成建設の皆様には心より感謝申し上げます。

この貴重な経験を今後の日本免震構造協会の活動に

活かしてゆく所存です。
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図1 オイルダンパー配置 図4 制振部材取付方法

図2 オイルダンパー概要

図3 付加軸力制御の説明図

写真4

制振部材実物

写真5

オイルダンパー
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1 はじめに
平成21年6月26日、東北大学青葉山キャンパス建

築実験所にて、「同調粘性マスダンパー公開実験」

が東北大学大学院工学研究科都市・建築学専攻建築

構造工学講座の主催で行われた。当日の気温は30℃

を超え、この時期の仙台としては非常な暑さであっ

たが、実験所には100名を超える見学者が集まった。

公開実験は、振動台に設置された門型フレームの

主振動系（写真1）に、「粘性ダンパー」、「粘性マス

ダンパー」、「同調粘性マスダンパー」の3種類のダ

ンパーを設置して、それぞれの制振効果を比較する

ものであった。

2 同調粘性マスダンパーの概要
ダンパーの概要を図1（当日配付資料から抜粋）

に示す。増幅部にはボールナットが内蔵され、ねじ

軸の直動変位を回転運動に変換する。減衰部にある

内筒が回転すると内部の粘性体が外筒との間でせん

断変形し、「粘性ダンパー」（写真2）として働く。

回転部に付加おもりを設置すると、「粘性マスダン

パー」（写真3）となる。慣性質量効果は、おもりの

実質量ではなく、回転慣性モーメントに比例する。

慣性モーメントはおもり（円盤）の直径の2乗に比

例するので、小さな質量でも大きな慣性効果が得ら

れる。例えば100kgのおもりで、100t程度の慣性効

果を得ることができる。この装置とばねを直列に繋

ぎ、主系の周期と同調させると、付加系はTMDと

して働く（図2、当日配付資料から抜粋）。これが、

「同調粘性マスダンパー」である（写真4）。

実験では、同一の試験体に対して、おもりの有無

と支持方法を変えることによって、上記の3種類の

ダンパーを設置した。従って、試験体の粘性減衰係

数は一定である。

入力地震動はHACHINOHE 1968 EWで、入力レベ

ルを変えて用いられた（主系が励起されやすいよう

に、刻み時間も変えて用いられた）。合わせて、正

弦波加振も行われた。

同調粘性マスダンパー公開実験

清水建設 半澤徹也

見学会報告

写真1 振動台と試験体

図1 ダンパーの概要

図2 制振システムの特性
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3 実験結果
「粘性ダンパー」の場合には最大応答変位は25mm、

「粘性マスダンパー」の場合には22mmと、応答変位

には大きな差異が見られなかった。理論上、振動系

の固有周期がわずかに長周期側に移行するのみであ

るため、この結果は予想通りである。一方、「同調

粘性マスダンパー」の場合には最大応答変位は

14mmとなり、「粘性ダンパー」の場合に比べ56%ま

で低減した。前述のように、「粘性マスダンパー」

と「同調粘性マスダンパー」とでは、ダンパーにば

ねを接続しただけで、減衰係数は変わらない。しか

し、ダンパーがTMDとして作用するため、共振域

において大きな応答低減効果が得られることが確認

できた。また、ダンパー部が位相のずれを伴いなが

ら、主系よりも大きく振動する様子は、大変興味深

いものであった。

東北大学大学院井上範夫教授によると、「同調粘

性マスダンパー」におけるダンパー部の変形は主系

の変形の2～3倍であり、それだけ大きなエネルギ吸

収を行っているのだが、実際の建物に適用する場合

には、同調のための必要な剛性を有し、かつ10cm

程度の変形が可能なばねが必要であり、今後は接合

部を含めたディテールに関する工夫が必要とのこと

だった。

4 おわりに
周知のように、運動方程式には剛性項、粘性項、

質量項が記述される。剛性の付与やその塑性化によ

る入力エネルギーの吸収は剛性項に、粘性を用いた

応答の制御は粘性項に関連するが、今回のダンパー

は質量項に関わるものである。今回の実験に多数の

見学者が参加したのは、こうした新しいダンパーへ

の関心の高さを示すものであろう。

今後は、従来の耐震・制振技術にこのような新し

い技術を組み合わせて、様々な外乱に対して安全・

安心かつ快適な構造物の実現を期待したい。
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粘性ダンパー

写真2 粘性ダンパー

付加おもり

写真3 粘性マスダンパー

ばね支持材

写真4 同調粘性マスダンパー
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65講習会報告

講習会報告

耐震設計セミナー
「高耐震性を目指した免震性能向上への取り組み」

清水建設
猿田正明

1 はじめに
表記セミナーが、平成21年5月22日、日本免震構造協会の主催、カリフォルニア大学バークレー校・東京工

業大学・京都大学・日本建築構造技術者協会との共催で、アメリカから3名の講師の方をお招きして開催され

ました。会場は、水道橋駅近くの住宅金融支援機構本店のすまい・るホールで、参加者221名と会場がほぼ満

員となりました。

2 講演概要
司会進行は、フジタの馮徳民さんが、また英語のプレゼンテーションについては、竹中工務店の東野雅彦

さんが逐時通訳を務められました。

西川孝夫会長の開会の挨拶に続き、以下のプログラムにて進められました。

1.  地震国における免震構造の可能性

和田　章（東京工業大学）

2.  日本における免震建築

可児　長英（日本免震構造協会）

3.  Seismic Isolated Buildings in US

Peter Lee, Skidmore（Owings & Merrill LLP）

4.  Friction Pendulum Applications Worldwide

Victor Zayas（Earthquake Protection Systems, Inc.）

5.  22 Years of University Research

Stephen Mahin（University of California, Berkeley）

6.  E-ディフェンスによる大地震時の免震構造の実振動性状

中島　正愛（京都大学）

各、講師の講演の概要を以下に示します。

和田教授は、免震構造の採用が耐震安全性を向上させることが出来ること、また、今後の方向性について

紹介されました。

可児専務は、日本の免震建築の実情について統計データを示した後、今後の課題について、構造物関連・

免震装置関連・技術基準関連から述べられました。

Lee氏は、これまで、設計した免震構造建物について紹介されました。免震装置としては、Friction

Pendulum Systemを用いたものが多かったが、いずれも、免震構造の特性を活かしたものでした。

Zayas氏は、Frinction Pendulum Systemの開発者として有名ですが、最近、これをさらに進めたTriple
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Pendulum Systemを開発しています。これらのシステムの適用例を紹介されました。

Mahin教授は、カリフォルニア大学バークレー校における長年の研究について、 振動台実験を中心に紹介

されました。

中島教授は、E-ディフェンスにおいて実施された実大免震建物の実験について、ビデオを用いて紹介され

ました。

この後、壇上に講演者が勢揃いして、活発な質疑・意見交換が行われました。

3 まとめ
免震構造をリードする、日米の講演者によるセミナーで、有意義であった。

9月には、15周年記念行事としての国際シンポジウムが予定されており、より活発な意見交換が期待されます。

なお、会場入口には、免震装置メーカーの展示コーナーが設けられ、各社の製品の紹介が行われていました。

休憩時間には、参加者の多くがパンフレット等を求めていました。

写真1 西川会長の開会挨拶

写真3 講演者一同（講演後の質疑応答）

写真5 会場の様子

写真2 講演中のStephen Mahin 教授

写真4 意見を述べる山口前会長

写真6 会場入口のメーカーによる展示
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1 はじめに
JSSIとCERA建築構造設計の共催で、地方への普

及を目的として免震セミナーを開催しております。

これまでに平成17年10月第1回埼玉から平成21年3

月第13回豊島区で催しております。本年は東京都

内を中心とする活動とし、その第2段を渋谷区エリ

アで開催しました。本報告は、「第14回免震セミナ

ー23 in渋谷区」について開催記録を報告いたしま

す。日時、会場は下記の通りです。

日時：2009年5月29日（金）10：00～16：50

会場：渋谷区神宮前隠田区民会館

会場とした“隠田区民会館”は、先端のファッ

ション通り表参道から路地に入った昭和初期をイ

メージさせる古い建物で近隣住民の憩いの場とな

っている所です。今回も開催エリアを中心に、建

築設計事務所の方々18名の参加を頂きました。今

回は、当初5月15日を予定していましたが、新型イ

ンフルエンザの発生に応じ、2週間延期するなど運

営に苦心致しました。

2 セミナー概要
プログラムはほぼ前回と同じでが、今回は午前

中を協賛会社の技術紹介に当て、最近のトピック

スを含めた試験や解析の免震技術を説明して頂き

ました。その各社のテーマは以下の通りです。な

お、写真1,写真2に会場の様子を示します。

①岡部㈱（横山氏）

：戸建免震建物の実大振動実験と施工について

②住友金属鉱山シポレックス㈱（照井氏）

：鉛ダンパーの性能について

③昭和電線デイバイステクノロジー㈱（山添氏）

：積層ゴムの製造方法と性能試験について

④ユニオンシステム㈱（原田氏）

：告示計算による計算プログラムの実演

⑤㈱免震テクノサービス（古畑氏）

：維持管理の現状と重要性について

午後からは、第11回から使用している14話から

なるテキストを用いた設計手順の概要を説明して

おります。今回はJSSIの技術報告会や耐震セミナー

の直後となったこともあり、それらのトピックス

を加えるなど、以下の内容を追加しバージョンア

ップしたテキスト（免震構造設計ノートVer.1.6）を

準備しました。

これら追加内容の概要は、以下の通りです。

①第4話の「4-6. 免震層のねじれ特性を確認する」

では、一般に免震層の偏心率が3％以下とする背景

の1つとして「免震層の偏心率を変動パラメータと

した分担せん断力の補正係数αの変化」を試算し

免震部材の設計に与える誤差を示し説明している。

②「4-7. 免震層の履歴特性を確認しよう」では、い

くつかのタイプの免震部材を組み合わせた免震層

の復元力特性を履歴ループで描き、履歴ループの

特性と時刻歴解析に与える影響について解説して

いる。

③第8話の「8-4. 告示計算法による応答結果を再評

価しよう」では、同じ建物モデルを用いて告示に

よる計算法と時刻歴地震応答解析による最大応答

免震セミナー23in渋谷区
CERA建築構造設計

世良　信次

写真1 会場の様子

写真2 会場の様子
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④位相差入力について

建物長さが100mを超えるような免震建物には、

地震動の入力に時間差が生じ、位相差を生じるこ

とによる応答の増幅などに関する注意点や簡易な

評価方法を説明している。

⑤最近の地震観測波に対する免震構造の応答について

最近の地震観測波としてK-NET柏崎、K-NET鳴

子を取り上げ、1質点系の免震構造モデルによる応

答特性を紹介し、地震波によっては免震性能を確

保することが難しいことを説明している。

3 今回の反省
今回のセミナーの反省として、内容が多岐に渡

り設計に関する基本事項に十分な時間が割けな

かった感がある。

免震構造の設計に関する技術事項が、随分と増

えているわけですが、免震建築の普及にはやや障

害であり、建築場所や規模、構造形態などの分類

に応じた適切な区分によるコンパクトな説明が必

要ではないかと望まれます。

とはいえ、あくまでも本セミナーは、初心者を

対象としたセミナーであり、免震建築の設計の入

り口であり続けようと考えています。

4 おわりに
これまで全国主要14都市を廻り、既に免震建築

が随分浸透していることを実感しました。また、

免震化を勧めているのは大半がオーナーやディベ

ロッパーのようです。構造設計者の要望で免震化

したプロジェクトはほとんど聴きません。とはい

え構造設計者が免震構造の設計を行っているのが

現状です。免震構造の設計が構造設計者には楽し

くなるようになってもらいたいと願うところです。

謝辞
これまでJSSIの事務局、協賛会社の方々には、ご

協力いただき、深く感謝申し上げます。また、毎回、

報告として紙面を割いて頂きありがとうございまし

た。これをもって報告を終了させて頂きます。

層せん断力係数の比較を行い、免震層をノードと

する2次モードによる影響について解説している。

④第10話の「10-3. 免震部材取り付け部のアンカー

を設計する」では、積層ゴムの取り付け部の応力

状態を図式で示し、フーチングコンクリート部に

伝達する力の流れを説明している。補足として

「付-3. アンカーボルトの設計例」で実計算例を示し

ている。

⑤「付-5. 工学的基盤の厚さと傾斜の検討例」は、

聴講者から事前に質疑を頂き準備しました。告示

計算で工学的基盤の傾斜が規定されているが、ど

のようにしてその根拠を示すか、その1例を示して

いる。

このテキストは、これまでのセミナーの内容を

構造設計の手順で説明本にまとめたもので、免震

建築を計画する上でポイントとなる点に私の経験

を交えています。内容は第1話から第14話に分けて

設計の準備事項から例題建物を用いた計算、およ

び計算書のまとめ方まで実践の設計に沿ったもの

にしています。

また、追加した話題としてE-ディフェンスの免

震建物の試験結果をビデオで紹介し、地震動によ

っては免震建築物の挙動が大きくなることがあり、

計画地によって適切な設計地震波を選択すること

が重要であり、その上で免震構造の性能評価をす

ることが重要であることを説明した。

更に、今回はユニオンシステム㈱の山崎久雄氏

に時刻歴地震応答解析のトピックスを説明頂きま

した。主な内容を項目別に紹介いたします。

①設計用入力地震動と地盤の応答解析について

入力地震波の現状の構成式の意味について、幾

つかの地震波を例に挙げ、注意点を含めて説明し

ている。

②免震装置の解析モデルについて

積層ゴム、滑り転がり支承、減衰材の一般的な

数学的モデルを紹介し、モデル化上の注意点を説

明している。

③免震層のねじれ応答解析について

実モデルによるねじれ応答解析法を紹介すると

ともにそれに内在する注意点を説明している。
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平成20年度 第3回 理事会議事録

日　時 平成21年5月20日（水）午後3：00～4：50

会　場 日本免震構造協会　会議室

（東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階）

出席者 会　長：西川孝夫

副会長：五十殿侑弘、深澤義和

理　事：可児長英、池永雅良、木村　功、

沢田研自、長橋純男、中山光男、

西谷　章、山口昭一、山崎眞司、

和田　章

監　事：大八木邦彦、小堀　徹、

曽田五月也

事務局：永井　潔、佐賀優子

欠席者 理　事：梅野　岳、小谷俊介、笠井和彦、

黒田英二、鈴木重信、 山峯夫、

寺本隆幸、西　敏夫、深尾康三、

細澤　治、緑川光正、芳村　学

議　長 西川会長（定款第34条の規定により）

■議　案
1.  理事の交代について

2.  委員会委員の委嘱について　

3.  平成20年度事業報告・収支決算（案）について

4.  平成21年度事業計画・収支予算（案）について

5.  役員選任（案）について　

6.  事務局／職員（技術職）募集要項（案）について　

◇開　会
定刻に至り、事務局より開会が告げられ、引

き続き西川会長が挨拶した。

◇定足数の報告
事務局より、本日の理事会は定足数（出席理事

13名、委任状提出10名／理事総数25名）を、満た

しているので理事会が成立する旨が告げられ、西

川会長が議長となり審議に入った。

◇議事録署名人選出
議事録署名人として、中山光男理事（第一種正会

員）・山崎眞司理事（第二種正会員）が選出された。

■審議事項　

1）理事の交代について ………………資料⑤

事務局より、資料⑤にもとづき説明があった。

理事の交代について、黒田英二理事の後任に

能森雅己氏の候補者が挙がっているとの報告

があり、この案について諮られ、異議なく承

認された。任期については、前任者の残任期

間となる。

2）委員会委員の委嘱について ………資料⑥

表彰委員会と資格制度委員会／点検技術者審

査部会委員の委嘱について諮られ、異議なく

承認された。

3）平成20年度事業報告・収支決算（案）について

………………………………………資料⑦

事業報告・収支決算（案）について、事務局よ

り資料⑦にもとづき説明があった。

平成20年度は、15周年記念事業の実施及び展

示会等の参加など、例年にも増して事業を多

く行った。収支決算は、収入総額：1億1,305

万円、支出総額：1億2,628万円、当期繰越収

支差額：－1,323万円であった。前期繰越収

支差額が4,443万円なので、次期繰越収支差

額は3,120万円になった。当初の予算では、

次期繰越収支差額は2,441万円としていたが、

「性能評価事業収入」と「調査研究事業収入」

が多かったため、予算を上回った。

平成21年3月31日現在の貸借対照表の正味財

産は、1億3,964万円との報告があった。

審議に入ったが異論なく、原案のとおり承認

された。

4）平成21年度事業計画・収支予算（案）について

………………………………………資料⑧

事業計画・収支予算（案）について、事務局よ

り資料⑧にもとづき説明があった。

平成21年度事業計画は、引き続き15周年事業

の実施、性能評価事業と技術者認定事業の継

続、免震構造に関わる調査研究活動及び免震

構造の普及・啓発事業等である。また、平成

23年度に「一般社団法人」移行認可申請を目

指しての準備及び事務局強化として、職員の

採用を思案に入れて計画をした。収支予算は、

収入総額：約1億1,302万円、支出総額：約1

億2,174万円、当期の収支差額は、－872万円。

前期繰越収支差額3,120万円で、次期繰越収

支差額は、2,248万円との報告があった。

審議に入ったが異論なく、原案のとおり承認
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された。

5）役員選任（案）について……………資料⑨

事務局より、資料⑨にもとづき説明があった。

新理事は、オイレス工業の池永雅良氏・ブリ

ヂストンの鈴木重信氏・鴻池組の中山光男

氏・三井住友建設の能森雅己氏の4名で、役

員は計28名となる。審議に入ったが異論なく、

原案のとおり承認された。

6）事務局／職員（技術職）募集要項（案）について

………………………………………資料⑩

事務局より、資料⑩にもとづき説明があった。

本年度、技術職の職員を1名採用する予定で

ある。出向も有りとして、「出向の場合は、

処遇等別途相談に応じます。」と追記するこ

とで、原案のとおり承認された。今後、「運

営委員会」等で公表して、募集を行うことと

した。

◇報告事項

1）会員動向 ……………………………資料①

年度末に伴い、退会及び種別変更があり、現

在の会員数は、第1種正会員97社（120口）・第2

種正会員170名・賛助会員68社・免震普及会

105名となった。特別会員6団体は、変更はな

い。第1種正会員については、8社減少で口数

も11口減ったこととなった。

2）平成20年度理事会審議事項と出欠リスト　　

………………………………………資料②

本年度の理事会は、今回を含め3回開催され

た。審議事項と出欠状況は、資料②の通り。

3）監事監査について

5月14日に監事3名により、平20年度の収支計

算書等の監査が終了した。

4）9月までの行事予定 ………………資料③

事務局より、資料③にもとづき報告があった。

6/4総会・協会賞表彰式・国際アイデアコン

ペ表彰式・優秀修士論文表彰式。

記念事業は、6/5見学講演会と9/16～18国際シ

ンポジウムの開催。

技術者資格認定は、7/1免震部建築施工管理

技術者講習・試験案内送信・8/28受付締め

切り。

理事会は、第1回目が9/10開催で、第2回目は

来年の2/19に開催予定。

5）記念事業の進捗状況について

①優秀修士論文賞

応募件数16件あり、4名が受賞した。

②国際アイデアコンペ

32件の作品応募あり、結果を会誌5月号に

掲載する予定である。

③国際シンポジウム開催について

9月16日～18日の3日間、会場は、駒場の東

大生研コンベンションホール。

④研究助成事業（案）について

公募は5月22日迄。結果通知は6月初旬で、

選考結果を各申請者へ通知する。

6）一般社団法人への移行計画について

………………………………………資料④

事務局より、資料④にもとづき報告があった。

5年以内に手続きを済ませるためには、3年目

の平成23年度に「一般社団法人」移行認可申

請を目指す方向で準備を進めていく。そのな

かで、主要なことは、定款変更と公益目的支

出計画である。従って、それらに対応する委

員会を発足させることとした。

7）基準整備事業について …………資料回覧

平成20年度の事業について終了した旨と、

5月19日に報告会が開催されたとの報告が

あった。

8）その他

会誌menshin8月号に「役員プロフィール」と

題して、顔写真と併せて座右の銘・趣味など

を掲載する企画をたてている。6月中旬頃に、

正式な依頼文書を送付するので、協力してほ

しいとの要請があった。

◇閉　会
以上ですべての議案の審議を終了したので、

午後4時50分に閉会した。

平成21年 5月 20日

議　長 西川　孝夫

議事録署名人 中山　光男

議事録署名人 山崎　眞司

11_理事会.qxd  09.8.12 8:03 PM  ページ 70



71理事会議事録

平成21年度通常総会議事録

日　　時 平成21年6月4日（木）

開　　会 午後3時30分

閉　　会 午後4時30分

会　　場 明治記念館　2階「鳳凰の間」

（東京都港区元赤坂2-2-23）

総表決数 267個

本日出席会員数 212名（出席者69名、委任状出席

143名)

この議決権数 212個

■議案
第1号議案　平成20年度事業報告承認の件

第2号議案　平成20年度収支決算承認の件

第3号議案　平成21年度事業計画承認の件

第4号議案　平成21年度収支予算承認の件

第5号議案　役員選任の件

その他

■議事の経過及び結果

1）開会

定刻に至り、事務局より開会が告げられ引き

続き、当協会西川孝夫会長が挨拶した。

2）定足数の報告

事務局より、本日の通常総会は定足数を満た

したので有効に成立する旨が告げられた。

3）議長選出及び議事録署名人選出

議長の選出についてはかったところ、満場一

致をもって西川孝夫会長が議長に選任された。

続いて、議事録署名人選出について事務局か

ら、梅野　岳氏（第一種正会員）・長橋純男氏

（第二種正会員）の提案があり、異議なく承認

され、両人とも承諾した。

4）議案審議

第1号議案　平成20年度事業報告承認の件

第2号議案　平成20年度収支決算承認の件

議長は、事務局に説明を求め、専務理事より

資料に基づき事業報告及び収支決算の説明が

あった。続いて小堀監事より監査報告があっ

た後、審議に入ったが異論なく、第1号議案

及び第2号議案は、原案のとおり承認された。

第3号議案　平成21年度事業計画承認の件

第4号議案　平成21年度収支予算承認の件

議長は、事務局に説明を求め、専務理事より

「事業活動については、昨年に引き続き創立

15周年記念事業の実施、性能評価事業と技術

者認定事業の継続、免震構造に関わる調査研

究活動、及び免震構造の普及・啓発事業、会

誌及び免震構造に関する出版物の刊行をする

こと。また、公益法人改革関連法に基づき新

法人への移行が、平成20年12月に始まった。

当協会は、平成23年度に「一般社団法人」へ

の移行認可を目指して、準備を進めていくこ

と。財務関係では、内部留保水準の適正化に

対処する。」との説明があり、資料に基づき

事業計画及び収支予算案の説明があった後、

審議に入ったが異論なく、第3号議案及び第4

号議案は、原案のとおり承認された。

第5号議案　役員選任の件

議長は、事務局に説明を求め、専務理事より

「役員については、昨年改選したが、補欠の

理事として池永 雅良氏、鈴木 重信氏、中山

光男氏、能森 雅己氏 四名の選任をする必要

がある。」旨の説明があった後、その選任を

諮ったところ、満場異議なく選任された。

なお、被選任者は、その就任を承諾した。

その他

議長より、その他審議事項の有無の確認があ

ったが、新たな審議事項はなかった。

5）閉会

以上をもって、平成21年度通常総会の議事全

部を終了したので、議長は午後4時30分閉会

を告げた。

平成21年6月4日

議 長（理事） 西川　孝夫

議事録署名人 梅野　　岳

議事録署名人 長橋　純男
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臨時理事会議事録

日　時 平成21年6月4日（木）午後4:30～4:35

会　場 明治記念館　2階「孔雀の間」

（東京都港区元赤坂2-2-23）

出席者 会　長：西川孝夫

副会長：五十殿侑弘

理　事：可児長英、池永雅良、梅野　岳、

小谷俊介、木村　功、沢田研自、

鈴木重信、寺本隆幸、長橋純男、

中山光男、西谷　章、能森雅己、

深尾康三、緑川光正、山口昭一、

和田　章

監　事：大八木邦彦、小堀　徹

事務局：佐賀優子

欠席者 副会長：深澤義和

理　事：笠井和彦、 山峯夫、西　敏夫、

細澤　治、山崎眞司、芳村　学

監　事：曽田五月也

議　長 西川会長（定款第34条の規定により）

◇開　会／定足数の報告
事務局より、本日の理事会は定足数（出席理事18

名、委任状提出5名／理事総数25名）を、満たしてい

るので理事会が成立する旨が告げられ、西川会長が

議長となり審議に入った。

◇議事録署名人選出
議事録署名人として、梅野　岳理事（第一種正会

員）・長橋純男理事（第二種正会員）が選出された。

■議　事
◇審議事項
1）副会長の互選について

定款第13条により副会長は、理事の互選によ

り選任する旨が述べられ、互選の結果、副会

長に池永雅良理事が選任された。任期につい

ては、前任者の残任期間となる。

■閉　会
以上で、議案の審議を終了したので、午後4時

35分に閉会した。

平成21年6月4日

議　長 西川　孝夫

議事録署名人 梅野　　岳

議事録署名人 長橋　純男
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73役員名簿

役員プロフィール

会 　 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

専務理事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

理 　 事

監 　 事

監 　 事

監 　 事

西川　孝夫

五十殿 侑弘

深澤　義和

池永　雅良

可児　長英

梅野　　岳

小谷　俊介

笠井　和彦

木村　　功

沢田　研自

鈴木　重信

　山　峯夫

寺本　隆幸

長橋　純男

中山　光男

西　　敏夫

西谷　　章

能森　雅己

深尾　康三

細澤　　治

緑川　光正

山口　昭一

山崎　眞司

芳村　　学

和田　　章

大八木 邦彦

小堀　　徹

曽田 五月也

にしかわ　たかお

おみか　ゆきひろ 

ふかさわ　よしかず

いけなが　まさよし 

かに　ながひで

うめの　たかし

おたに　しゅんすけ

かさい　かずひこ

きむら　いさお

さわだ　けんじ 

すずき　しげのぶ

たかやま　みねお

てらもと　たかゆき

ながはし　すみお

なかやま　みつお

にし　としお

にしたに　あきら

のうもり　まさみ

ふかお　やすぞう

ほそざわ　おさむ

みどりかわ　みつまさ

やまぐち　しょういち

やまざき　しんじ

よしむら　まなぶ

わだ　あきら

おおやぎ　くにひこ

こぼり　とおる

そだ　さつや

日本免震構造協会

鹿島建設㈱

㈱三菱地所設計

オイレス工業㈱

日本免震構造協会

㈱久米設計

東京大学　名誉教授

東京工業大学

新日鉄エンジニアリング㈱

㈱熊谷組

㈱ブリヂストン

福岡大学

東京理科大学

千葉工業大学

㈱鴻池組

東北大学

早稲田大学

三井住友建設㈱

㈱竹中工務店

大成建設㈱

北海道大学大学院

㈱東京建築研究所

東京電機大学

首都大学東京

東京工業大学

昭和電線デバイステクノロジー㈱

㈱日建設計

早稲田大学

平成20年～21年度　役員名簿（28名）
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役員プロフィール

■会長　　　

西川
にしかわ

孝夫
た か お

①slow and steady（最近の座右の銘

昔はこの逆）

②囲碁、ゴルフ

③司馬遼太郎、藤沢周平　殆どの作品

■理　事　

梅野
う め の

岳
たかし

①有口能談手付随

②クラシック音楽？

③宮城谷昌光の一連の中国歴史小説な

ど

■副会長　

五十殿
お み か

侑弘
ゆきひろ

①出来ない言い訳より、どうやったら

出来るかを考えよ。

②園芸、散歩、小旅行

③乱読

■理　事　

小谷
お た に

俊介
しゅんすけ

①柔軟な思考

②ゴルフの「練習」

③阿川弘之、例えば「井上成美」

■副会長　

深澤
ふかさわ

義和
よしかず

①雨ニモマケズ風ニモマケズ

②読書、音楽鑑賞

③バッハ：無伴奏チェロ組曲

■理　事　

笠井
か さ い

和彦
かずひこ

①努力は人を裏切らない

②ジムでの運動

③フランクロイドライトの落水荘

（30年以上前に車で向かったが、道

に迷って諦め、一度も実物を見てい

ない）

■副会長　

池永
いけなが

雅良
まさよし

①「恒産恒心」

②以前はパラグライダー、現在は無趣

味

③池波正太郎

■理　事　

木村
き む ら

功
いさお

①カエサルの言葉　「人は自分の見た

いものしか見ない」

②自転車・水泳・読書

③塩野七生　「ローマの歴史」

■専務理事　

可児
か に

長英
ながひで

①いたる所に青山有り

②アマチュア無線、日曜大工

③芥川龍之介「蜘蛛の糸」

■理　事　

沢田
さ わ だ

研自
け ん じ

①有言実行

②酒／麻雀／日曜大工

③ゴッホ・糸杉

①座右の銘　②趣味　③好きな作家・作品
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役員プロフィール

■理　事　

鈴木
す ず き

重信
しげのぶ

①弱い者ほど相手を許すことができ

ない。許すということは強さの証

だ。

②考古学（希望を込めて）

③バベルの塔

■理　事　

西谷
にしたに

章
あきら

①　―

②水泳。オペラ・バレエの音楽を聞

くこと。英語・伊語の雑誌を見る

こと。

③Henri Matisseの彫刻。Pablo Picasso

のShe-Goat。Albert Giacomettiの彫

刻。

■理　事

山
たかやま

峯夫
み ね お

①お互いさま、因果応報

②読書、ブログ、散歩

③星新一、司馬遼太郎

■理　事　

能森
のうもり

雅己
ま さ み

①初心忘れるべからず

②日曜大工・草バスケットボール

③小川洋子「博士の愛した数式」

■理　事　

寺本
てらもと

隆幸
たかゆき

①和以貴成、面白きことも無き世を

面白く住みなすものは心なりけり

②読書（小説）

③モジリアニ、山本周五郎、司馬遼

太郎

■理　事　

深尾
ふ か お

康三
やすぞう

①独立独歩

②読書、ゴルフ

③P,F、ドラッカー

MANAGEMENNT 佐野　洋　

推理小説

■理　事　

中山
なかやま

光男
み つ お

①心意気とフレキシビリティー

②旅行（秘湯巡り、海外）、読書、

音楽観賞

③乱読、ジャンル問わず。塩野七生

「ローマ人の物語」

■理　事　

細澤
ほそざわ

治
おさむ

①一微塵

②テニス

③司馬遼太郎・城塞

■理　事　

西
にし

敏夫
と し お

①おいあくま（怒るな、威張るな、

諦めるな、腐るな、負けるな）

②クラシック音楽鑑賞・海外出張・

珍しいものを集めること

③寺田寅彦・随筆集

■理　事　

緑川
みどりかわ

光正
みつまさ

①継続は力なり、言行一致、温故知

新

②旅行、ウォーキング、スキー

③歴史建造物
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役員プロフィール

■理　事　

山口
やまぐち

昭一
しょういち

①　―

②写真

③永井路子、夏目漱石

■監　事

大八木
お お や ぎ

邦彦
くにひこ

①毎日を精一杯生きること
守るべきもののために一番努力する
道を選ぶ
人の弱さにこそ真実があり、それを
学びたい

②仏像と古陶磁
③鎌倉時代末から南北朝時代の院派の
木彫仏
古陶磁では、純和様の両極端にいる
『古伊賀』と『古志野』

■理　事　

山崎
やまざき

眞司
し ん じ

①　―

②音楽（フルート）

③塩野七生

■監　事

小堀
こ ぼ り

徹
とおる

①美は合理性の近傍にある

②サッカー、ゴルフ、ジャズ、コント

ラクトブリッジ

③フェリックス・キャンデラ ソチミ

ルコのレストラン

■理　事　

芳村
よしむら

学
まなぶ

①　―

②読書、音楽鑑賞、ジョギング

③　―

■監　事

曽田
そ だ

五月也
さ つ や

①よく学びよく遊ぶ

②日曜大工・山歩き・畑作

③シュテファン・ツバイク

■理　事　

和田
わ だ

章
あきら

①人の心に下駄履きで入らない

②国内外含めて賑やかに集まること、

音楽、食べること

③フレデリック・フォーサイス「悪魔

の選択」
イアン　フレミング「007シリーズ」
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第10回日本免震構造協会賞

第10回 日本免震構造協会賞－2009－

第10回日本免震構造協会賞は、右に記す諸氏及
び作品を表彰することに決定した。

表彰制度の目的
免震構造の技術の進歩及び適正な普及発展に貢
献した者並びに建築物を表彰することにより、免
震技術の確実な発展と安全で良質な建築物等の整
備に貢献していくことが本協会の表彰制度の目的
である。

表彰の対象
功労賞は、多年にわたり免震構造の適正な普及
発展に功績が顕著な者に、技術賞は、免震建築物
の設計、施工及びこれらに係る装置等に関する技
術としての優れた成果にそれぞれ贈る。作品賞は、
免震構造の特質を反映した、優れた建築物とする。

表　　彰
2009年6月4日
（社）日本免震構造協会通常総会後

（社）日本免震構造協会表彰委員会委員
河村壮一（委員長） 江本正和　　北村春幸
木林長仁　　小泉雅生　　小堀　徹　　中埜良昭
平島　寛

審査経過
本年度は、技術賞に3件、作品賞に11件の応募
があった。功労賞への応募は無かった。
第1回委員会で、審査対象の選定、審査方法およ
び日程等につき審議し、技術賞応募全件のヒアリ
ングと、作品賞応募全作品の現地審査を2月から3
月にかけて行った。これらを踏まえて第2回表彰委
員会を開催し、厳正な審査の結果、技術賞1件、技
術賞（特別賞）1件、作品賞4件を選出した。また今
回特別に作品賞（啓発普及功績賞）を設け1件を選
出した。
技術賞には、耐震・制震・免震技術を組合わせ
たハイブリッド免制震構法による免震レトロフィ
ットを選定した。変位抑制を図って効果的に保
存・再生を実現している。技術賞（特別賞）には、
積層ゴム支承の座屈安定性の理論と実験に基づき
木造住宅への適用を実現した技術を選んだ。従来
の常識を覆す貴重な成果である。

作品賞受賞作品は、意匠・構造・設備・環境の
全ての視点から、いずれも極めて高いレベルの作
品である。免震技術に加えて、大型架構の採用や
分節化により空間構成の明確化が図られ、意匠的
にもインパクトのある作品となっている。また、
制振技術の併用による居住性・安全性の向上や、
省エネ・地域環境への配慮などがなされている作
品もある。
作品賞（啓発普及功績賞）は、免震技術の一般へ
の啓発・普及に対する積極的な貢献を評価したも
のである。
今回、複数の応募をした組織があった。意欲の

現れでもあり、審査過程で排除することはしなか
ったが、反対意見もあり、組織内での事前調整も
一法かと思う。なお今後は、制振建築物も表彰対
象に含めることとし、募集要項にその旨を記述す
ることとした。

（河村壮一）

選　考　結　果

第10回日本免震構造協会賞受賞は下記の7件である。
Ⅰ　技術賞
1）日本大学理工学部駿河台校舎5号館の
免震レトロフィット
学校法人日本大学 石丸辰治
清水建設株式会社 湯山康樹　広瀬景一　山岸俊之

横藤田弘
2）＜特別賞＞高い座屈安定性を有する積層ゴム支承の

力学挙動解明と実用化
東京都市大学　研究開発チーム　西村　功、杉野　潔

安田　隆、佐々木頼孝
中村　貴

Ⅱ　作品賞
1）シスメックステクノパークR＆Dタワー
株式会社竹中工務店 西崎隆氏　村上陸太　熊野豪人

芹澤好徳　石原　哲
2）代々木ゼミナール本部校　代ゼミタワー
学校法人高宮学園 高宮行男
大成建設株式会社 輿石秀人　藤山淳司　欄木龍大

岩田　丈
3）木津川市庁舎
木津川市市長 河井規子
株式会社日建設計 多賀謙蔵　田代靖彦　小松慎二
三井住友建設株式会社　永野輝和

4) 慶應義塾日吉キャンパス　協生館
学校法人慶應義塾 清家　篤
株式会社環境デザイン研究所　仙田　満
株式会社三菱地所設計　新居　仁　塚谷秀範
金箱構造設計事務所 金箱温春

5）＜啓発普及功績賞＞奥村記念館
株式会社奥村組 木村修治　篠原　努　服部晃三

得田健一　中屋成人
（敬称略）
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第10回 日本免震構造協会賞受賞の方々

日本大学理工学部駿河台校舎5号館の
免震レトロフィット
学校法人日本大学
清水建設株式会社

高い座屈安定性を有する積層ゴム支承の
力学挙動解明と実用化

東京都市大学　研究開発チーム

■技術賞 ■技術賞（特別賞）

シスメックステクノパークR&Dタワー
株式会社竹中工務店

■作品賞

代々木ゼミナール本部校　代ゼミタワー
学校法人高宮学園
大成建設株式会社

■作品賞
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木津川市庁舎
木津川市

株式会社日建設計
三井住友建設株式会社

慶應義塾日吉キャンパス　協生館
学校法人慶應義塾

株式会社環境デザイン研究所
株式会社三菱地所設計
金箱構造設計事務所

■作品賞 ■作品賞

奥村記念館
株式会社奥村組

■作品賞（啓発普及功績賞）
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技術賞

システム及び特記事項
敷地境界に接して建つ本建物の改修は地震時の頂部

水平変形を15cm以下に納める事と歴史的外観を保存
するという高度な改修条件の中で計画された。3階免
震層には600角～650角の鉛プラグ入り積層ゴムを全
て柱寸法内に納め、免震層上部構造を耐震補強する事
なく弾性限に留める事にも配慮して固有周期を2.2秒
に設定した。4階梁下と反力壁の間には粘性ダンパー
「減衰こま」10台（長手方向6台、短手方向4台）を設
置し、大きな減衰力を付加した。地震入力エネルギー
の25%が鉛プラグ入り積層ゴムによって吸収され、
60%が「減衰こま」によって吸収されている。減衰こ
まには高速回転する内筒に補助質量を付加する事によ
って慣性質量を創成し、これにより地震入力そのもの
を低減させる副次的な効果を併せ持っている。今回、
この慣性質量効果により、約6%の地震時水平変形の
低減効果を確認している。免震層下部には「てこの原
理」と「力の分散機構」を応用したトグルダンパーを
1～2階に跨る形で合計4台設置し、地震入力エネルギ
ーの10%を吸収している。トグルダンパーのダンパー
部分には摩擦ダンパーを採用する事で免震層下部の剛
性を確保し、また大型化に伴う構面外座屈の問題を中
間床レベルに設けた3軸のボールベアリング治具で緊
結する事で解決した。地震時の変形を小さく抑える事
で免震装置廻りのディテールを非常にコンパクトに納
めることに成功している。また、既存エレベーターの
改修が容易になる他、免震層の柱の補強も最小限に留
めている。

日本大学理工学部駿河台校舎5号館の
免震レトロフィット

概要
東京都千代田区に建つ日本大学理工学部駿河台校舎5号館は

1959年に竣工したわが国ニュー・ブルータリズムの代表建築で

ある。その歴史的外観の継承と耐震性能の向上の両立を実現させ

る為に道路境界まで130mmと言う制約条件の中で免震化に挑戦

した。慣性質量効果を併せ持つ粘性ダンパー「減衰こま」により

大きな減衰力を付加した3階柱頭免震と免震層下部の複層トグル

ダンパーによる制震補強と併せて耐震・制震・免震を巧妙に組み

合わせる事で、免震構造でありながら地震時の建物頂部変形を

15cmに納める事に成功し、敷地境界までの距離が非常に小さい

都市型の建物に対しても免震層を形成して、建物を保存・再生出

来る事を実証した。

選評
本技術は、石丸辰治教授が提唱されてきた耐震・制

震・免震構造を結合するハイブリット免震構法の理念
を実現するもので、1959年竣工の宮川英二設計の日
本大学理工学部駿河台校舎5号館に適用されている。
本郷通りに面した地上9階地下1階の質実剛健な鉄骨鉄
筋コンクリート造の建物で、北側エントランスの1,2
階吹き抜け部には、打ち放しコンクリート壁版画が配
されている。外壁から道路境界まで13cmと余裕が無
く、かつエントランスの版画と建物外観を維持するこ
とが求められている。3階柱頭部に免震層を設けた中
間層免震構造を採用し、鉛プラグ入り積層ゴムと慣性
質量効果を併せ持つ粘性ダンパー「減衰こま」の大き
なエネルギー吸収能力により、加速度低減効果を維持
しながら免震層変位を15cm以下に抑えている。下部
構造も耐震補強とトグルダンパー機構による制震補強
を行い、建物を弾性に留め、所期の変形制限が満たさ
れることを確認している。
免震層変位を抑制しながら、加速度低減効果を損な

うことなく、建物全体を弾性に留める本技術は、建物
の再生・保存の可能性を大幅に広げるものであり、技
術賞に値する技術である。なお、免震層は25cmまで
変位可能であり、想定外の地震動に対する余裕度も確
保されていることを付言しておく。

（北村春幸）

日本大学：石丸辰治
清水建設株式会社：湯山康樹、広瀬景一、山岸俊之、横藤田弘

 

本郷通り側外観（撮影：小島純司）

 

耐震改修計画概要 複層トグルダンパー

3階免震層内観（撮影：小島純司）
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高い座屈安定性を有する
積層ゴム支承の力学挙動解明と実用化

技術賞
（特別賞）

概要
受賞対象である研究開発は、免震構造を構成する主要な部材

である積層ゴム支承について、その座屈安定性を微小変形から

大変形に至るまで解析的かつ実験的に検討した研究である。こ

の研究によって、積層ゴム支承の座屈安定性を飛躍的に向上さ

せることが可能となった。また、研究の成果は実大の免震家屋

による振動台実験での検証を経て、戸建住宅用の積層ゴム支承

として実用化されている。

選評
本技術提案は木造住宅建築に適用しうる積層ゴム支

承による免震構造の開発と、それを可能とする座屈挙

動の解明ならびに座屈性能の向上に関するものである。

従来、細長い積層ゴム支承が大変形状態で鉛直荷重

を支持することは不可能と考えられ、したがって戸建

免震はこれまで様々な発想による転がり支承で実現さ

れてきた。これに対して本提案は、幾何学的非線形を

考慮した非線形微分方程式による座屈問題の定式化と

実験結果を丹念に説明しようとする地道な努力により、

「プロポーションが細長い積層ゴム支承の方が幾何学的

非線形の影響により大変形領域の変形能力は高い」な

ど従来の常識を覆す結論を導き、これに基づき戸建免

震に適した積層ゴム支承の開発・実用化を実現したも

のである。この技術開発の基本となった一連の研究成

果は日本建築学会論文集等に発表され、またこの原理

を応用した中空断面を有する戸建免震用積層ゴム支承

は国土交通大臣認定を受け適用事例も数例見られる。

その適用事例の蓄積や転がり支承に対する優位性の

検証など、今後も継続的に検討すべき事項もあると思

われるが、今後の更なる発展が大いに期待されること

から本技術提案に特別賞を授与するものである。

（中埜良昭）

システム及び特記事項
免震構造は積層ゴム支承の実用化によって本格的な

普及が始まった。木造住宅など小型軽量構造物の免震

構造も積層ゴム支承によって鉛直荷重を支持すること

ができれば、本格的な普及に弾みがつくものと思われ

る。本研究の成果は、従来、全く不可能と考えられて

きた住宅免震構造を積層ゴム支承で実現するために不

可欠の座屈安定問題を解決した点にある。

また、単に理論的な研究成果に留まらず、静的な加

力実験と振動台による加振実験によって、理論の妥当

性と実用性が検証されている。さらに、一連の研究成

果を基に、高減衰系ゴムを用いた戸建免震構造用積層

ゴム支承が開発されており、日本免震構造協会におい

て部材評定を行い、大臣認定を取得している。さらに、

この積層ゴム支承を用いた木造住宅も既に数棟が建設

されている。

東京都市大学　研究開発チーム 西村　功、杉野　潔、安田　隆
佐々木頼孝、中村　貴

座屈安定性に優れた積層ゴム支承（撮影：西村研究室）

振動台実験中の積層ゴム支承の変形状態（撮影：東急建設）

実大免震家屋の振動台実験による検証（撮影：東急建設）
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シスメックステクノパークＲ＆Ｄタワー作品賞

建築概要
建 設 地：兵庫県神戸市西区
建 築 主：シスメックス株式会社
設 計：株式会社竹中工務店
施 工：株式会社竹中工務店
竣 工：2008年5月
建築面積：2,727㎡　延床面積：24,401㎡
階 数：地上10階、地下1階　高さ：50.49m
構造種別：S造およびRC造（一部SRC造）

選評
研究開発施設に求められる種々なニーズに対し免震

構造採用を基本とした構造システム構築によって応え、

新しい時代の研究環境創出に成功している。

本建物の白眉はコラボアトリウムと称するスペース

である。何層にも渡って斜めに視線が抜けるボイドは

研究員相互のコミュニケーションを誘発する気持ちの

よい空間となっており「知の創造と継承」というこの

研究施設全体のコンセプトがよく具現化されている。

構造計画としては、免震構造の効果を最大限発揮さ

せるべく、東西の両サイドコアに集約されたRC耐震壁

とその耐震壁を屋上頂部でつないだメガフレームによ

り上部構造の剛性を高めている。南北面は6.4m、

4.8mの跳ね出し架構として透明性のあるファサード

デザインを可能としている。又、中央部分は大スパン

純ラーメン鉄骨造とし、研究開発エリアのフレキシビ

リティーを確保している。

免震技術の進歩、普及により、免震構造はもはや特

殊解ではなくなりつつあるが、免震構造それ自体は手

段であり、それを採用した結果の建築が設備も含めて

しなやかにインテグレート出来ていることが重要であ

る。本建物はそれが高いレベルで達成出来ており、免

震構造協会賞にふさわしい作品である。

（江本正和）

免震化した経緯及び企画設計等
シスメックステクノパーク計画は、医療用検査機器

や試薬の製造・販売で事業拡大中のシスメックス株式
会社が、「知の創造と継承」をコンセプトに、グローバ
ル企業にふさわしい研究環境の構築をめざしたプロジ
ェクトである。
中でもこのR&Dタワーは、その中枢をなす研究施設

であり、免震構造を採用することで、下記要求を実現
することができた。
・建物・研究者の人命・研究成果を守るための高い耐震性能
・平面レイアウトのフレキシビリティ
・上下階のコミュニケーションを誘発する魅せる空間の構築

技術の創意工夫、新規性及び強調すべき内容等
建物は39.2m×68.0mの方形な平面形状を有する。

その両サイドのコア部をRC耐震壁で構成し、さらに塔
屋階で両コアを耐震壁により繋ぐことで、上部架構に
高剛性･高耐力を確保した。その結果、レベル2地震時
加速度は最上階でも140galとなり、免震効果を最大
限発揮している。
また、耐震要素を両サイドのRC耐震壁コアに集約さ

せ、建物中央部を鉄骨造とすることで、フレキシビリ
ティの高い大スパン架構と、吹抜と組み合わされた透
明感のある跳ね出し空間（コラボスペース）を構築する
ことができた。

設計者・施工者：株式会社竹中工務店 西崎隆氏、村上陸太、熊野豪人
芹澤好徳、石原　哲

建物外観1（撮影：竹中工務店）

コラボスペース
（撮影：竹中工務店）

建物外観2
（撮影：村井修）

 
 

 
 

 
 

 

 

構造概要（長辺方向軸組）
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代々木ゼミナール本部校　代ゼミタワー作品賞

建築概要
建 設 地：東京都渋谷区代々木2丁目25-1
建 築 主：学校法人高宮学園　理事長　高宮行男
設 　 計：大成建設株式会社一級建築士事務所
施 工：大成建設株式会社東京支店
竣 工：2008年2月
建築面積：1,160.71㎡　延床面積：27,175.10㎡
階 数：地上26階、地下3階　高さ：134ｍ
構造種別：鉄筋コンクリート造、鉄骨造、免震構造（セミアクティブ）

選評
この建物を特徴付けているのは、大きな空中キャン

パスと、シャープなRC壁に縁取られたガラスファサー

ドの外観である。空中キャンパスは、高層住居部と低

層教室部の間に位置し、学生の様々な活動に積極的に

利用されている。高層部の荷重をメガトラスによって

妻面へ伝達することで、外気に触れることのできる開

放感のある空間が生み出されただけでなく、住宅と教

室といった異なる要素を上下に重ねる構成が可能にな

っている。高層住宅階の重量は妻面の大架構に伝達さ

れている。大架構は2枚の連層耐震壁とそれをつなぐ

ブレースでできていて、建物の水平剛性を高めるとと

もに、ブレースダンパーにより地震エネルギーの吸収

が図られている。連層耐震壁の厚みはそのままファサ

ードに表現され、繊細なフレームとして透明感をさら

に強調する効果をもたらしている。

免震構造としては可変減衰型のオイルダンパーなど

を用いたセミアクティブシステムが採用されている。

免震構造の効果は、空中キャンパスや、軽快感あふれ

るファサードのほか、自由度の高い内部空間にも明ら

かであり、全体として建築デザインと構造が効果的に

融合した、免震構造協会賞にふさわしい作品に仕上が

っている。

（小堀　徹）

免震化した経緯及び企画設計等
本建物は、計画地周辺に分散していた機能を1棟に

集約するため計画された地上26階建ての超高層タワー
校舎である。教室、学生用共同住宅、事務室などの多
要素のプログラムを快適かつ安全な最先端施設として
整備することが求められた。
これに対し、両妻面の連層耐震壁を主体としたメガ

ストラクチャーと免震構造との組合わせによって、高
い耐震安全性を確保するとともに内部空間の自由度を
最大限に高め、中間階の大きな吹抜け空中庭園や上下
階で柱位置が異なるプランなどフレキシブルな建築計
画を可能とした。さらに、最先端技術であるセミアク
ティブ免震を超高層建物に採用し、更なる加速度低減
を実現した。

技術の創意工夫、新規性及び強調すべき内容等
免震構造の採用によって130ｍの連層耐震壁柱の壁

厚を670mmに抑えることが可能となり、建築デザイ
ンと構造システムが融合したファサードを実現した。
また、地震力が耐震壁に集中することによる転倒に対
しては、中間階上部のメガトラス架構によって高層階
の自重を連層壁に集めることでおもりとして機能させ、
支承部に引抜きが生じない計画としている。免震シス
テムは超高層建物で初めてセミアクティブ免震を採用
し、従来のパッシブ免震に比べて2割以上の加速度低
減効果を得た。また、高層部において連層耐震壁をブ
レース状に粘弾性ダンパーで連結することで風応答を
低減し、住宅階の居住性改善を図った。

建築主：学校法人高宮学園　高宮行男
設計者：大成建設株式会社　輿石秀人、藤山淳司、欄木龍大
施工者：大成建設株式会社　岩田　丈

建物全景　南東
（撮影：ナカサアンド

パートナーズ）

空中庭園（撮影：ハットリスタジオ）

構造概要図
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木津川市庁舎作品賞

建築概要
建 設 地：京都府木津川市木津南垣外110-9
建 築 主：木津川市
設 計：株式会社日建設計
施 工：三井住友建設株式会社
竣 工：2008年9月(本体) 
建築面積：2256.43㎡　延床面積：9856.53㎡
階 数：地上7階　高さ：28.088m
構造種別：鉄筋コンクリート造

選評
北側の低層住宅地への圧迫感を軽減するために、北

下がりの階段状のヴォリューム形状が必要とされ、構

造的にバランスの悪い建物とならざるを得ないところ

を、フィーレンデールのメガフレームと免震構造とに

よって、無理なくフレキシブルな執務空間を成立させ

ている。また、同様の理由から建物高さを抑えること

が求められたが、執務空間の床スラブにプレキャスト

床を採用しスラブ底を表しとすることで、建物高さを

抑えつつも圧迫感のない執務空間を実現している。奇

をてらうことなく、丁寧に予条件を解いていく設計者

の姿勢に共感を覚えた。

一方で、メガフレームの大胆さがもう少し空間表現

に表れていればとも思ったが、所定のヴォリューム形

状の中では望みすぎか。また、東西の端部の扱いには

疑問が残り、両サイドを堅いコアで固めつつオーバー

ハングした形としているのは、免震ならではの回答と

はいえ違和感があった。

最後に、発注者である市側の担当者が、建物の性状

をよく把握し、積極的に運用しているさまが窺えたこ

とに触れておきたい。免震技術というハードな側面を

評価する作品賞の審査ではあるが、建物の総合評価と

いう点で特筆された。

（小泉雅生）

免震化した経緯及び企画設計等
本建物は2007年3月に周辺3町が合併して新しく発

足した木津川市の新庁舎である。周辺状況（日影等）
の制約から建物が階段形状となっているが、新庁舎へ
の要求として「地域防災拠点としての高い耐震性」、
「フレキシビリティーのある執務空間」、「階段状建物へ
の対応」等が求められた。
これらの要求に対し、免震構造を採用することで高

い耐震性能を確保しつつ、執務空間上部に大梁がない
架構計画の実現を目指した。また同時に、免震層を利
用した冷暖房負荷低減を行うなど環境面への配慮も行
った。

技術の創意工夫、新規性及び強調すべき内容等
上部構造はRC造で、階段状の耐震壁付きラーメン架

構と、その直交方向の大架構により構成した。大架構
は、最外スパンの機械室・階段室の壁ならびに内側の
通路部分を利用した組柱と、各通り最上階の内外境部
分を利用した1層分の組梁により形成している。また、
架構内の床組にはPC版（ST版）を用い、リブを露出さ
せることで有効階高を確保している。階段状建物の場
合、通常は偏心が問題となるが、免震構造の採用によ
り自由度の高い架構計画が可能となっている。上記の
構造計画に加え、免震層を利用した外気の予熱・予冷、
井水を利用した冷暖房、階段室を利用した自然換気な
ど、様々な環境負荷低減対策を行っている。

建築主：木津川市　河合規子
設計者：株式会社日建設計　多賀謙蔵、田代靖彦、小松慎二
施工者：三井住友建設株式会社　永野輝和

1階エントランス（撮影：伸和）

機械室・階段室の
壁を利用した組柱

各架構の最上階：
内外境となる組梁

通路部分の組柱 

架構内の床組は 
PC床版(ST版) 

最外柱の荷重は
内側へ集約し、
引抜を抑制 

天然ゴム系積層ゴム 
 + 鋼材ダンパー + 鉛ダンパー 

直交架構は
耐震壁付ラー
メン架構

部分架構モデル

建物外観 (撮影：日建設計）
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慶應義塾日吉キャンパス　協生館作品賞

建築概要
建 設 地：神奈川県横浜市港北区日吉4丁目1番1号
建 築 主：学校法人慶應義塾
設 計：環境デザイン研究所・三菱地所設計設計監理共同体
施 工：東急建設株式会社、東光電気工事株式会社
竣 工：2008年7月
建築面積：7,363.10㎡　延床面積：38,207.37㎡
階 数：地上7階、地下2階　高さ：30.279m
構造種別：地上　鉄骨造、地下　鉄骨鉄筋コンクリート造

選評
本建物は、「学術・研究施設」の他に、「社会・地域

連携／貢献施設」、「文化・芸術施設」、「運動施設」と

種々の用途の施設を複合した計画であり、平面的に約

120m×60m、地上7階、地下2階の規模を有する複

合用途の巨大な建物であるが、免震効果を活用して各

機能を区分する空間配置の自由度を実現している点は、

建築計画として明快である。「知のパサージュ」と呼ば

れる吹き抜け空間を各機能の区分位置に配置し、構造

的な地震時安定性に対する課題に対し免震効果を利用

することにより解決している点は、免震構造の新たな

方向性を示していると考えられる。また、前面道路沿

いに長い立面に対しても、シースルーエレベータで分

割する等壁面の割付けに変化を付けて対応している点、

地下1階プールの上に配置された構造体をY字型トラス

架構で支持している点も、設計上の工夫が見られた。

免震構造に関しても、セミアクティブダンパーを活用

して「長周期地震動」に対し積極的に取組んでいた。

一方、省エネルギーにも積極的に取組み「CASBEE横

浜認証制度」のSランクを取得し、環境に配慮していた。

以上より、本作品は免震効果を活用した建物として、

免震構造協会賞に相応しい作品であると評価できる。

（木林長仁）

免震化した経緯及び企画設計等
本計画は、慶應義塾創立150年記念事業の一環とし

て、3つの大学院・講堂・水泳場など様々な用途で構
成され、地域にも開放された複合施設である。教育研
究施設としての安全性、継続性の確保と、吹抜けを含
む複雑なボリューム構成を免震構造により実現した。
綱島街道側の高層部分から陸上競技場に向けた階段状
の断面構成により、陸上競技場との一体感を持たせた。
内部は、地下からつながる吹抜け空間を設けることに
より、自然光を取り入れた明るい内部空間とし、利用
者相互のコミュニケーションを誘発すると共に、視認
性の良い、大学が掲げる「環境・安全・健康キャンパ
ス」を具現化した。

技術の創意工夫、新規性及び強調すべき内容等
複雑な構成の建物に対し、免震構造を採用すること

により、地震力を低減し、大空間と多くの吹抜けを有
する開放性の高い空間を実現した。建物中央50mプー
ルの大空間には、鉄骨造変形トラス架構を採用した。
陸上競技場側をローラー支持（滑り支承）、建物側をピ
ン支持とすることで、純ラーメン構造の建物本体と合
理的に接続した。
免震支承は、天然ゴム系積層ゴム支承と低摩擦系の

弾性滑り支承とし、減衰装置にはオイルダンパーを用
いた。ダンパーの半数を可変減衰ダンパーとしたセミ
アクティブ免震システムにより、安全性、居住性の向
上を図っている。本システムは、慶應義塾、故吉田常
任理事、西村教授の発案、設計である。

建築主：学校法人慶應義塾　清家　篤
設計者：株式会社環境デザイン研究所　仙田　満

株式会社三菱地所設計　新居　仁、塚谷秀範
金箱構造設計事務所　金箱温春

陸上競技場側外観（撮影：アド・グラフィック）

内観　共用部吹抜け「知のパサージュ」（左）、地下1階大学水泳場（右）
（撮影：アド・グラフィック）

東―西断面図
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奥村記念館
（啓発普及功績賞）
作品賞

建築概要
建 設 地：奈良県奈良市春日野町4番地
建 築 主：株式会社奥村組
設 　 計：株式会社奥村組　西日本支社　建築設計部
施 　 工：株式会社奥村組
竣 　 工：2007年4月
建築面積：395.33㎡　延床面積：549.90㎡
階 数：地上2階
構造種別：鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）

選評
表彰委員会の審議のなかで、「一般に対する免震技術

の啓発・普及に多大の貢献をしている点を評価したい」

との声が多数の委員から上がり、この点を特に評価し

た当該の賞を贈ることが決定された。

建物は、奥村組ゆかりの地、奈良に創業100周年を

記念して建設されたものである。企画段階から、建物

全体を同社の売りである免震技術の展示ケースにした

いという狙いがあった。奈良公園内に位置するため、

免震構造を採用して、街並みと調和する繊細な上部構

造を実現している。地下免震ピットが外から見学でき、

館内には免震体験装置や免震模型が用意されている。

この建物が県の観光案内所の機能を併せ持つという

点を差し引いても、オープン後2年で、入館者が22万

人にも達したのは驚きである。現地審査中も、若いカ

ップルが免震体験装置に座って、兵庫県南部地震と新

潟県中越地震の実震動と免震効果を体験していた。入

館者へのアンケートからは、施設が強烈な印象を与え、

免震技術の理解に役立っていることがうかがえる。

阪神淡路大震災以降、特に関西地区では地震に対す

る関心度が高い。そうしたなかで、免震技術の一般へ

の啓発・普及を意図して企画された本建物が、顕著な

実績をあげていることは特筆に値するものであり、作

品賞（啓発普及功績賞）の受賞となった。

（平島　寛）

免震化した経緯及び企画設計等
奥村組の創業100周年を記念して建設した建物であ

り、内部には観光案内所と無料休憩スペースを設置し
ている。「春日山歴史的風土特別保存地区」という立地
条件を十分に考慮し、街並みとしての一体感に配慮し
た。特徴は次の3点である。
①上部構造を繊細にみせるというデザイン上の効果
を狙って免震を採用した。

②免震装置の設置状況を通行人からも良く見えるよ
うに、設置する内外空間をデザインした。

③免震装置模型、免震体験装置を設置し、免震の効
果を実体験できるようにした。

免震について、デザイン面での効果、免震装置の実
物見学、免震の実体験を備えることで、一般の人に免
震を理解いただくことを意図している。

啓発普及活動等
東大寺に程近く奈良公園内という立地も幸いして、開

館から2年で来館者が22万人を超えた。来館者へのアン

ケートでは、日本人・外国人共に、免震体験装置や地下

免震ピット及び免震模型への印象が高く、次いでデザイ

ンや雰囲気という結果が得られている。記念館には専属

のスタッフが常駐しており、来館者の質問に対応してい

るが、質問の内容が専門的な場合は設計者や施工者が対

応し、来館者の免震に対する疑問に的確に応えている。

株式会社奥村組　木村修治、篠原　努、服部晃三
得田健一、中屋成人

建物外観（撮影：奥村組）

免震体験装置（撮影4点共：奥村組）

免震ピット見学スペース 免震模型

免震ピット見学スペース
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（目的）
第 1 条 この規程は、社団法人日本免震構造協会
（以下「協会」という。）の表彰について必要な
事項を定め、免震構造の技術の進歩及び適正な
普及発展に貢献した者並びに建築物に対して表
彰することを目的とする。

（表彰の種類）
第 2 条 表彰は、功労賞、技術賞及び作品賞の3
種類に分けて行う。

（表彰の対象）
第 3 条 功労賞は、多年にわたり免震構造の適正
な普及発展に功績が顕著な者に贈る。
2 技術賞は、免震建築物の設計、施工及びこれら
に係る装置等に関する技術としての優れた成果
に贈る。
3 作品賞は、免震構造の特質を反映した、優れた
建築物に贈る。

（表彰の方法）
第 4 条 表彰の方法は、功労、技術又は作品の内
容により表彰状と副賞又は感謝状を贈る。
2 表彰の時期は、原則として、協会の通常総会時
に行う。

（応募資格）
第 5 条 応募者は、原則として、第1種正会員に
属する個人、第2種正会員及び賛助会員に属する
個人とする。

（応募の方法）
第 6 条 協会会長(以下「会長」という。）は、毎
年日本免震構造協会賞応募要領を定め、候補者
を募集する。
2 応募は、自薦又は他薦のいずれでも良い。

（表彰委員会）
第 7 条 日本免震構造協会賞の審査は、表彰委員
会（以下「委員会」という。）が行う。
2 委員長及び委員は、理事会の同意を経て、会長
が委嘱する。

3 委員会には、委員長の指名により副委員長1名
を置く。副委員長は、委員長を補佐し、委員長
に事故ある時は、その職務を代行する。

4 委員会は、委員長及び副委員長を含め、8名以
内で構成する。

5 委員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨
げないが連続2期までとする。

6 委員長は、必要に応じ専門委員を置くことがで
きる。

7 委員会の運営について必要な事項は、委員会が
別に定める。

（受賞者の決定）
第 8 条 受賞者は、委員会の推薦により会長が決
定する。

（規程の改廃）
第 9 条 この規程の改廃は、理事会の議決による。
（細則）
第10条 この規程を実施するために必要な事項に
ついては、別に定める。
附則（最終改正）
この規程は、平成19年5月16日から施行する。

応募申込先及び応募に関する問合せ先
（社）日本免震構造協会・事務局
〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18

JIA館2階
TEL03-5775-5432 FAX03-5775-5434

第11回（2010年）日本免震構造協会賞募集

社団法人日本免震構造協会表彰規程に従って、下記のとおり第11回（2010年）日本免震構造協会賞の
応募者を公募いたします。会員の方々の積極的な応募と推薦をお待ちしております。なお、ここでの表彰対
象には、制振構造を含めることとします。また、作品賞は、2009年9月末日以前に竣工した建築物で、審
査のための内部視察が可能な建築物を対象といたします。
●応募締切日 応募申込　2009年10月末日まで ●（社）日本免震構造協会表彰委員会

（ＦＡＸ可） 委員長 河村壮一
書類提出　2009年11月末日 委員 江本正和　　木林長仁　　小泉雅生

●表　彰　式 2010年6月 小堀　徹　　中埜良昭　　古橋　剛
（社）日本免震構造協会通常総会後 増田　剛

社団法人日本免震構造協会表彰規程
2000年6月15日制定
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日本免震構造協会では、平成16年12月24日に指定性能評価機関の指定（指定番号：国土交通大臣　第23号）

を受け、性能評価業務を行っております。また、任意業務として、申請者の依頼に基づき、評定業務を併せ

行っております。

建築基準法に基づく性能評価業務のご案内
◇業務内容

建築基準法の性能規定に適合することについて、一般的な検証方法以外の方法で検証した構造方法や建築
材料については、法第68条の26の規定に基づき、国土交通大臣が認定を行いますが、これは、日本免震構
造協会等の指定性能評価機関が行う性能評価に基づいています。

◇業務範囲

日本免震構造協会が性能評価業務を行う範囲は、建築基準法に基づく指定資格検定機関等に関する省令第
59条各号に定める区分のうち次に掲げるものです。
①第2号の2の区分（構造性能評価）
建築基準法第20条第一号（第二号ロ、第三号ロ及び第四号ロを含む）の規定による、高さが60mを超える
超高層建築物、または免震・制震建築物等の時刻歴応答解析を用いた建築物
②第6号の区分（材料性能評価）
建築基準法第37条第二号の認定に係る免震材料等の建築材料の性能評価

◇業務区域

日本全域とします。

◇性能評価委員会

日本免震構造協会では、性能評価業務の実施に当たり区分毎に専門の審査委員会を設けています。
①構造性能評価委員会（第2号の2の区分）原則として毎月第1水曜日開催
②材料性能評価委員会（第6号の区分） 原則として毎月第1金曜日開催

◇評価員

構造性能評価委員会 材料性能評価委員会
委員長 和田　章 （東京工業大学） 委員長 寺本　隆幸 （東京理科大学）
副委員長 壁谷澤寿海 （東京大学） 副委員長 山　峯夫 （福岡大学）

山崎　真司 （東京電機大学） 委員 曽田五月也 （早稲田大学）
委員 大川　出 （建築研究所） 西村　功 （東京都市大学）

島 和司 （神奈川大学） 山崎　真司 （東京電機大学）
瀬尾　和大 （東京工業大学）
曽田五月也 （早稲田大学）
田才　晃 （横浜国立大学）
中井　正一 （千葉大学）

◇審査基準

性能評価の審査は、第2号の2の区分にあっては、平成12年建設省告示第1461号「超高層建築物の構造耐力
上の安全性を確かめるための構造計算の基準を定める件」を含む建築基準法令、その他の技術基準に照ら
し審査いたします。
また、第6号の区分にあっては、平成12年建設省告示第1446号「建築物の基礎、主要構造部等に使用する
建築材料並びにこれらの建築材料が適合すべき日本工業規格又は日本農林規格及び品質に関する技術的基
準を定める件」を含む建築基準法令、その他の技術基準に照らし審査いたします。
具体的には、該当する業務方法書をご覧ください。

◇詳細案内

詳しくは、日本免震構造協会のホームページをご覧下さい。
URL: http://www.jssi.or.jp/

日本免震構造協会　性能評価（評定）完了報告
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国土交通省から公表された大臣認定取得免震建物のうち、ビルディングレター（日本建築センター）に掲載されたもの、及び
当協会免震建物データ集積結果により作成しています。間違いがございましたらお手数ですがFAXまたはe-mailにて事務局までお知らせください。
また、より一層の充実を図るため、会員の皆様からの情報をお待ちしておりますので、宜しくお願いいたします。

出版部会　メディアWG URL:http://www.jssi.or.jp/ FAX:03-5775-5734 E-MAIL: jssi@jssi.or.jp

国内の免震建物一覧表

免震建物一覧表
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超高層免震建物一覧表
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委 員 会 の 動 き その詰めの作業の一環として、

免震部材の対風性能確認に必要

となる実験データの整備、最大

応答変位の簡易評価法ならびに

「経験的風況特性を用いた仮想台

風」による「極めて希な暴風時

の風速経時変化」等について検

討した。

施工部会
委員長　原田　直哉

JSSI免震構造施工標準2009年版

の改定作業は、改訂内容を出版

社に渡し、粗原稿の修正を行っ

ている。細部の修正・確認を残

すのみとなっており、8月には刊

行できる予定である。

免震部材部会
委員長　 山　峯夫

●アイソレータ小委員会

委員長　 山　峯夫

アイソレータ小委員会では、

免震構造の最新の知見を盛り込

んだ「免震部材と免震設計入門

（仮題）」の刊行にむけて執筆に

取り組んでいる。担当者による

原稿を各章ごとに集め、内容の

検討を行っている。

●ダンパー小委員会

委員長　荻野　伸行

アイソレータ小委員会と連携を

取りながら進めることとなった

「免震部材部材と免震設計」に関

するダンパーの原稿作成（概要・

特徴、各ダンパーの基本性能、耐

火性・耐久性等）及びオイルダン

パーの耐火性能について継続審議

している。

●水平二方向加力時の免震部材

の特性と検証法WG

主査　 山　峯夫

本WGは、免震部材の2方向加力

分科会の活動報告を示す。

免震設計部会
委員長　公塚　正行

●設計小委員会

委員長　藤森　智

「免震装置の接合部・取り付け

躯体の設計指針」における問題

点や未解決事項を洗い出し、改

定を進めていくことを今後の活

動方針とした。当面積層ゴムア

イソレータと各種ダンパーにお

ける文献調査やメーカーリアリ

ングを行い、現状の免震部材接

合部の設計方法の把握を行う。

●入力地震動小委員会

委員長　瀬尾　和大

入力地震動小委員会では，4月

に開催された第5回技術報告会へ

の対応に引き続き、2005年11月

に協会から刊行された『時刻歴

応答解析による免震建築物の設

計基準・同マニュアル及び設計

例』担当箇所（第5章5.1節）の改定

に向け検討を行っている。最近

数年間における地震動予測に関

する研究の動向，特に長周期・

長時間入力への対応が注目され

るところとなっている。

●設計支援ソフト小委員会

委員長　酒井　直己

免震建物におけるオイルダン

パー及び粘性ダンパー投入量の

簡易設計法に関する検討を継続

中。4月までの検討内容を「2009

年度日本建築学会大会学術講演

会」で発表することにし、2編に

分けて原稿を作成、投稿した。

耐風設計部会
委員長　大熊　武司

当協会の第五回技術報告会に

おいて活動報告するとともに、

運営委員会
委員長 深澤　義和

運営委員会は、4/21、5/12、

6/16に開催した。

総会が6月4日に開催され、平

成20年度事業報告・決算および

平成21年度事業計画・予算等が

承認された。本年度は、引き続

き免震構造の普及発展を促すた

めの活動を中心に、創立15周年

記念事業の成功を支援する。さ

らなる普及のためには、建築

主・設計者にどのようなニーズ

があり、何を協会が支援すべき

かなどを普及委員会と協調して

活動をすすめる。

一般社団法人への移行につい

ては、「新法人対応委員会」で準

備を進めていく。

技術委員会
委員長　和田　章

技術委員会の活動報告会が4月

23日に162人の参加のもとに開か

れた。1980年代の初めに実用化

されて3 0年近くが過ぎるが、

次々と新しい技術が生まれ、新

しく解明すべき問題が出てくる。

本年は、台湾でアパートが倒れ、

大きなダムに数mの段差ができた

集集地震から10周年、米国で性

能設計が言われ始めたロマプリ

エタ地震から20周年、年が明け

ると兵庫県南部地震から15周年

である。2年前の7月に起きた中

越沖地震を受けた柏崎刈羽原子

力発電所では7号基が再運転を開

始し、6号基も動き出すといわれ

ている。原子力発電所に免震構

造を用いる研究も本格化してい

るが、早く実現するように皆で

頑張らねばならない。以下に各
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時の特性について検討するために

設置された。まずは、会誌

MENSHINのNo.63（2009.2）におい

て竹中工務店とブリヂストンらに

よる高減衰積層ゴムの実験結果に

ついて詳細に検討を加えている。

応答制御部会
委員長　笠井　和彦

制振部材の特性を共通評価す

るための検討を引き続き行なっ

て（4/17, 5/29）、その成果を第5回

技術報告会（4/23）で発表した。ま

た、6/5には「新宿センタービル

耐震バリューアップ」作業所で、

長周期地震に対応するための制

振補強工事の見学会（約30名参加）

を実施した。

制振部材品質基準小委員会

委員長　木林　長仁

防耐火部会
委員長　池田　憲一

耐火設計ガイドブックはWGを

設置し今年度発行を目標に執筆

を継続。滑り系装置の耐火構造

認定条件の検討を継続し試験機

関連絡協議会委員長に説明。オ

イルダンパーの耐火性能につい

て機械工学有識者へのヒアリン

グを計画している。

「免震建物の建築・設備標準」

作成WG

主査　森高　英夫

同標準2001年版の改定作業を

月1回のWGで実施している。4月

の技術報告会および6月の総会で

改定内容の概要を紹介した。現

在、ドラフト原稿がほぼ出揃い、

委員全員で査読を始めた。本年9

月の発刊を目標に活動を行って

いる。

「設計基準」作成WG

主査　北村　佳久

「時刻歴応答解析による免震建

築物の設計基準・同マニュアル

及び設計例」の改訂作業を引き

続き行っており、第5回技術報告

会および2009年度通常総会で改

定方針の説明を行った。

普及委員会
委員長　須賀川　勝

各部会とも新年度の計画も決

まり、活動を開始している。普

及委員会幹事会を開催して問題

点などがあれば、検討する予定

である。

前号から委員の補充や委員長

代理を決めている教育普及部会

も順調に活動している。各部会

の詳細は以下の通りである。

教育普及部会
委員長代理　前林　和彦

今年度一年間の主な活動内容

について打合せを行った。 主な

活動として、①日本建築学会大

会に「免震フェア2009」を出典、

②危機管理産業展2009への出典、

③「時刻歴応答解析による免震

建築物の 設計基準・同マニュア

ル及び設計例」、 「免震建物の建

築・設備標準2009」発刊時の講

習会、等を予定。8月に行う①に

ついて、出展方法の詳細検討を

開始した。

出版部会
委員長　加藤　晋平

出版部会の全体会議は、7月22

日（水）に開催されました。8月24

日（月）発行予定の会誌65号の進行

状況、次の66号の内容及び執筆依

頼について検討しました。

創立15周年記念事業の第三回

記念見学会が大阪で開催され好

評を得て終了し、次回の検討に

入っていることが報告された。

また、今号より第5回技術報告

会の各委員会の報告概要を順次

掲載していく事も報告された。

社会環境部会
委員長　久野　雅祥

5月27日に第18回委員会を開

催。今年度活動テーマとして、

「免震を普及させる」「阻害要因

を解決する」ためのテーマと、

進める上での個別テーマについ

て討議を行った。また、2007年

までの免震建築物の実績、生産

施設実績など関連テーマについ

て情報の交換を行った。

戸建住宅部会
委員長　中澤　昭伸

当部会の免震住宅推進WG（飯

場委員長）において、4/20、5/28、

6/29の3回にわたり告示免震で設

計を行うにあたっての技術的な

問題の内容について、話し合い

を行った。免震戸建て住宅の設

計において、低コストでできる

地盤調査方法の調査及び技術的

内容の確認および、設計の簡便

化を目指した地盤の卓越周期ご

との増幅率を取り込んだ応答ス

ペクトル（過去のデ－タに基づい

た）を作成し、実際の免震戸建て

住宅を用いて試設計を行いその

妥当性を検証している。なお今

年度はJSSI設計部会の協力も得て

詳細な検討を行う予定である。

国際委員会
委員長 斉藤　大樹

国際委員会では、9月16日～18

日に東京大学生産技術研究所に

おいて開催される「15周年事業

国際シンポジウム」の開催準備

を進めています。技術発表会お
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答制御建築物に関する国際シ

ンポジウム」

（2009年 9月 16日（水）～ 18日

（金）、於：東京大学生産技術研

究所コンベンションホール）

を開催する。これら企画の詳細

は協会ホームページから見るこ

とができる。

http://www.cibw114.net/symposium

2009/index-j.shtml

また、広報部会（加藤晋平部会

長）では見学会が好評を博してお

り、第4回目の見学会を計画予定

である。

現在まで、既に、下記のプロ

ジェクトが成功裏に遂行されて

いる。

調査研究部会（古橋剛部会長）に

おいて、

○「研究助成事業」による奨励

金支給研究公募（2009年6月審

査終了）

コンペ部会（立道郁生部会長）に

おいて、

○「優秀修士論文賞（2009年協会

総会に於いて授賞式終了）」

○「国際アイディアコンペ」

（2009年協会総会に於いて授賞

式終了）

○「子ども絵画コンクール～地

震災害のない未来、2050年の

こんな家、こんなまちなみ、

こんなくらし～」（2008年12月

審査終了、授賞終了）

広報部会（加藤晋平部会長）では3

回の見学会

○第3回天満計画新築工事建築現

場見学と講演会（2009年6月5日）

市民イベント実施部会（三山剛史

部会長）では、

○免震構造普及イベント「来て！

見て！乗って！免震」（2008年

8月29日～31日）

を企画実行してきた。2008年の

当協会15周年を記念して様々な

事業を企画してきたが、いよい

よ大詰めとなってきた。最後の

一大イベントである、国際シン

ポジウムは現在参加受付中であ

る。会員各位においても、是非

活発な参加をお願いし、大いに

盛り上げていただきたい。

よび一般講演会の発表者も概ね

固まり、たいへん国際色豊かな

シンポジウムになると思います。

別に掲載する開催案内またはシ

ンポジウムのホームページをご

覧き、会員の皆様の積極的な参

加をお願いします。

資格制度委員会
委員長　長橋　純男

資格制度委員会は、当協会が

認定する「免震部建築施工管理

技術者」および「免震建物点検

技術者」の資格に関わる講習・

試験の実施及びその合否判定に

関わる事業を担当している。そ

こで、今年度第1回の当委員会運

営幹事会を4月14日（火）に開催し、

下記の今年度全体スケジュール

［最新版］について審議・確認し

た。

10月4日（日）

第10回免震部建築施工管理技術者

講習・試験

会場：都市センターホテル

11月8日（日）

第5回免震部建築施工管理技術者/更新講習会

会場：砂防会館

11月29日（日）

第3回免震建物点検技術者/更新講習会

会場：建築家会館

1月23日（土）

第8回免震建物点検技術者講習・試験

会場：砂防会館

記念事業委員会
委員長　川口　健一

本協会の15周年記念事業活動

も後半戦の山場を迎えようとし

ている。記念事業の後半の目玉

企画として、記念国際ワークシ

ョップ部会（斉藤大樹部会長）に

おいて

○「持続的社会のための地震応
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日付 委員会名 開催場所 人数

4.3 記念事業委員会 事務局 11
4.6 技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会 〃 13
4.8 技術委員会/免震部材部会/水平二方向加力時の免震部材の特性と検証法WG 〃 15

4.8
 技術委員会/免震部材部会/水平二方向加力時の免震部材の特性と検証法WG/

 高減衰ゴム系積層ゴム支承SWG 
〃 12

4.8 技術委員会/「免震建物の建築・設備標準」作成WG 建築家会館3F小会議室 7
4.10 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 〃 8
4.14 技術委員会/防耐火部会/オイルダンパー耐火性能WG 事務局 9
4.14 技術委員会/防耐火部会/標準試験体WG 〃 6
4.14 資格制度委員会/運営幹事会 〃 7
4.16 技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会 〃 10
4.16 建築計画委員会 〃 4
4.17 技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会 〃 6
4.20 技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会 建築家会館3F小会議室 6
4.20 普及委員会/戸建住宅部会/免震住宅推進WG 事務局 8
4.21 技術委員会/防耐火部会 〃 16
4.21 運営委員会 〃 14
4.22 普及委員会/出版部会/「MENSHIN」64号編集WG 〃 5
4.22 普及委員会/出版部会 〃 13
4.22 記念事業委員会/広報部会/第3回見学講演会打合せ 〃 4
4.27 国際委員会 東京大学生産技術研究所 8
4.28 技術委員会/免震設計部会/設計小委員会 事務局 12

4.30
 技術委員会/免震部材部会/水平二方向加力時の免震部材の特性と検証法WG/

 高減衰ゴム系積層ゴム支承SWG 
〃 14

5.8 技術委員会/免震部材部会/アイソレータ小委員会 〃 11
5.11 技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会/オイルWG 〃 4
5.11 技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会 〃 12
5.12 運営委員会 〃 14
5.12 技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG 〃 13
5.13 技術委員会/「免震建物の建築・設備標準」作成WG 〃 9
5.13 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 〃 7
5.18 技術委員会/耐風設計部会 〃 5
5.19 技術委員会/免震部材部会/ダンパー小委員会 〃 10
5.21 技術委員会/防耐火部会/標準試験体WG 〃 7
5.21 技術委員会/防耐火部会 〃 15
5.21 技術委員会/「設計基準」作成WG 〃 3
5.22 国際委員会 ㈱日建設計　会議室 9
5.26 技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会 事務局 4
5.27 普及委員会/社会環境部会 〃 3
5.27 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館3F小会議室 7
5.28 普及委員会/戸建住宅部会/免震住宅推進WG 事務局 6
5.29 普及委員会/教育普及部会 〃 7
5.29 技術委員会/応答制御部会/制振部材品質基準小委員会 建築家会館1F大ホール 9
6.2 技術委員会/免震設計部会/設計小委員会 事務局 11
6.8 記念事業委員会/調査研究部会 〃 3
6.8 技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会 建築家会館3F大会議室 13
6.9 技術委員会/免震部材部会/水平二方向加力時の免震部材の特性と検証法WG 事務局 14

6.9
 技術委員会/免震部材部会/水平二方向加力時の免震部材の特性と検証法WG/

 高減衰ゴム系積層ゴム支承SWG 
〃 15

6.9 技術委員会/施工部会 建築家会館3F大会議室 9
6.10 技術委員会/「免震建物の建築・設備標準」作成WG 事務局 8
6.10 資格制度委員会/施工管理技術者試験部会 建築家会館3F小会議室 7
6.11 建築計画委員会 事務局 3
6.12 記念事業委員会 〃 10
6.12 技術委員会/免震部材部会/アイソレータ小委員会/4章打合せ 大成建設㈱　会議室 4
6.16 運営委員会 事務局 12
6.18 技術委員会/防耐火部会/「耐火設計ガイドブック」作成WG 〃 6
6.19 技術委員会/免震設計部会/入力地震動小委員会 〃 10
6.22 技術委員会/施工部会 〃 9
6.23 技術委員会/免震設計部会/設計支援ソフト小委員会 〃 6

委員会活動報告（2009.4.1～2009.6.30）
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日付 委員会名 開催場所 人数

6.24 技術委員会/防耐火部会/標準試験体WG 事務局 9
6.24 技術委員会/防耐火部会 〃 13
6.24 技術委員会/耐風設計部会/免震部材WG 建築家会館1F大ホール 8
6.26 記念事業委員会/調査研究部会 事務局 4
6.29 普及委員会/戸建住宅部会/免震住宅推進WG 〃 8
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会員動向

会員種別 会員名 業種または所属

入　会

会員数 名誉会員 1名
（2009年6月30日現在）

  第1種正会員 97社

 第2種正会員 169名

 賛助会員 68社

 特別会員 6団体

氏　名 業　種会員種別

退　会

第2種正会員 武田　壽一 

賛助会員 メーカー／免震材料（周辺部材）国際計測器㈱
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会員動向

入会のご案内

会員の特典など

入会ご希望の方は、次項の申込書に所定事項をご記入の上、事務局までご郵送下さい。
入会は、理事会に諮られます。理事会での承認後、入会通知書・請求書・資料をお送りします。

お分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館2階

社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432 
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

会員種別 入会金 年会費

300,000円
（1口）
300,000円

免震構造に関する学術経験を有する者で、本協
会の目的に賛同して入会した個人
理事の推薦が必要です

5,000円 5,000円

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の事
業を賛助するために入会した法人

100,000円 100,000円

本協会の事業に関係のある団体で入会したもの

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

特別会員

免震構造に関する事業を行う者で、本協会の目
的に賛同して入会した法人

別　途 ―

総会での
議決権

会誌送付部数 講習会・書籍等

有／1票
4冊／1口
10冊／2口
20冊／3口

会員価格

有／1票 1冊 会員価格

無 2冊 会員価格

第1種正会員

第2種正会員

賛助会員

委員会
委員長

可

可

不可

委員会
委　員

可

可

可
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会員動向

社団法人日本免震構造協会 入会申込書〔記入要領〕

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18  JIA館 2階

社団法人日本免震構造協会事務局

TEL：03-5775-5432
FAX：03-5775-5434
E-mail：jssi@jssi.or.jp

第１種正会員・賛助会員・特別会員への入会は、次頁の申込み用紙に記入後、郵便にてお送り

下さい。入会の承認は、理事会の承認を得て入会通知書をお送りします。その際に、請求書・

資料（協会出版物等）を同封します。

２．代表名とは、下記の①または②のいずれかになります

３．担当者は、当協会からの全ての情報・資料着信の窓口になります。

４．建築関連加入団体名

５．業種：該当箇所に○をつけて下さい。｛　　　｝欄にあてはまる場合も○をつけて下さい

６．入会事由・・・例えば、免震関連の事業展開・○○氏の紹介など。

例えば・・・・・・総会の案内・フォーラム・講習会・見学会の案内・会誌「ＭＥＮＳＨＩＮ」・会

３団体までご記入下さい。

その他は（　　　）内に具体的にお書き下さい。

費請求書などの受け取り窓口

１．法人名（口数）・・・口数記入は、第１種正会員のみです。

記載事項についてお分かりにならない点などがありましたら、事務局にお尋ねください。

第１種正会員につきましては、申込み用紙の代表権欄の代表権者または指定代理人の□に　を

①代表権者　・・・法人（会社）の代表権を有する人

例えば、代表権者としての代表取締役・代表取締役社長等

こちらの場合は、別紙の指定代理人通知（代表者登録）に記入後、申込書と併せて送付し

て下さい。

②指定代理人・・・代表権者から、指定を受けた者

入れて下さい。
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会員動向

氏　　　名

所属・役職

担当者

代表者

法　人　名（口　数）

□代表権者

□指定代理人

業種

○をお付けください

会員種別
○をお付けください

申　込　日（西暦）

申込書は、郵便にてお送り下さい。

資本金・従業員数

設立年月日（西暦）

建築関係加入団体名

入会事由

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

氏　　　名

所属・役職

住　　　所
（勤務先）

ふ  り  が  な

ふ　り　が　な

年　　　　　月　　　　　日

万円　　・ 人

A：建設業

B：設計事務所 

C：メーカー

D：ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

E：その他

a.総合　b.建築　c.土木　d.設備　e.住宅　f.プレハブ

a.総合　b.専業　｛1.意匠　2.構造　3.設備｝

a.免震材料　｛1.アイソレータ　2.ダンパー　3.配管継手

　　　　　　4.EXP.J　5.周辺部材｝

b.建築材料（　　　　　）　c.その他（　　　　　   ）

a.建築　b,土木　c.ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ　d.その他（　　　 　）

a.不動産　b,商社　c.事業団　d.その他（　　  　　  ）

*会員コード
*入会承認日

*本協会で記入します。

第1種正会員

〒

〒

E-mail

－ FAX－ － －

FAX － －

賛助会員 特別会員

（　　　　口）

印

印

年　　　月　　日 月　　　　日

※貴社、会社案内を1部添付してください

E-mail

－ －

社団法人日本免震構造協会 入会申込書
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社団法人日本免震構造協会「免震普及会」に関する規約

平成11年2月23日
規約第1号

　社団法人日本免震構造協会免震普及会（以下

「本会」という。）は、社団法人日本免震構造

協会（以下「本協会」という。）の事業目的と

する免震構造の調査研究、技術開発等について

本協会の会報及び活動状況の情報提供・交流を

図る機関誌としての会誌「MENSHIN」及び関

連事業によって、免震構造に関する業務の伸展

に寄与し、本協会とともに免震建築の普及推進

に資することを目的とする。

第１（目的）

　入会手続きの完了した者は、本会員として名

簿に登載し、本会員資格を取得する。

第７（登録）

　本会の目的違背行為、詐称等及び納入金不

履行の場合は、本会会員の資格喪失するもの

とする。

第８（資格喪失）

　本会員は、本協会の会員に準じて、次のよ

うな特典等を享受することができる。

　① 刊行物の特典頒付

　② 講習会等の特典参加

　③ 見学会等の特典参加

　④ その他

第１０（会員の特典）

　本会の目的達成のため及び本会員の向上の

措置として、セミナー等の企画実施を図るも

のとする。

第１１（企画実施）

　日本免震構造協会会誌会員は、設立許可日

より、この規約に依る「社団法人日本免震構

造協会免震普及会」の会員となる。

附則

　会誌は、１部発行毎に配付する。

第９（会誌配付）

　本会員になろうとする者（個人又は法人）は、

所定の入会申込書により申込手続きをするもの

とする。

第３（入会手続き）

　会員となる者は、予め、入会金として１万円

納付するものとする。

第５（入会金）

　納入した会費及び入会金は、返却しないもの

とする。

第６（納入金不返還）

　会費は、年額１万円とする。会費は、毎年度

前に全額前納するものとする。

第４（会費）

　本会を「（社）日本免震構造協会免震普及会」

といい、本会員を「（社）日本免震構造協会免震

普及会会員」という。

第２（名称）
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社団法人日本免震構造協会「免震普及会」入会申込書

申込書は、郵便にてお送り下さい。

申　込　日

氏　　　名
ふ　り　が　な

勤　務　先

自　　　宅

連　絡　先

住　　　所

連　絡　先 TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

TEL（　　　　）　　　　　－

FAX（　　　　）　　　　　－

会　社　名

（西暦） 年　　　月　　　日 月　　　　日

印

所属・役職

住　　　所

〒　　　－

A：建設業　　 B：設計事務所 　　C：メーカー（　　　　　　　  ）

A：勤務先　　　 B：自　宅

D：コンサルタント　　 E：その他（　　　　　　　  　　　　　　）

〒　　－

業　　　種

会誌送付先

*コード

*入会承認日

*本協会で記入します。

該当箇所に○を

お付けください

該当箇所に○を

お付けください

業種Cの括弧内

には、分野を記

入してください
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会員動向

会員登録内容に変更がありましたら、下記の用紙にご記入の上FAXにてご返送ください。

●登録内容項目に○をおつけください

1．担当者　　2．勤務先　　3．所属　　4．勤務先住所

5．電話番号　　6．FAX番号　　7．E-mail　　8．その他（　　　　　　　　　　）

送信先　社団法人日本免震構造協会事務局 宛

F A X　 0 3 － 5 7 7 5 － 5 4 3 4

※代表者が本会の役員の場合は、届け出が別になりますので事務局までご連絡下さい。

送付日（西暦） 年　　　月　　　日

会員登録内容変更届

会 社 名

（ ふりがな ）

担 当 者

勤務先住所

会 員 種 別 ：

発 信 者 ：

勤 務 先 ：

T E L ：

所 属

T E L

F A X

E - m a i l

第1種正会員　　第2種正会員　　賛助会員　　特別会員　　免震普及会

〒　　　　　－

（　　　　　）

（　　　　　）

●変更する内容
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121行事予定表

I n f o r m a t i o n

9/10 理事会（JSSI会議室）

9/16～18 記念事業／国際シンポジウム（東京：東大生研）

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

11月
11/8 施工管理技術者対象：更新講習会（東京：砂防会館）

11/16 通信理事会

11/29 点検技術者対象：更新講習会（東京：建築家会館）

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

9月

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

31

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

10月

10/16 通信理事会

10/21～23 危機管理産業展2009に出展（東京ビックサイト）

日 月 火 水 木 金 土

1

8

15

22

29

2 

9 

16 

23 

30

3 

10 

17 

24

31

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

12月

12/16 通信理事会

12/28 仕事納め

年末年始の休暇　　12/29～1/3

は、行事予定日など行事予定表（2009年9月～12月）
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インフォメーション

武田壽一元副会長を偲ぶ
財団法人日本建築防災協会　 関　松太郎

去る平成21年7月3日、梅雨空の下、東村山市

の斎場におきまして、社団法人日本免震構造協

会の武田壽一元副会長の告別式がしめやかに執

り行われました。

6月28日に75歳で永眠されたとの訃報に、長

い間免震・制震工法の研究開発に苦楽をともに

してきた私にとって大きな衝撃であり、また信

じられない気持でありました。学術研究・技術

開発はもとより、お酒、野球、ゴルフ、囲碁な

どすべてに半端でない力を発揮され、我々を牽

引しながら常に先頭を走るあたかも重機関車の

ような大きな後ろ姿を今でも忘れられません。

日本免震構造協会においては、1992年の免震

構造協会設立の準備会から多く関与されまし

た。免震構造協会が創立された1993年から10年

間副会長をされました。その間に協会の法人化

に尽力され、1999年に社団法人として国交省

（当時：建設省）の認可団体となりました。協会

活動としては、2000年から2002年まで表彰委員

会と運営委員会の委員長を歴任され、免震協会

賞の選定と会の運営に尽力されました。免震協

会の年2回のゴルフ大会にも参加され（写真2）ダ

イナミックなプレーは定評でした。

大林組においては、常務取締役・技術研究所

長を歴任され、常に研究開発の中心的な存在と

して活躍されました。若かりし頃、会社からイ

リノイ大学に留学し、M. A. Sozen教授のもと

で行った、鉄筋コンクリート造の地震応答に関

する研究論文は、ASCE（アメリカ土木学会）か

らMoisseif賞を受賞し、この内容が世界中で現

在も使われている「武田モデル」であることは

あまりにも有名な業績であります。その後、大

林組社内の多岐にわたる構造分野の指導的役割

を果たされ、特に、鉄筋コンクリート造分野で

の功績が大きく、原子力発電格納容器の研究開

発、高層鉄筋コンクリート建物の一連の研究開

発、それから、在職後半には、免震・制震工法

の開発にも力をいれられ、1986年に建設した免

震ビル「ハイテクR&Dセンター」、および1998

年発行された「構造物の免震・防振・制振」は、

当時の免震・制震の研究開発に凌ぎを削ってい

た業界で注目されることとなりました。

偉大な研究者、技術者として大林組社内ばか

りでなく、広く建築学会、建築業界でも活躍さ

れ、技術に対する先見の明、厳しさ、そして飽

くなきチャレンジ精神とともに、後進に対する

暖かい指導と思いやりは我々若輩にとって大き

な尊敬と誇りでもありました。真の研究開発が

何であるかを、身をもって教えていただいた人

を失ったことは残念でたまりません。

ここに謹んでご冥福をお祈りいたします。

写真1 武田壽一元副会長

写真2 免震協会ゴルフコンペ

（写真：山口昭一元会長提供）
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新日鉄エンジニアリングの

免震シリーズ

■積層ゴム一体型免震Ｕ型ダンパー

従来の免震鋼棒ダンパーに比べ、降伏せん断力当たりの
価格が安く、経済的です。

積層ゴムアイレーターと一体にすることが可能です。
また、ダンパーのサイズ、本数や配置、組み合わせを選択できます。

免震U型ダンパーの360度すべての方向に対し、
ほぼ同等の履歴特性を示します。

地震後のダンパー部分の損傷程度を目視にて確認でき、点検が容易です。
また、万が一の地震後におけるダンパー交換も可能です。

■別置型免震U型ダンパー

免震Ｕ型ダンパー
低コスト

自由度

無方向性

メンテナンス

純度99.99％の純鉛を使用、数mmの変位から地震エネルギーを
吸収します。また800mm以上の大変形にも追随できます。

従来の径180の鉛ダンパーと比べ、２倍以上の降伏せん断力をもち、
経済的です。

地震後のダンパー交換も容易です。また変形した鉛ダンパーは
再加工後、再利用できるため、廃棄物になりません。

高品質

低コスト

メンテナンス

免震鉛ダンパー

強く、安く、扱いやすい
純鉛ダンパー

さまざまな設計・施工ニーズに
応える２タイプの免震Ｕ型ダンパー

■鉛ダンパー

〒100-8071 東京都千代田区大手町二丁目6番3号

問合せ先：03-3275-6667 0120-57-7815 http://www.nsc-eng.co.jp/
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I n f o r m a t i o n
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震大地震震に備える

免震建築の普及のため、建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの
（約9分）

価格（税込） ： 会　員 ￥2,000
  非会員 ￥2,500
  アカデミー ￥1,500

発 行 日 ： 2005年8月

発 売 元 ： 社団法人日本免震構造協会

［日本語版］
価格（税込） ： 会　員 ￥1,500
  非会員 ￥2,000
  アカデミー ￥1,000

発 行 日 ： 2006年11月

価格（税込） ： 会員［特別価格］ ￥5,500
発 行 日 ： 2006年12月

［英語版］

国際委員会は2000年よりCIB（建築研究国際協議会）のTG44
（Performance Evaluation of Buildings with Response Control 
Devices）の活動もしておりましたが、今回その成果として免制
振に関する世界の現状を記した書籍がTaylor&Frances社より出
版されました。各国の技術基準比較と設計・解析方法などの紹
介、免震建物の地震応答観測結果、装置の紹介、各国の設計例
データシートなどが示されている。　　　　　　　　（英語版）

「政権交代」がうたわれ選挙戦に突入し、各党は
マニフェスト（政権公約）を発表して論戦が繰り広
げられております。免震建物の設計では常にマニ
フェスト（性能公約）が実施されており、施主にい
かに性能を説明し実現していくことが問われてお
りますので、真摯に設計・施工が行われることが
望まれます。
今号では、免震協会創立15周年記念事業関連の
掲載が多くありますが、「優秀修士論文賞」は若い
研究者の登竜門となり、学生が構造を嫌う時代に
若き構造設計者や研究者が増えていっていただき
たく、今回を契機に毎年続けて盛り上げていきた
いと思います。また、第10回日本免震構造協会賞

は、いつもながら免震ならではの建築デザインが
表現されており、構造設計者の励みとなる賞とな
っているように思われます。今後は制震建物も表
彰対象となり幅広い応募が期待されます。
免震建築訪問は、東京都選定歴史的建造物の第1

号となった日本橋三越本店本館の免震レトロフィ
ットです。営業しながらの工事で工事工程・施工
手順にいかに苦労されたがわかる訪問現場でした。
今回の訪問取材を含め編集WGは、岩下、齊木、鳥
居、中村、山添さんの5名の方々でした。御苦労様
でした。

出版部会委員長　　加藤　晋平

編集後記
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非会員価格
会員価格

発行年月内　　　　容タイトル

第5回技術報告会梗概集 技術委員会（免震設計・応答制御・免震部材・施工・防耐火部会等）の
2006年～2008年の活動報告書 【A4版・174頁】

￥2,000

￥2,500
2009年4月

免震部材の接合部・取付け
躯体の設計指針

免震部材の接合部や取付け躯体の設計をする際のガイドライン
【A4版・48頁】

￥1,000

￥1,500
2009年7月

タイトル 内　　　　容 発行年月
会員価格
非会員価格

会誌「MENSHIN」
免震建築・技術に関わる情報誌、免震建築紹介、免震建築訪問記、設計例、部材の性能、
免震関連技術等

【A4版・約90頁】

￥2,500

￥3,000

免震部材標準品リスト
≪改訂版≫－2005－

大臣認定された免震部材で、免震建築物の設計に必要な部材ごとの性能基準値を一覧表に
まとめたもの

【A4版・586頁】

￥3,500

￥4,000

免震建物の維持管理基準
≪改訂版≫－2007－

免震層・免震部材を中心とした通常点検・定期点検など、免震建物維持管理のための点検
要領などを定めた協会の基準
（ユーザーズマニュアル付） 【A4版・19頁】

￥500

￥1,000

設計・施工に役立つ問題事例
と推奨事例ー点検業務から
見た免震建物ー

免震建物の点検時に発見される設計や施工に起因する不具合事例について、推奨事例も含
めて解説。チェック編と解説編から構成。建築計画、構造計画、配管・配線計画、施工計
画、免震部材、維持管理について解説。 【A4版・20頁】

￥500

￥1,000

積層ゴムの限界性能とすべり・
転がり支承の摩擦特性の現状

積層ゴムアイソレーターの限界性能、すべり・転がり支承の摩擦特性に関する実データを
集積し調査結果をまとめたもの

【A4版・46頁】
￥1,500

年4回発行
2月､5月､
8月､11月

2005年2月

2007年8月

2007年8月

社会環境部会活動報告書
（免震建物と地震リスク、環境問
題、地震防災）

最近の免震構造を巡るトピックスとして、免震建物と地震リスク、環境問題、地震防災に
おける免震建物の有効性の3テーマを取り上げた活動報告書。

【A4版・101頁】

¥2,000

¥2,500
2007年12月

2003年8月

パッシブ制振構造設計・
施工マニュアル
≪第2版　第2刷≫－2005－

わが国で唯一のパッシブ制振構造専門の設計・施工マニュアル　摩擦ダンパーも加わり第
1版をさらに分かり易く改訂

【A4版・515頁】
￥5,0002007年7月

免震部材JSSI規格
－2000－

免震部材に関する協会規格　アイソレータ及びダンパーに関する規格集
【A4版・130頁】

￥1,500

￥3,000
2000年6月

JSSI 時刻歴応答解析による
免震建築物の設計基準・
同マニュアル及び設計例

時刻歴応答解析法により免震建築物の耐震安全性を検証する際の設計マニュアル
【A4版・175頁】

￥2,000

￥2,500
2005年11月

免震建築物のための
設計用入力地震動
作成ガイドライン

主に免震建築物の設計実務に携わる構造技術者が入力地震動について理解を深めようとす
る際の指標となるもの

【A4版・100頁】

￥1,000

￥1,500
2005年11月

免震建築物の
耐震性能評価表示指針
及び性能評価例

免震建築物の地震に対する性能を時刻歴応答解析法により評価する具体的な方法を示すも
ので、性能評価例付き

【A4版・225頁】

￥2,000

￥2,500
2005年11月

免震建物の建築・設備標準
－2001－

免震建物の建築や設備の設計に関する標準を示すもの
※売切中　2009年6月に改訂版発刊予定 【A4版・63頁】

￥1,000

￥1,500
2001年6月

免震のすすめ
これから建物を建てようとする方々向けに大地震から人命・財産・日常生活を守る免震建
物を分かり易く解説、メリット・装置の役割・コストと性能などを記したカラーパンフレ
ット 【A4版・3ツ折】

100部まで無料
（100部以上
ご相談）

2005年8月

大地震に備える
～免震構造の魅力～
【日本語・DVD】

免震建築の普及のため建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの
【DVD 約9分】

￥2,000
￥2,500

※Academy
￥1,500

2005年8月

大地震に備える
～免震構造の魅力～
【英語・DVD】

【ナレーション・字幕/英語】
免震建築の普及のため建築主向けに免震構造を分かり易く解説したもの

【DVD 約9分】

￥1,500
￥2,000

※Academy
￥1,000

2006年11月

社団法人日本免震構造協会出版物のご案内 2009年8月12日

青
山
通
り
24
6号

都体育館

外
苑
西通り

至新宿駅

至原宿駅

至渋谷 至六本木

至赤坂

JR総武線

日本青年館

外苑前駅

JIA館

千駄ヶ谷駅

国立競技場前駅
都営地下鉄大江戸線

東京メトロ銀座線

食品衛生センター

秀和レジデンス

◆最寄駅
　地下鉄　銀座線 外苑前駅
　　　　　3番出口より徒歩10分
　　　　　大江戸線 国立競技場前駅
　　　　　徒歩10分
　J R　　 総武線 千駄ヶ谷駅より
　　　　　徒歩15分

月星化成

神宮前3

青山3

外苑前
青山ベルコモンズ

新川屋

都体育館

熊野
神社 イノセ

酒店

神宮
球場

国立
競技場
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寄贈図書

建築防災 2009.6  （財）日本建築防災協会  
日本ゴム協会誌 第82巻 第4号 （社）日本ゴム協会  
日本ゴム協会誌 第82巻 第5号 （社）日本ゴム協会  
日本ゴム協会誌 第82巻 第6号 （社）日本ゴム協会  
Argus-eye 2009.4  （社）日本建築士事務所協会連合会  
Argus-eye 2009.5  （社）日本建築士事務所協会連合会  
Argus-eye 2009.6  （社）日本建築士事務所協会連合会  
けんざい 223号  （社）日本建築材料協会  
けんざい 224号  （社）日本建築材料協会  
月刊　鉄鋼技術 2009 4月号 鋼構造出版  
月刊　鉄鋼技術 2009 5月号　 鋼構造出版  
月刊　鉄鋼技術 2009 6月号　 鋼構造出版  
RE　　 2009.4 No.162  （財）建築保全センター

改正建築基準法の
免震関係規定の技術的背景

考え方・進め方免震建築

免震構造施工標準
－2009－

免震建築物の技術基準解説及び
計算例とその解説

【日本建築センター】

免震建築物の技術基準解説及び
計算例とその解説（戸建て免震
住宅） 【日本建築センター】

耐震改修ガイドライン
【日本建築防災協会】

RESPONSE CONTROL AND
SEISMIC ISOLATION OF
BUILDINGS 【Taylor＆Franis】

免震建築物を設計する構造技術者向けの免震関係規定に関わる技術的背景を解説したもの
【A4版・418頁】 2001年9月

¥4,500

¥5,000

¥2,600

¥2,940

¥2,100

¥2,500

¥3,500

¥4,000

¥3,550

¥4,100

¥3,800

¥4,500

¥5,500

非売

2005年5月

2009年8月

2001年5月*1

2006年2月*1

2006年6月*2

2006年12月

建築家、建築構造技術者など免震建築の関係者対象の技術書。
Q＆A方式で、免震建築全般にわたり、免震の基本から計画・設計・施工・維持管理など
幅広く解説 【A5版・200頁】

免震構造の施工に関する標準を示すもので免震部建築施工管理技術者必携のもの
【A4版・110頁】

「免震告示（免震建物の構造方法に関する安全上必要な技術的基準（平成12年建設省告示
第2009号））」に関する解説書

【A4版・216頁】

主に戸建て免震住宅に関して平成16年国土交通省告示第1160号により改正された「免震
告示」の解説書

【A4版・195頁】

既存の主としてRC造建築の免震構法・制震構法を用いて耐震改修する際の手引書
【A4版・129頁】

各国の技術基準比較と設計・解析方法などの紹介、免震建物の地震応答観測結果、装置の
紹介、各国の設計例データシートなどが示されている。（英語版）

【B5版・397頁】

*1 協会の販売は2006年5月～　　　*2 協会の販売は2006年10月～
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